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2001 平成13年 1 706 あいさつ 年頭のごあいさつ 弘中義夫 日本林業技術協会理事長 2

2001 平成13年 1 706
解説(行政施策
等)

(緊急報告)気候変動枠組条約第6回締約国
会議(COP6)の結果について

赤堀聡之
林野庁研究普及課課長補
佐

3

2001 平成13年 1 706
今月のテーマ
(今、現場では)

林業機械の技術開発の現状 広部伸二
森林総合研究所伐出機械
研究室室長

7

2001 平成13年 1 706
今月のテーマ
(今、現場では)

樹木の遺伝子操作－21世紀への展望 伊ヶ﨑知弘
森林総合研究所遺伝子発
現研究室

13

2001 平成13年 1 706
今月のテーマ
(今、現場では)

樹木の遺伝子操作－21世紀への展望 篠原健司
森林総合研究所遺伝子発
現研究室室長

13

2001 平成13年 1 706
今月のテーマ
(今、現場では)

樹木の遺伝子操作－21世紀への展望 毛利武
森林総合研究所組織培養
研究室主研

13

2001 平成13年 1 706
今月のテーマ
(今、現場では)

岩手県における森林GISの現状と課題 眞島芳明
岩手県林政課森林計画主
査

19

2001 平成13年 1 706
今月のテーマ
(今、現場では)

親しまれる国有林を目指して－樹木博士認
定会等の実践から

髙橋武夫
北海道森林管理局函館分
局地域森林計画官

23

2001 平成13年 1 706
今月のテーマ
(今、現場では)

断固森林を守る－あまりにも苦しく、あまりに
も素晴らしい林業

田島信太郎 田島山業株式会社代表 27

2001 平成13年 1 706
今月のテーマ
(今、現場では)

新規参入者からの提案－Ⅰターンして飛び
込んだ林業現場で見たもの、感じたこと

杉山要
南佐久南部森林組合労務
班員

31

2001 平成13年 1 706

随筆(連載―海
外勤務処方箋
Buongiorno,
FAO)

終章　「林業(timber forestry)」から「森林業
(holistic forestry)」へ－「複眼フォレスター」が
切り拓く21世紀の環境共生社会

柴田晋吾
林野庁研究普及課課長補
佐

41

2001 平成13年 1 706
随筆(連載―
「北の森◇北の
風」通信)

22  カモシカ―群れてネット化のきざしか？ 工藤樹一
青森ネイチャーウオーク倶
楽部代表

43

2001 平成13年 1 706
コラム(5時から
セミナー)

4 『ハマキガの古巣』 福山研二
林野庁研究普及課首席研
究企画官

44

2001 平成13年 1 706 コラム(こだま) 『インターネット』 (PT) 45
2001 平成13年 1 706 コラム(本の紹 『日本近代林政年表(1867～1999)』 福島康記 林業経済研究所理事長 46

2001 平成13年 1 706
コラム(林政拾
遺抄)

『肥松』 筒井迪夫 東京大学名誉教授 47

2001 平成13年 1 706
コラム(緑の
キーワード)

『アンブレラ種』 藤森隆郎
日本林業技術協会技術指
導役

48

2001 平成13年 2 707 表紙写真 雪嶺の日高山脈 安養寺俊彦 帯広市在住 撮影 0
2001 平成13年 2 707 論壇 日本の森林・林業と森林利用学 小林洋司 東京大学大学教授 2

2001 平成13年 2 707
今月のテーマ
(里山を考える)

市民参加による里山管理の方向 林進 岐阜大学農学部教授 7

2001 平成13年 2 707
今月のテーマ
(里山を考える)

里山を考えるためのメモ 深町加津枝 森林総合研究所関西支所 12

2001 平成13年 2 707
今月のテーマ
(里山を考える)

里山を考えるためのメモ 大住克博 森林総合研究所関西支所 12

2001 平成13年 2 707
今月のテーマ
(里山を考える)

持続可能な社会の構築に向けて―2005年日
本国際博覧会の取り組み

吉村洋
2005年日本国際博覧会協
会 チームリーダー

16

2001 平成13年 2 707
今月のテーマ
(里山を考える)

神奈川県における里山活動 中川重年
神奈川県自然環境保全セ
ンター

21

2001 平成13年 2 707
今月のテーマ
(里山を考える)

市民による新しい森づくりへの挑戦―「さが
みの森」は多様性と継続性の実験の場

坂井武志
NPO法人森づくりフォーラ
ム事務局長

26

2001 平成13年 2 707
コラム(緑の
キーワード)

『キーストーン種』 藤森隆郎
日本林業技術協会技術指
導役

30

2001 平成13年 2 707 特別寄稿
温暖化防止における森林の役割とは何か―
COP6に見る森林の政治的利用

熊崎実 筑波大学名誉教授 36

2001 平成13年 2 707
随筆(連載―国
際山岳年通信)

第1章　「国際山岳年」って何？ 松見やすこ
FAO技術協力局
Associate Professional

41

2001 平成13年 2 707
随筆(連載―
「北の森◇北の
風」通信)

23  雪中の道 工藤樹一
青森ネイチャーウオーク倶
楽部代表

43

2001 平成13年 2 707
コラム(5時から
セミナー)

5 『ダニを飼うアリ』 福山研二
林野庁研究普及課首席研
究企画官

44

2001 平成13年 2 707 コラム(こだま) 『知らせる技術について』 (Y.I) 45

2001 平成13年 2 707
コラム(本の紹
介)

『森林微生物生態学』 阿部恭久
森林総合研究所森林生物
部腐朽病害研究室長

46

2001 平成13年 2 707
コラム(本の紹
介)

『森の自然史―複雑系の生態学―』 鈴木和次郎
森林総合研究所森林環境
部種生態研究室

46

2001 平成13年 2 707
コラム(林政拾
遺抄)

『森林火災』 筒井迪夫 東京大学名誉教授 47

2001 平成13年 3 708 表紙写真
第47回森林・林業写真コンクール佳作 『陽光
を浴びて』熊本県蘇陽町にて

後藤司郎 宮崎県延岡市在住 0

2001 平成13年 3 708 論壇 行財政制度の改革で新しい林政の推進を 嶋崎譲 林政総合調査研究所顧問 2

2001 平成13年 3 708
コラム(緑の
キーワード)

『森林所有の空洞化』 小池秀夫
(財)林政総合調査研究所
参与

7

2001 平成13年 3 708
特集・今月の
テーマ(樹種シ
リーズ)

『椿』  ツバキの分類と生態 河原孝行
森林総合研究所北海道支
所室長

8

2001 平成13年 3 708
特集・今月の
テーマ(樹種シ
リーズ)

『椿』  特用林産物としての『ツバキ』東京都
利島-大島から

土井高太郎 東京都大島支庁 主事 12

2001 平成13年 3 708
特集・今月の
テーマ(樹種シ
リーズ)

『椿』  「北限のツバキ」と夏泊半島青森県平
内町

小笠原隆一
青森県ふるさと同友会会
長

17

2001 平成13年 3 708
特集・今月の
テーマ(樹種シ
リーズ)

『椿』  ユキツバキの郷新潟県 箕口秀夫 新潟大学助教授 18

2001 平成13年 3 708
特集・今月の
テーマ(樹種シ
リーズ)

『椿』  日本一の薮椿　シャクジョウカタシ高知
県吾北村

田岡重雄 高知県吾北村 係長 20
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2001 平成13年 3 708
特集・今月の
テーマ(樹種シ
リーズ)

『椿』  蘇った笠山椿群生林山口県萩市 井上善夫
山口県萩農林事務所 主
査

22

2001 平成13年 3 708
特集・今月の
テーマ(樹種シ
リーズ)

『椿』  椿の島五島列島(長崎県) 野﨑孝浩 長崎県五島支庁 係長 24

2001 平成13年 3 708
林業関係予算
案の概要

平成13年度森林･林業関係予算案の概要 神長健夫 林野庁計画課 26

2001 平成13年 3 708
トピック・トピッ
クス・とぴっくす

(研究会報告)  「第2回日韓森林科学セミ
ナー」開催される

生方正俊 林木育種センター　室長 31

2001 平成13年 3 708 特別寄稿 地球温暖化問題とわが国森林･林業分野の 赤堀聡之 林野庁研究普及課 課長 34
2001 平成13年 3 708 会員の広場 今ドイツ林業の目指すもの 今永正明 静岡大学農学部 教授 37

2001 平成13年 3 708
随筆(連載―国
際山岳年通信)

第2章　住民参加による流域資源保全プロ
ジェクト

松見やすこ
FAO技術協力局
Associate Professional

41

2001 平成13年 3 708
随筆(連載―
「北の森◇北の
風」通信)

24＜最終回＞時の道標 工藤樹一
青森ネイチャーウオーク倶
楽部代表

43

2001 平成13年 3 708
コラム(本の紹
介)

大日本山林会編『戦後林政史(「戦後林政
史」，「戦後林政史･年表」)』

筒井迪夫 東京大学名誉教授 44

2001 平成13年 3 708
コラム(林政拾
遺抄)

『丹後半島の巨木 』 筒井迪夫 東京大学名誉教授 45

2001 平成13年 3 708
コラム(5時から
セミナー)

＜最終回＞『かわいい子には，旅を』 福山研二
林野庁研究普及課首席研
究企画官

46

2001 平成13年 3 708 コラム(こだま) 『出来の悪い息子』 (枕流) 47

2001 平成13年 4 709 表紙写真
『山の彩り』 第47回森林･林業写真コンクー
ル 佳作

赤瀬繁明 熊本市在住 0

2001 平成13年 4 709 論壇 転換を迫られる路網整備戦略 岩川治 静岡大学名誉教授 2

2001 平成13年 4 709
コラム(緑の
キーワード)

『気候変動枠組み条約締約国会議』 藤森隆郎
日本林業技術協会技術指
導役

7

2001 平成13年 4 709
特集・今月の
テーマ(間伐)

(間伐の現場から)  間伐作業－林分に応じた
最適システムを求めて

木幡靖夫 北海道立林業試験場 8

2001 平成13年 4 709
特集・今月の
テーマ(間伐)

(間伐の現場から)  タワーヤーダによるカラマ
ツ人工林の効率的な間伐作業方向の検討－
伐区形状と間伐方法－

飯田富士雄 山梨県森林総合研究所 12

2001 平成13年 4 709
特集・今月の
テーマ(間伐)

(間伐の現場から)  森林環境に配慮した低コ
ストな間伐方法を求めて

古川邦明 岐阜県森林科学研究所 16

2001 平成13年 4 709
特集・今月の
テーマ(間伐)

(間伐の現場から)  放射状列状間伐－自在
な発想と新しいやり方で間伐の促進を

中島嘉彦 岡山県林業試験場 20

2001 平成13年 4 709
特集・今月の
テーマ(間伐)

(間伐の現場から)  列状間伐－残置林木へ
の影響－偏倚(へんい)成長と風害に関する

姫野光雄 大分県林業試験場 24

2001 平成13年 4 709
視点・焦点

“緊急間伐5ヶ年対策”の総合的な取り組み
について

西林寺隆
林野庁整備課造林間伐対
策室

28

2001 平成13年 4 709 会員の広場
高校生の林業労働白書　－雇用改善にかか
わる神奈川県の調査から

飯村武
元関東学院大学法学部講
師

32

2001 平成13年 4 709
随筆(連載―国
際山岳年通信)

第3章　国際山岳年国内委員会 松見やすこ
FAO技術協力局
Associate Professional

37

2001 平成13年 4 709
随筆(連載―パ
ソコンよろず話)

第1回　このページの内容はPCとなりました 佐野真琴
森林総合研究所企画課企
画室長

38

2001 平成13年 4 709
コラム(5時から
セミナー)

1　『森林に増えたよそ者の鳥』 浜口哲一 平塚市博物館学芸員 40

2001 平成13年 4 709 コラム(こだま) 『今の時代と林業技術』 (大地の子) 41

2001 平成13年 4 709
紹介

(ビデオの紹介)  『もう一つの森林　－学校で
木をつくろう－』　製作：栃木県木材需要拡大
協議会　　販売：栃木県木材業協同組合連合

高田浩一
林政ジャーナリストの会会
長

42

2001 平成13年 4 709
コラム(グリーン
グリーンネット)

林野庁行政文書館が八王子市にオープン 二口文彦 林野庁林政課 42

2001 平成13年 4 709
コラム(林政拾
遺抄)

『里山の管理』 筒井迪夫 東京大学名誉教授 43

2001 平成13年 5 710 表紙写真 第48回森林・林業写真コンクール佳作 「美 茂野誠一郎 新潟県川西町在住 0
2001 平成13年 5 710 論壇 「私有公営」分収林業への要件 田中和博 京都府立大学 2

2001 平成13年 5 710
日本林学会大
会

第112回(岐阜大学) (テーマ1)日中協力によ
る中国の森林再生・自然環境改善をめぐって
－主として研究面から

箕輪光博 東京大学 7

2001 平成13年 5 710
日本林学会大
会

第112回(岐阜大学) (テーマ3)持続可能な森
林管理に向けた技術的課題

奥田史郎 森林総合研究所 8

2001 平成13年 5 710
日本林学会大
会

第112回(岐阜大学) (テーマ2)森林環境のモ
ニタリングと持続可能な森林経営

山本博一
東京大学農学部附属演習
林千葉演習林

8

2001 平成13年 5 710
日本林学会大
会

第112回(岐阜大学) (テーマ5)森林－大気間
における熱・水・二酸化炭素交換過程のモデ
リング手法

熊谷朝臣 九大宮崎演習林 9

2001 平成13年 5 710
日本林学会大
会

第112回(岐阜大学) (テーマ5)森林－大気間
における熱・水・二酸化炭素交換過程のモデ
リング手法

小松光 東京大学 9

2001 平成13年 5 710
日本林学会大
会

第112回(岐阜大学) (テーマ4)再考・人工林の
生態学

長池卓男 山梨県森林総合研究所 9

2001 平成13年 5 710
日本林学会大
会

第112回(岐阜大学) (テーマ7)樹木の環境適
応とストレスフィジオロジー

篠原健司 森林総合研究所 10

2001 平成13年 5 710
日本林学会大
会

第112回(岐阜大学) (テーマ6)森林生態系に
おける共生関係の解明

鈴木和夫 東京大学 10

2001 平成13年 5 710 日本林学会大 第112回(岐阜大学) *メモ帳 (編集室) 12

2001 平成13年 5 710
日本林学会大
会

第112回(岐阜大学) (テーマ8)熱帯林の再生・
その3

森貞和仁 森林総合研究所 12

2001 平成13年 5 710 日本林学会大 第112回(岐阜大学) 《部門別》林政 山本信次 岩手大学演習林 13
2001 平成13年 5 710 日本林学会大 第112回(岐阜大学) 《部門別》林政 山本美穂 北海道大学 13
2001 平成13年 5 710 日本林学会大 第112回(岐阜大学) 《部門別》経営 高橋正義 森林総合研究所北海道支 14
2001 平成13年 5 710 日本林学会大 第112回(岐阜大学) 《部門別》風致 佐藤孝弘 北海道立林業試験場 15
2001 平成13年 5 710 日本林学会大 第112回(岐阜大学) 《部門別》立地 三浦覚 森林総合研究所 15
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2001 平成13年 5 710 日本林学会大 第112回(岐阜大学) 《部門別》生態 田内弘之 森林総合研究所北海道支 17
2001 平成13年 5 710 日本林学会大 第112回(岐阜大学) 《部門別》造林 五十嵐哲也 森林総合研究所 18
2001 平成13年 5 710 日本林学会大 第112回(岐阜大学) 《部門別》造林 荒木眞岳 森林総合研究所 18
2001 平成13年 5 710 日本林学会大 第112回(岐阜大学) 《部門別》造林 川崎達郎 森林総合研究所 18
2001 平成13年 5 710 日本林学会大 第112回(岐阜大学) 《部門別》育種 後藤晋 東京大学大学北海道演習 20
2001 平成13年 5 710 日本林学会大 第112回(岐阜大学) 《部門別》樹病 高畑義啓 森林総合研究所関西支所 20
2001 平成13年 5 710 日本林学会大 第112回(岐阜大学) 《部門別》生理 飛田博順 森林総合研究所北海道支 20
2001 平成13年 5 710 日本林学会大 第112回(岐阜大学) 《部門別》樹病 黒田慶子 森林総合研究所関西支所 21
2001 平成13年 5 710 日本林学会大 第112回(岐阜大学) 《部門別》動物 伊藤正仁 名古屋大学 22
2001 平成13年 5 710 日本林学会大 第112回(岐阜大学) 《部門別》動物 水谷瑞希 名古屋大学 22
2001 平成13年 5 710 日本林学会大 第112回(岐阜大学) 《部門別》防災 坂本知己 森林総合研究所 23
2001 平成13年 5 710 日本林学会大 第112回(岐阜大学) 《部門別》利用 有賀一広 東京大学 24

2001 平成13年 5 710
コラム(緑の
キーワード)

『グリーン購入法』 岡野健
(財)日本木材総合情報セ
ンター木のなんでも相談

25

2001 平成13年 5 710 独立行政法人 独立行政法人森林総合研究所 金谷則行 前森林総合研究所次長 26

2001 平成13年 5 710 独立行政法人 独立行政法人林木育種センター 尾古孝文
林木育種センター　企画
総務部長

28

2001 平成13年 5 710 会員の広場

林分幹材積を迅速かつ精度高く推定するた
めの視準定数を任意のものに選定可能な林
分平均樹高測定装置、胸高断面積合計測定
器、および、任意の距離検定装置の考案

菅藤武
兵庫県姫路農林水産振興
事務所

29

2001 平成13年 5 710
随筆(連載―国
際山岳年通信)

第4章　ツーリズムと持続可能な山岳開発 松見やすこ
FAO技術協力局
Associate Professional

35

2001 平成13年 5 710
随筆(連載―パ
ソコンよろず話)

第2回　PCのはじまり 佐野真琴
森林総合研究所企画課企
画室長

36

2001 平成13年 5 710
コラム(グリーン
グリーンネット)

森林技術総合研究所に森林GIS教室が誕生 今井啓二 森林技術総合研修所支部 38

2001 平成13年 5 710
コラム(本の紹
介)

『日本の地形』　貝塚爽平・太田洋子ほか　編
著　(財)東京大学出版会

小口高
東京大学空間情報科学研
究センター

38

2001 平成13年 5 710
コラム(林政拾
遺抄)

『「水源の森」南昌山』 筒井迪夫 東京大学名誉教授 39

2001 平成13年 5 710
コラム(5時から
セミナー)

2　『海を渡ってきた鳴く虫』 浜口哲一 平塚市博物館学芸員 40

2001 平成13年 5 710 コラム(こだま) 『健康』 (木通) 41

2001 平成13年 6 711 表紙写真
第48回森林・林業写真コンクール 二席 『間
伐材を積む』

山本登 秋田県森吉町在住 0

2001 平成13年 6 711 論壇
地域林業を担う若手従事者の育成―地元高
校林業科生徒への奨学金の交付と研修活動

松本欣久 合資会社　松本林業 2

2001 平成13年 6 711
今月のテーマ
(森林機能の検

森林機能評価と計画への反映 岡裕泰 森林総合研究所 6

2001 平成13年 6 711
今月のテーマ
(森林機能の検

〈水土保全〉  森林の水源かん養機能とその
評価

藤枝基久 森林総合研究所 12

2001 平成13年 6 711
今月のテーマ
(森林機能の検

〈水土保全〉  岡山県竜の口山森林理水試験
地における長期試験の成果と展望

後藤義明 森林総合研究所関西支所 18

2001 平成13年 6 711
今月のテーマ
(森林機能の検

〈水土保全〉  水のやさしい調査法 新井正 立正大学地球環境科学部 24

2001 平成13年 6 711
コラム(緑の
キーワード)

『木材流通の合理化，IT化』 大熊幹章
宮崎県木材利用技術セン
ター

29

2001 平成13年 6 711

随筆(連載―技
術は役に立つ
のか？～開発
援助における
技術と社会)

第1回　ナーサリーから村の広場へ 佐藤寛 アジア経済研究所 33

2001 平成13年 6 711
随筆(連載―パ
ソコンよろず話)

第3回　初めてのPC 佐野真琴 森林総合研究所 34

2001 平成13年 6 711
コラム(国際山
岳年通信)

①　『大きな挑戦－山岳問題へのアプロー
チ』

佐藤真帆 FAO 35

2001 平成13年 6 711
コラム(5時から
セミナー)

『タイワンリスのいたずら』 浜口哲一 平塚市博物館学芸員 36

2001 平成13年 6 711 コラム(こだま) 『高校生と行くインドネシアの旅』 (S) 37
2001 平成13年 6 711 コラム(本の紹 『千曲川ひとり歩き旅』 須崎幸男 日中緑化交流基金 38
2001 平成13年 6 711 コラム(本の紹 『木の家に住むことを勉強する本』 中島孝雄 林野庁木材課 38

2001 平成13年 6 711
コラム(林政拾
遺抄)

『神田明神』 筒井迪夫 東京大学名誉教授 39

2001 平成13年 7 712 表紙写真 万緑　第48回森林・林業写真コンクール　佳 内藤節子 愛媛県西条市在住 0

2001 平成13年 7 712 講演
地球環境問題とNGOの取り組み　IWWFと森
林  (日林協創立80周年記念)

大内照之
(財)世界自然保護基金
ジャパン会長

2

2001 平成13年 7 712
興林会・日林協
あれこれ

(日林協創立80周年に寄せて)  森林と人間の
よりよい関係のために

井出雄二 東京大学教授 8

2001 平成13年 7 712
興林会・日林協
あれこれ

(日林協創立80周年に寄せて)  技術力向上
への多面的支援策を

大槻幸一郎 前中部森林管理局長 8

2001 平成13年 7 712
興林会・日林協
あれこれ

(日林協創立80周年に寄せて)  温故知新 角舘盛雄
北の森21運動の会会長代
理

9

2001 平成13年 7 712
興林会・日林協
あれこれ

(日林協創立80周年に寄せて)  航測技術の
老舗の輝き

木平勇吉 日本大学教授 10

2001 平成13年 7 712
興林会・日林協
あれこれ

(日林協創立80周年に寄せて)  軽視されがち
な木材生産機能

澤田豊 北海道木材協会副会長 10

2001 平成13年 7 712
興林会・日林協
あれこれ

(日林協創立80周年に寄せて)  四半世紀前
の重要課題は今なお

只木良也
プレック研究所・名古屋大
学名誉教授

11

2001 平成13年 7 712
特集・今月の
テーマ(子ども
たちと森)

子どもたちを森に(1)  北上中学校「緑の時
間」の取り組み

中村史治
岩手県北上地方振興局農
林部

12

2001 平成13年 7 712
特集・今月の
テーマ(子ども
たちと森)

子どもたちを森に(1)  子どもたちを自然の中
へ－「総合的な学習の時間」へのアプローチ
－

浅田学
東京都多摩市立連光寺小
学校校長

16
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2001 平成13年 7 712
特集・今月の
テーマ(子ども
たちと森)

子どもたちを森に(1)  NPO「メタセコイアの森
の仲間たち」の活動－感性をテキストに、子
どもたちと森で遊ぼう

三浦嘉門
メタセコイアの森の仲間た
ち代表理事

20

2001 平成13年 7 712 林業技術賞
第47回 北海道有林の衛星データ利用森林
GISの開発とその普及

加藤正人 北海道立林業試験場 26

2001 平成13年 7 712 林業技術賞
第47回 針葉樹構造材の高温乾燥技術の開
発とその実用化

吉田孝久 長野県林業総合センター 29

2001 平成13年 7 712
学生林業技術
研究論文コンテ
スト

第12回林野庁長官賞  GIS(地理情報システ
ム)による作業級判定の適否の判定　－山梨
県道志村横浜市水源林を対象として

三塚麻子 日本大学生物資源科学部 33

2001 平成13年 7 712
学生林業技術
研究論文コンテ
スト

第12回林野庁長官賞  鹿児島県吹上浜のク
ロマツ海岸林衰退がアカウミガメの上陸・産
卵に及ぼす影響

田中幸記 鹿児島大学農学部 34

2001 平成13年 7 712
学生林業技術
研究論文コンテ
スト

第12回日本林学会会長賞  クスノキの研究：
ω-3脂肪酸不飽和化酵素遺伝子のクローニ
ングとその発現

本田朋子 九州大学農学部 34

2001 平成13年 7 712
学生林業技術
研究論文コンテ

第12回日本林業技術協会理事長賞  つくば
市の古民家の地域性と特色に関する研究

猪狩美保子 日本大学生物資源科学部 35

2001 平成13年 7 712
学生林業技術
研究論文コンテ
スト

第12回日本林業技術協会理事長賞  ブナ漸
伐施業地における更新補助作業に関する研
究　－飯山カヤノ平混牧林を事例として

大地純平 信州大学農学部 36

2001 平成13年 7 712
学生林業技術
研究論文コンテ

第12回日本林業技術協会理事長賞  治山ダ
ム周辺盛土への潜在自然植生導入方法の

澤教子 鳥取大学農学部 37

2001 平成13年 7 712
学生林業技術
研究論文コンテ
スト

第12回日本林業技術協会理事長賞  帯状皆
伐後26年経過した複層林の林分構造と成長
特性　－宮崎県諸塚村での事例

井剛 宮崎大学農学部 38

2001 平成13年 7 712
コラム(緑の
キーワード)

『シロアリ』 今村祐嗣
京都大学木質科学研究所
教授

39

2001 平成13年 7 712

随筆(連載―技
術は役に立つ
のか？～開発
援助における
技術と社会)

第2回　JFM 佐藤寛 アジア経済研究所 41

2001 平成13年 7 712
随筆(連載―パ
ソコンよろず話)

第4回　はじめの一歩 佐野真琴 森林総合研究所 42

2001 平成13年 7 712 コラム(本の紹 『森林・林業百科事典』 広居忠量 森林総合研究所理事長 44

2001 平成13年 7 712
コラム(グリーン
グリーンネット)

『旭川流域高性能林業機械化センター 』 高冨玄 岡山県支部 44

2001 平成13年 7 712
コラム(林政拾
遺抄)

『隅田川舟行』 筒井迪夫 東京大学名誉教授 45

2001 平成13年 7 712
コラム(5時から
セミナー)

浜口哲一の5時からセミナー　4　『帰化動物
の出自』

浜口哲一 平塚市博物館学芸員 46

2001 平成13年 7 712 コラム(こだま) 『評価』 (甲乙丙) 47
2001 平成13年 8 713 表紙写真 赤男山付近から見た残雪 桃澤邦夫 0

2001 平成13年 8 713 論壇
循環型森林資源管理システムの再生のため
に　－深刻さを増す再造林放棄問題

堺正紘 九州大学大学院教授 2

2001 平成13年 8 713
コラム(『森林・
林業百科事典』
誕生こぼれ話)

『森林・林業百科事典』誕生こぼれ話　① 杉井昭夫 日本林業技術協会 6

2001 平成13年 8 713
コラム(緑の
キーワード)

『「森林・林業基本法」の誕生』 小池秀夫
(財)林政総合調査研究所
参与

7

2001 平成13年 8 713 講演
地球環境問題とNGOの取り組み　II. WWFの
活動  (日林協創立80周年記念講演)

大内照之
(財)世界自然保護基金
ジャパン会長

12

2001 平成13年 8 713
林業技術コンテ
スト

第47回林野庁長官賞  「森にふれ森に学ぶ」
ための効果的なイベント作りについて

馬上千恵
北海道森林管理局　札幌
森林センター

18

2001 平成13年 8 713
林業技術コンテ
スト

第47回日本林業技術協会理事長賞 人工林
の適切な保育・管理施業の試験(冬下刈)

吉田清男
九州森林管理局　森林技
術センター

20

2001 平成13年 8 713
林業技術コンテ
スト

第47回日本林業技術協会理事長賞 人工林
の適切な保育・管理施業の試験(冬下刈)

山下義治
九州森林管理局　森林技
術センター

20

2001 平成13年 8 713
林業技術コンテ
スト

第47回日本林業技術協会理事長賞 ヒノキ育
成天然林施業の検証について(現状調査およ
び保育方法の検討)

青木勝美
関東森林管理局　森林技
術センター

22

2001 平成13年 8 713
林業技術コンテ
スト

第47回日本林業技術協会理事長賞 ヒノキ育
成天然林施業の検証について(現状調査およ
び保育方法の検討)

平松昭一
関東森林管理局　森林技
術センター

22

2001 平成13年 8 713
林業技術コンテ
スト

第47回 「おめでとう！緑の宅配便」 玉木克憲
北海道森林管理局帯広分
局　根釧東部森林管理署

23

2001 平成13年 8 713
林業技術コンテ
スト

第47回 天然下種更新による高寒地帯の保
安林改良について

菊地重治
北海道森林管理局北見分
局　西紋別支署

24

2001 平成13年 8 713
林業技術コンテ
スト

第47回 育成複層林施業の一考察 桐山博行
北海道森林管理局旭川分
局　上川南部森林管理署

24

2001 平成13年 8 713
林業技術コンテ
スト

第47回 トドマツ人工林における人工林にお
ける初回間伐の一考察について

岩本斉
北海道森林管理局函館分
局　檜山森林管理署

25

2001 平成13年 8 713
林業技術コンテ
スト

第47回 トドマツ人工林における人工林にお
ける初回間伐の一考察について

前川祐行
北海道森林管理局函館分
局　檜山森林管理署

25

2001 平成13年 8 713
林業技術コンテ
スト

第47回 トドマツ人工林における人工林にお
ける初回間伐の一考察について

竹田浩士
北海道森林管理局函館分
局　檜山森林管理署

25

2001 平成13年 8 713
林業技術コンテ
スト

第47回 天然更新による複層林施業について 中井和彦
四国森林管理局　森林技
術センター

25

2001 平成13年 8 713
林業技術コンテ
スト

第47回 天然更新による複層林施業について 福地勝利
四国森林管理局　森林技
術センター

25

2001 平成13年 8 713
学術研究奨励
(成果報告(概

第3回  海岸防風林における間伐が林内およ
び周辺の風環境に及ぼす影響の研究

権田豊
新潟大学農学部生産環境
科学科

26

2001 平成13年 8 713
学術研究奨励
(成果報告(概
要))

第3回  播種工による氾濫地帯への樹林帯の
造成技法に関する研究－植生基材吹付広報
のネパールへの導入と施工適合性の検討

マドゥスダン・バクタ・シュレ
スタ

岐阜大学流域環境研究セ
ンター

28
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2001 平成13年 8 713
学術研究奨励
(成果報告(概

第3回  「世界遺産」白神山地におけるイワナ
の個体群動態

鎌田直人
金沢大学理学部　生物学
科

30

2001 平成13年 8 713
学術研究奨励
(成果報告(概

第3回  紀伊半島宮川流域における生物学的
多様性の把握と Gap Analysis (ギャップ分析)

吉田剛司
京都府立大学農学部　森
林計画学講座

32

2001 平成13年 8 713 会員の広場 マダガスカルの巨樹バオバブを訪ねて 小笠原隆三 鳥取大学名誉教授 34

2001 平成13年 8 713

随筆(連載―技
術は役に立つ
のか？～開発
援助における
技術と社会)

第3回　技術以前の問題 佐藤寛 アジア経済研究所 39

2001 平成13年 8 713
随筆(連載―パ
ソコンよろず話)

第5回  現場でPC 佐野真琴 森林総合研究所 40

2001 平成13年 8 713
コラム(国際山
岳年通信)

②　『日本国内での活動』 佐藤真帆 FAO技術協力 41

2001 平成13年 8 713
コラム(5時から
セミナー)

浜口哲一の5時からセミナー　5『伐採跡を覆
うダンドボロギク』

浜口哲一 平塚市博物館学芸員 42

2001 平成13年 8 713 コラム(こだま) 『車窓から―地球温暖化防止問題に想う』 (T) 43

2001 平成13年 8 713
コラム(本の紹
介)

『機械化のマネジメント－地域の経営力アッ
プのために高性能林業機械をどう活かすか-

奥田吉春
林業・木材製造業労働災
害防止協会

44

2001 平成13年 8 713 コラム(本の紹 『神宮御杣山の変遷に関する研究』 只木良也 プレック研究所 44

2001 平成13年 8 713
コラム(林政拾
遺抄)

『ホタルと里山』 筒井迪夫 東京大学名誉教授 45

2001 平成13年 9 714 論壇 森林・林業教育に新たな息吹 山縣光晶
岐阜県立森林文化アカデ
ミー教授

2

2001 平成13年 9 714 特別寄稿 ＜対談＞森林・林業基本法の成立を迎えて 手束平三郎 林政総合調査研究所顧問 7

2001 平成13年 9 714
今月のテーマ
(森林機能の検

(風雪災の緩和)  飛砂防備林の評価 坂本知己
森林総合研究所気象環境
研究領域チーム長

13

2001 平成13年 9 714
今月のテーマ
(森林機能の検

(風雪災の緩和)  森林の雪害防止機能－な
だれ防止林

野表晶夫 新潟県森林研究所所長 17

2001 平成13年 9 714
コラム(『森林・
林業百科事典』
誕生こぼれ話)

『森林・林業百科事典』誕生こぼれ話　② 杉井昭夫 日林協主任研究員 20

2001 平成13年 9 714
林業技術コンテ
スト

第47回林野庁長官賞 パソコン利用による間
伐収益額等推定ソフトの開発

中山富士男 鹿児島県大島支庁農林課 21

2001 平成13年 9 714
林業技術コンテ
スト

第47回林野庁長官賞 分収林における作業
道の効用について－材価低迷の時代を乗り
切るための作業道を使った低コスト化

佐宗等征 高知県大正町役場産業課 23

2001 平成13年 9 714
林業技術コンテ
スト

第47回林野庁長官賞 分収林における作業
道の効用について－材価低迷の時代を乗り
切るための作業道を使った低コスト化

田邊由喜男 高知県大正町役場産業課 23

2001 平成13年 9 714
林業技術コンテ
スト

第47回日本林業技術協会理事長賞 路網を
基軸とした団地間伐の推進

丹原守雄
愛媛県松山地方局産業経
済部林業課

25

2001 平成13年 9 714
林業技術コンテ
スト

第47回日本林業技術協会理事長賞 仙台市
街地国有林に生息するオオタカの営巣状況

乙川朋子
東北森林管理局青森分局
蔵王森林事務所 27

2001 平成13年 9 714
林業技術コンテ
スト

第47回日本林業技術協会理事長賞 仙台市
街地国有林に生息するオオタカの営巣状況

藤原勝志
東北森林管理局青森分局
仙台森林管理署

27

2001 平成13年 9 714
林業技術コンテ
スト

第47回日本林業技術協会理事長賞 仙台市
街地国有林に生息するオオタカの営巣状況

服部美穂
東北森林管理局青森分局
根白石森林事務所

27

2001 平成13年 9 714
林業技術コンテ
スト

第47回日本林業技術協会理事長賞 仙台市
街地国有林に生息するオオタカの営巣状況

鈴木博
東北森林管理局青森分局
仙台森林管理署

27

2001 平成13年 9 714
林業技術コンテ
スト

第47回 列状間伐施業における林況変化と経
営的評価試験

山添晶子
近畿中国森林管理局福井
森林管理署

28

2001 平成13年 9 714
林業技術コンテ
スト

第47回 赤沢自然休養林の遊歩道における
チップ舗装について

三村晴彦
中部森林管理局森林技術
第一センター

29

2001 平成13年 9 714
林業技術コンテ
スト

第47回 低コストを目指した効率的な作業道
の作設技術の確立

住靖
中部森林管理局名古屋分
局森林技術第二センター

29

2001 平成13年 9 714
林業技術コンテ
スト

第47回 低コストを目指した効率的な作業道
の作設技術の確立

小林伸也
中部森林管理局名古屋分
局森林技術第二センター

29

2001 平成13年 9 714
林業技術コンテ
スト

第47回 赤沢自然休養林の遊歩道における
チップ舗装について

森山良一
株式会社ロック防災研究
所

29

2001 平成13年 9 714
林業技術コンテ
スト

第47回 赤沢自然休養林の遊歩道における
チップ舗装について

八木隆裕
株式会社ロック防災研究
所

29

2001 平成13年 9 714
林業技術コンテ
スト

第47回 赤沢自然休養林の遊歩道における
チップ舗装について

平栗利治
中部森林管理局森林技術
第一センター

29

2001 平成13年 9 714
林業技術コンテ
スト

第47回 超音波検層(BHTV)によるすべり面解
析について

芦田真亜
東北森林管理局山形森林
管理署

30

2001 平成13年 9 714
林業技術コンテ
スト

第47回 森林調査簿データの集計検索プログ
ラムの作成

酒井武 関東森林管理局東京分局 30

2001 平成13年 9 714 会員の広場 第1回国際精密林業シンポジウム短信 有賀一広
東京大学大学院森林利用
学研究室助手

31

2001 平成13年 9 714 会員の広場
肥大成長の測定器の比較－デンドロメーター
とノギス

中野敞夫 石川県林業試験場嘱託 32

2001 平成13年 9 714

随筆(連載―技
術は役に立つ
のか？～開発
援助における
技術と社会)

第4回　エントリーポイント活動 佐藤寛 アジア経済研究所 37

2001 平成13年 9 714
随筆(連載―パ
ソコンよろず話)

第6回　PCケースの話 佐野真琴 森林総合研究所 38

2001 平成13年 9 714
コラム(5時から
セミナー)

浜口哲一の5時からセミナー　6 『変わる林床
の植物』

浜口哲一 平塚市博物館学芸員 40

2001 平成13年 9 714 コラム(こだま) 『技術開発』 (チェアマン) 41

2001 平成13年 9 714
トピック・トピッ
クス・とぴっくす

森林官　樋口千代子さん (編集室) 42

2001 平成13年 9 714 コラム(本の紹 『林分施業法〈改訂版〉』 田口豊 日林協北海道事務所 42

2001 平成13年 9 714
コラム(林政拾
遺抄)

『「夫神」岳呼び名の由来』 筒井迪夫 東京大学名誉教授 43
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2001 平成13年 10 715 表紙写真
秋の白川郷　第48回森林・林業写真コンクー
ル　佳作

榑松(くれまつ)貞美 愛知県一宮市在住 0

2001 平成13年 10 715 論壇 聖域なき構造改革時代の極私的森林施業論 鈴木和次郎 森林総合研究所 2

2001 平成13年 10 715
特集・今月の
テーマ(子ども
たちと森)

子供たちを森林に(2)  都市と山村の相互理
解に向けて－森林教育の意義と課題

山本信次 岩手大学農学部 7

2001 平成13年 10 715
特集・今月の
テーマ(子ども
たちと森)

子供たちを森林に(2)  「秋田森の会・風の
ハーモニー」と森の保育園

佐藤清太郎 森林経営者 13

2001 平成13年 10 715
特集・今月の
テーマ(子ども
たちと森)

子供たちを森林に(2)  緑の少年団活動につ
いて

茂田和彦 (社)国土緑化推進機構 17

2001 平成13年 10 715
特集・今月の
テーマ(子ども
たちと森)

子供たちを森林に(2)  子供たちの森林づくり
宣言！

久保誠治 (財)福岡YMCA 21

2001 平成13年 10 715
特集・今月の
テーマ(子ども
たちと森)

子供たちを森林に(2)  森の力。子供が猿に
「進化」していく

小早川喬
つげ野の森市民ネット
ワーク

24

2001 平成13年 10 715
特集・今月の
テーマ(子ども
たちと森)

子供たちを森林に(2)  「子供樹木博士」によ
る教育的森林利用－南部小学校と信州大学
の試み

朝田寛子 信州大学農学部 27

2001 平成13年 10 715
コラム(緑の
キーワード)

『生物多様性とその保全』 藤森隆郎 日本林業技術協会 31

2001 平成13年 10 715 会員の広場
森林技術総合研修所における「森林GIS研
修」の実施

今井啓二 森林技術総合研修所 32

2001 平成13年 10 715
コラム(『森林・
林業百科事典』
誕生こぼれ話)

『森林・林業百科事典』誕生こぼれ話　③ 杉井昭夫 日本林業技術協会 34

2001 平成13年 10 715

随筆(連載―技
術は役に立つ
のか？～開発
援助における
技術と社会)

第5回　「感謝される援助」の落とし穴 佐藤寛 アジア経済研究所 37

2001 平成13年 10 715
随筆(連載―パ
ソコンよろず話)

第7回　PCのCPUの話 佐野真琴 森林総合研究所 38

2001 平成13年 10 715
コラム(国際山
岳年通信)

③　『2002年主要イベント』 佐藤真帆 FAO林業局 39

2001 平成13年 10 715
コラム(5時から
セミナー)

浜口哲一の5時からセミナー　7　『混乱する
「サクラ」』

浜口哲一 平塚市博物館学芸員 40

2001 平成13年 10 715 コラム(こだま) 『本当は…知らない』 (Y.I) 41

2001 平成13年 10 715
コラム(本の紹
介)

『空から読む環境と安全－ランドスケープエコ
ロジーへの取り組み－』 ((社)日本写真測量
学会　編)

塚本良則 日本大学 42

2001 平成13年 10 715
コラム(本の紹
介)

『樹木学』(ピーター・トーマス著、熊崎実・浅
川澄彦・須藤彰司　訳 )

藤森隆郎 日本林業技術協会 42

2001 平成13年 10 715
コラム(林政拾
遺抄)

『後楽園』 筒井迪夫 東京大学名誉教授 43

2001 平成13年 11 716 表紙写真
『森の子供たち』　第48回森林・林業写真コン
クール　3席

佐藤才次郎 東京都在住 0

2001 平成13年 11 716 論壇
世界の森林資源はどうなっていくか－森林資
源の現状と将来

小林紀之 住友林業 2

2001 平成13年 11 716
国際ワーク
ショップ(陸域生
態系の吸収源

地球規模の気候変動を緩和する生物圏のは
たらき

R.A.セジョー
アメリカ・将来資源研究所
上席研究員

8

2001 平成13年 11 716
国際ワーク
ショップ(陸域生
態系の吸収源

開催のねらい 天野正博 森林総合研究所 9

2001 平成13年 11 716
国際ワーク
ショップ(陸域生
態系の吸収源

二酸化炭素削減手法の経済効率 Bo ヘクター
スウェーデン農科大学教
授

11

2001 平成13年 11 716
国際ワーク
ショップ(陸域生
態系の吸収源

木材製品の炭素勘定 J.フォード・ロバートソン
ニュージーランド森林研究
所

12

2001 平成13年 11 716
国際ワーク
ショップ(陸域生
態系の吸収源

航空レーザー測距法によるカナダ・シベリア
亜寒帯林のバイオマスと葉面積の広域測定

都築勇人 愛媛大学農学部 14

2001 平成13年 11 716
国際ワーク
ショップ(陸域生
態系の吸収源

航空レーザー測距法によるカナダ・シベリア
亜寒帯林のバイオマスと葉面積の広域測定

日下部朝子 愛媛大学農学部 14

2001 平成13年 11 716
国際ワーク
ショップ(陸域生
態系の吸収源

航空レーザー測距法によるカナダ・シベリア
亜寒帯林のバイオマスと葉面積の広域測定

末田達彦 愛媛大学農学部 14

2001 平成13年 11 716
国際ワーク
ショップ(陸域生
態系の吸収源

森林土壌の炭素蓄積と施業による変化 高橋正通 森林総合研究所 16

2001 平成13年 11 716
国際ワーク
ショップ(陸域生
態系の吸収源

林業統計を利用した炭素蓄積推定手法の改
善

松本光朗 森林総合研究所 18

2001 平成13年 11 716
国際ワーク
ショップ(陸域生
態系の吸収源

建築物中の木材炭素ストック量の評価につ
いて

外崎真理雄 森林総合研究所 20

2001 平成13年 11 716
国際ワーク
ショップ(陸域生
態系の吸収源

恒次祐子 森林総合研究所 20

2001 平成13年 11 716
国際ワーク
ショップ(陸域生
態系の吸収源

モンスーンアジアを中心とする植林地の炭素
固定評価－クリーン開発メカニズムと関連し
て

森川靖 早稲田大学人間科学部 22
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2001 平成13年 11 716
森林セミナー
(FSC森林認証)

グリーン購入法について－木質系材料 藤塚哲朗
環境省 総合環境政策局
環境経済課

24

2001 平成13年 11 716
森林セミナー
(FSC森林認証)

開会あいさつ 大内照之
(財)世界自然保護基金
ジャパン会長

25

2001 平成13年 11 716
森林セミナー
(FSC森林認証)

FSCの設立背景,システム,現状等について
マウリシオ・カストロ・シュミッ
ツ

FSC国際本部理事会委員
長

26

2001 平成13年 11 716
森林セミナー
(FSC森林認証)

イギリスの自治体による森林認証制度の取り
組み状況について

レイチェル・ショットン
WWFイギリス自治体 プロ
ジェクト担当

28

2001 平成13年 11 716
森林セミナー
(FSC森林認証)

シアトル市における持続可能な建築物と認証
材

ルシア・アセンズ
アメリカ・シアトル市公益
事業部門 持続可能な建

29

2001 平成13年 11 716
森林セミナー
(FSC森林認証)

高知県における森林認証制度の取り組み状
況

橋本大二郎 高知県知事 30

2001 平成13年 11 716
森林セミナー
(FSC森林認証)

日本のFSC－速見林業の認証とその後 速水亨
速水林業代表(社)日本林
業経営者協会　副会長 

31

2001 平成13年 11 716
森林セミナー
(FSC森林認証)

四万十源流の町ゆすはらの林業とFSC森林
認証

中越利茂
高知県檮原町森林組合代
表理事組合長

32

2001 平成13年 11 716
森林セミナー
(FSC森林認証)

閉会あいさつ 弘中義夫 日本林業技術協会理事長 35

2001 平成13年 11 716

随筆(連載―技
術は役に立つ
のか？～開発
援助における
技術と社会)

第6回　信頼と技術 佐藤寛 アジア経済研究所 37

2001 平成13年 11 716
随筆(連載―パ
ソコンよろず話)

第8回　PCのマザーボードの話 佐野真琴 森林総合研究所 38

2001 平成13年 11 716
コラム(5時から
セミナー)

浜口哲一の5時からセミナー　8『河原の景観
を変えるシナダレスズメガヤ』

浜口哲一 平塚市博物館学芸員 40

2001 平成13年 11 716
コラム(林政拾
遺抄)

『有峰森林文化村構想』 筒井迪夫 東京大学名誉教授 41

2001 平成13年 11 716 コラム
平成13年度　森林総合研究所研究成果発表
会開催

(編集室) 42

2001 平成13年 11 716
コラム(本の紹
介)

『樹冠からみた林木の生長と形質－密度管
理と林型による異同－』

田中和博 京都府立大学 42

2001 平成13年 11 716 コラム(こだま) 『木の日のメッセージとは』 (かわ) 43

2001 平成13年 11 716
コラム(緑の
キーワード)

『ホワイトウッドとレッドウッド』 岡野健
(財)日本木材総合情報セ
ンター木のなんでも相談

44

2001 平成13年 11 716
コラム(『森林・
林業百科事典』
誕生こぼれ話)

『森林・林業百科事典』誕生こぼれ話　④ 杉井昭夫 日本林業技術協会 45

2001 平成13年 12 717 表紙写真
『山合の人』　第48回森林・林業写真コンクー
ル　特選(農林水産大臣賞)

白石正美 群馬県前橋市在住 0

2001 平成13年 12 717 論壇 新基本法林政に対する二，三の提言 能勢誠夫
『北の森21運動の会』実行
委員

2

2001 平成13年 12 717
特集・今月の
テーマ(木を探

(樹液)  樹液とは 寺沢実
北海道大学大学院農学研
究科

7

2001 平成13年 12 717
特集・今月の
テーマ(木を探

(樹液)  凍裂と樹液 今川一志
森林総合研究所北海道支
所

13

2001 平成13年 12 717
特集・今月の
テーマ(木を探

(樹液)  うるし 小谷二郎
石川県林業試験場　森林
環境部

18

2001 平成13年 12 717
特集・今月の
テーマ(木を探

(樹液)  うるし 中野敞夫
石川県林業試験場　森林
環境部

18

2001 平成13年 12 717
特集・今月の
テーマ(木を探

(樹液)  木の鼓動が聞こえる？ 萩原信介
国立科学博物館附属自然
教育園

22

2001 平成13年 12 717
特集・今月の
テーマ(木を探

(樹液)  樹液に集まる昆虫たち 牧野俊一
森林総合研究所昆虫生態
研究室

26

2001 平成13年 12 717
特集・今月の
テーマ(木を探

(樹液)  シュガーブッシュで知ったこと－メー
プルシロップの作り方

鈴木和次郎 森林総合研究所 29

2001 平成13年 12 717
特集・今月の
テーマ(木を探

(樹液)  白樺の樹液の利用 柳生佳樹 (資)丸二殖産商会 32

2001 平成13年 12 717
コラム(緑の
キーワード)

『国連森林フォーラム(UNFF)』 柱本修 林野庁　海外林業協力室 35

2001 平成13年 12 717 コラム
中国河北省植林紀行－日中民間緑化協力
事業に参加して

小池秀夫
(財)林政総合調査研究所
参与

36

2001 平成13年 12 717

随筆(連載―技
術は役に立つ
のか？～開発
援助における
技術と社会)

第7回　苗木の配布 佐藤寛 アジア経済研究所 39

2001 平成13年 12 717
随筆(連載―パ
ソコンよろず話)

第9回　PCドライブ総ざらい 佐野真琴 森林総合研究所 40

2001 平成13年 12 717
コラム(国際山
岳年通信)

④　『We are all mountain people』 佐藤真帆 FAO林業局 41

2001 平成13年 12 717
コラム(5時から
セミナー)

浜口哲一の5時からセミナー　9『クマゼミを運
んだのは誰か？』

浜口哲一 平塚市博物館学芸員 42

2001 平成13年 12 717 コラム(こだま) 『雑感「森林」』
(景観十年、風景百年、風土
千年、環境万年) 43

2001 平成13年 12 717
コラム(本の紹
介)

『流域の環境保護　森・川・海の人々』　(依光
良三　編著)

村嶌由直 鳥取環境大学 44

2001 平成13年 12 717
コラム(グリーン
グリーンネット)

『ウッディランド東京「ふれあい館」がオープ
ン』

竹内正比古 関東森林管理局東京分局 44

2001 平成13年 12 717
コラム(林政拾
遺抄)

『株仕立てのクヌギ母樹』 筒井迪夫 東京大学名誉教授 45

2001 平成13年 12 717
コラム(『森林・
林業百科事典』
誕生こぼれ話)

『森林・林業百科事典』誕生こぼれ話　⑤ 杉井昭夫 日本林業技術協会 53

2002 平成14年 1 718 表紙写真
『瞬間』　第48回森林・林業写真コンクール
一席(林野庁長官賞)

原好高 兵庫県伊丹市在住 0



西暦
(数値)

年号
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(数値)

No(数
値文
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(数値)

2002 平成14年 1 718 あいさつ 年頭のごあいさつ 弘中義夫 日本林業技術協会理事長 2

2002 平成14年 1 718
今月のテーマ
(スギの材質)

スギ材質の特徴 平川泰彦 森林総合研究所 3

2002 平成14年 1 718
今月のテーマ
(スギの材質)

スギ品種間における材質の変動 中谷浩 富山県林業技術センター 10

2002 平成14年 1 718
今月のテーマ
(スギの材質)

林木育種によるスギの材質改良 藤澤義武
林木育種センター九州育
種場

14

2002 平成14年 1 718
今月のテーマ
(スギの材質)

スギ生立木の簡便な材質評価法(心材含水
率)

釜口明子
島根大学総合理工学部大
学院生

20

2002 平成14年 1 718
今月のテーマ
(スギの材質)

スギ生立木の簡便な材質評価法(心材含水
率)

中尾哲也
島根大学総合理工学部教
授

20

2002 平成14年 1 718
コラム(『森林・
林業百科事典』
誕生こぼれ話)

『森林・林業百科事典』誕生こぼれ話(6) 杉井昭夫
前日本林業技術協会林業
百科事典編纂事務局

23

2002 平成14年 1 718
今月のテーマ
(スギの材質)

スギ製材品の強度 長尾博文 森林総合研究所 24

2002 平成14年 1 718
今月のテーマ
(スギの材質)

地域材(八溝の杉)を産直で使う 石川毅
株式会社石川林産代表取
締役

28

2002 平成14年 1 718
今月のテーマ
(スギの材質)

徳島スギと民家型住宅への流れ 三浦茂則 (有)三浦林業代表取締役 31

2002 平成14年 1 718
コラム(緑の
キーワード)

『IPCC』 藤森隆郎
日本林業技術協会技術指
導役

39

2002 平成14年 1 718
トピック・トピッ
クス・とぴっくす

北ア・笠ヶ岳――播隆上人の幻の登山道と
石仏の探索

清水洋嗣
中部森林管理局名古屋分
局飛騨森林管理署

40

2002 平成14年 1 718 会員の広場
知床半島の付け根，金山団地における群状
植栽

小宮忠義
宮城県蔵王町在住　技術
士(林業)

42

2002 平成14年 1 718

随筆(連載―技
術は役に立つ
のか？～開発
援助における
技術と社会)

第8回　実験と援助 佐藤寛 アジア経済研究所 45

2002 平成14年 1 718
随筆(連載―パ
ソコンよろず話)

第10回　PCのビデオカードの話 佐野真琴 森林総合研究所 46

2002 平成14年 1 718
コラム(5時から
セミナー)

浜口哲一の5時からセミナー　10　『新参昆虫
と温暖化』

浜口哲一 平塚市博物館学芸員 48

2002 平成14年 1 718 コラム(こだま) 『最近思うこと』 (N) 49

2002 平成14年 1 718 コラム 農林水産環境展2001開催される 吉田功
日本林業技術協会普及部
編集室

50

2002 平成14年 1 718 コラム(本の紹 『幾山河‐小澤今朝芳追悼文集』 佐藤明 森林総合研究所 50

2002 平成14年 1 718
コラム(林政拾
遺抄)

『大径材生産』 筒井迪夫 東京大学名誉教授 51

2002 平成14年 2 719 表紙写真
『サンピラーがきらめく森』　第48回森林･林業
写真コンクール　二席

木村博
地方公務員･北海道名寄
市在住

0

2002 平成14年 2 719 論壇 林業へのライフサイクルアセスメント導入 服部順昭 東京農工大学 2

2002 平成14年 2 719
コラム(緑の
キーワード)

『森林の機能区分と施業』 小池秀夫
(財)林政総合調査研究所
参与

7

2002 平成14年 2 719 特別寄稿
日本学術会議答申「農業・森林の多面的な
機能」＜第Ⅲ章　森林の多面的機能＞の読

太田猛彦 東京大学 8

2002 平成14年 2 719
コラム(『森林・
林業百科事典』
誕生こぼれ話)

『森林・林業百科事典』誕生こぼれ話　⑦　<
最終回>

杉井昭夫 前日林協林業技術協会 17

2002 平成14年 2 719
特集・今月の
テーマ(樹種シ
リーズ)

『桜』  「サクラ」と人とのかかわり 勝木俊雄
森林総合研究所多摩森林
科学園

18

2002 平成14年 2 719
特集・今月の
テーマ(樹種シ
リーズ)

『桜』  サクラ属サクラ亜属の分類 川崎哲也 日本花の会 22

2002 平成14年 2 719
特集・今月の
テーマ(樹種シ
リーズ)

『桜』  サクラの病害 河辺祐嗣 森林総合研究所 26

2002 平成14年 2 719
特集・今月の
テーマ(樹種シ
リーズ)

『桜』  吉野の山桜－過去・現在・未来 中野悟 奈良県森林技術センター 30

2002 平成14年 2 719
特集・今月の
テーマ(樹種シ
リーズ)

『桜』  桜新品種の開発で国際親善・松前町
桜見本園

浅利政俊 北海道教育大学 34

2002 平成14年 2 719
特集・今月の
テーマ(樹種シ
リーズ)

『桜』  さくら(ソメイヨシノ)の開花予想 森実英夫 気象庁観測部 37

2002 平成14年 2 719

随筆(連載―技
術は役に立つ
のか？～開発
援助における
技術と社会)

第9回　なぜよそ者が出かけるのか 佐藤寛 アジア経済研究所 41

2002 平成14年 2 719
随筆(連載―パ
ソコンよろず話)

第11回　PCの被害 佐野真琴 森林総合研究所 42

2002 平成14年 2 719
コラム(国際山
岳年通信)

⑤　『紛争と飢餓～世界の山岳を救うために』 佐藤真帆 FAO林業局 43

2002 平成14年 2 719
コラム(5時から
セミナー)

浜口哲一の5時からセミナー　11　『「よそ者」
をみる視点』

浜口哲一 平塚市博物館学芸員 44

2002 平成14年 2 719 コラム(こだま) 『御岳崩れに想う』 (凸) 45

2002 平成14年 2 719
コラム(グリーン
グリーンネット)

『宮崎県木材利用技術センター』 永野学 宮崎県支部 46

2002 平成14年 2 719
コラム(本の紹
介)

Takao Fujimori：『Ecological and Silvicultural
Strategies for Sustainable Forest

熊崎実
岐阜県立森林文化アカデ
ミー

46

2002 平成14年 2 719
コラム(林政拾
遺抄)

『横川山水源の森』 筒井迪夫 東京大学名誉教授 47
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2002 平成14年 3 720 表紙写真
春の響き　第48回森林・林業写真コンクール
三席

横田廣隆 福岡県直方市在住 0

2002 平成14年 3 720 論壇 グローバル化の嵐から地域の林業を守る 熊崎実
岐阜県立森林文化アカデ
ミー学長

2

2002 平成14年 3 720
コラム(緑の
キーワード)

『特定鳥獣保護管理計画制度』 藤森隆郎
日本林業技術協会技術指
導役

7

2002 平成14年 3 720
今月のテーマ
(海外林業協力
最前線)

持続可能な森林経営についての国際的な議
論の進展

柱本修 林野庁計画課 8

2002 平成14年 3 720
今月のテーマ
(海外林業協力
最前線)

吸収源CDMの仕組みと今後の課題 井上幹博 林野庁計画課 12

2002 平成14年 3 720
今月のテーマ
(海外林業協力
最前線)

インドネシア森林火災予防計画 フェーズ2 森田一行
JICAプロジェクト チーフア
ドバイザー

14

2002 平成14年 3 720
今月のテーマ
(海外林業協力
最前線)

ネパール村落振興・森林保全計画(第2フェー
ズ)－「住民参加型」プロジェクトとは？

桂川裕樹
JICAプロジェクト チーム
リーダー

17

2002 平成14年 3 720
今月のテーマ
(海外林業協力
最前線)

ケニア半乾燥地社会林業普及モデル開発－
半乾燥地における農民林業の育成

五百木篤
JICAプロジェクト チーフア
ドバイザー

20

2002 平成14年 3 720
今月のテーマ
(海外林業協力
最前線)

日中協力林木育種科学技術センター計画の
発足

宇津木嘉夫
JICAプロジェクト チーフア
ドバイザー

23

2002 平成14年 3 720
今月のテーマ
(海外林業協力
最前線)

開発調査について 塚田直子 農林水産省総合食料局 26

2002 平成14年 3 720
今月のテーマ
(海外林業協力
最前線)

植林無償資金協力について 長﨑屋圭太 外務省経済協力局 28

2002 平成14年 3 720
林業関係予算
案の概要

平成14年度森林・林業関係予算(案)の概要 赤羽元 林野庁計画課 30

2002 平成14年 3 720 会員の広場 アフリカのバオバブ 浅川澄彦 元国立林業試験場 36

2002 平成14年 3 720

随筆(連載―技
術は役に立つ
のか？～開発
援助における
技術と社会)

第10回　貧困対策と五つの資本 佐藤寛 アジア経済研究所 39

2002 平成14年 3 720
随筆(連載―パ
ソコンよろず話)

第12回　PCのサウンドカードの話 佐野真琴 森林総合研究所 40

2002 平成14年 3 720
コラム(5時から
セミナー)

浜口哲一の5時からセミナー　12　《最終回》
『重要な地域自然誌』

浜口哲一 平塚市博物館学芸員 42

2002 平成14年 3 720
コラム(林政拾
遺抄)

『松野はざまの林政思想』 筒井迪夫 東京大学名誉教授 43

2002 平成14年 3 720 コラム(本の紹 『道づくりのすべて』大橋慶三郎著 酒井秀夫 東京大学 44

2002 平成14年 3 720
コラム(本の紹
介)

『水辺林管理の手引き－基礎指針と提言－』
渓畔林研究会編,

相場芳憲 元東京農工大学 44

2002 平成14年 3 720 コラム(こだま) 『木材の利用と林業技術者』 (ゆ) 45

2002 平成14年 4 721 表紙写真
『野焼き』　第48回森林・林業写真コンクール
三席

上野裕治 福岡県福岡市在住 0

2002 平成14年 4 721 論壇 森林の公益的機能と施業計画論 中村太士 北海道大学 2

2002 平成14年 4 721
コラム(緑の
キーワード)

『リーケッジ』 藤森隆郎
日本林業技術協会技術指
導役

7

2002 平成14年 4 721
今月のテーマ
(富士山国有林
をめぐって)

富士山国有林は今 竹本彰 静岡森林管理署 8

2002 平成14年 4 721
今月のテーマ
(富士山国有林
をめぐって)

＜富士山国有林の現場から＞(1)　富士山国
有林とボランティア

幾井美雪 表富士森林事務所 12

2002 平成14年 4 721
今月のテーマ
(富士山国有林
をめぐって)

＜富士山国有林の現場から＞(2)　林道への
車両進入禁止をめぐって

佐川亜樹子 小山森林事務所 14

2002 平成14年 4 721
今月のテーマ
(富士山国有林
をめぐって)

日本の象徴「富士山」を継承するために 熊崎実 静岡県環境部 16

2002 平成14年 4 721
今月のテーマ
(富士山国有林
をめぐって)

日本の象徴「富士山」を継承するために 菅野実 静岡県農林水産部 16

2002 平成14年 4 721
今月のテーマ
(富士山国有林
をめぐって)

富士山麓の土石流災害対策と自然の保全 花岡正明 富士砂防工事事務所 20

2002 平成14年 4 721
今月のテーマ
(富士山国有林
をめぐって)

富士山ボランティア,自然の森づくりを楽しむ 仁藤浪
富士山自然の森づくりの
会

25

2002 平成14年 4 721
今月のテーマ
(富士山国有林
をめぐって)

富士山の特異な生態系 角張嘉孝 静岡大学 28

2002 平成14年 4 721 林家健在 ①〈新連載〉　　21世紀型林業経営を目指し 諸冨一文 福岡県八女市在住 32
2002 平成14年 4 721 林家健在 (コメント) 杉浦孝蔵 東京農業大学名誉教授 33

2002 平成14年 4 721

随筆(連載―技
術は役に立つ
のか？～開発
援助における
技術と社会)

第11回  森林保全と貧困削減の関係は？ 佐藤寛 アジア経済研究所 35

2002 平成14年 4 721
随筆(連載―パ
ソコンよろず話)

第13回  PCの拡張カード総ざらえ 佐野真琴 森林総合研究所 36
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2002 平成14年 4 721
コラム(5時から
セミナー)

白石則彦の5時からセミナー　1＜新連載＞
『初めての森林認証審査』

白石則彦
東京大学大学院農学生命
科学研究科

38

2002 平成14年 4 721 コラム(こだま) 『インターネットの森を訪ねて』 (Mosaic) 39
2002 平成14年 4 721 コラム(本の紹 『植生環境学―植物の生育環境の謎を解く 相場芳憲 元東京農工大学 40
2002 平成14年 4 721 コラム(本の紹 『森林ビジネス革命』 藤原敬 森林総合研究所 40

2002 平成14年 4 721
コラム(林政拾
遺抄)

『深大寺の湧水』 筒井迪夫 東京大学名誉教授 41

2002 平成14年 5 722 表紙写真
『芽吹く頃』　第49回森林・林業写真コンクー
ル　特選(農林水産大臣賞)

平山弘 和歌山県田辺市在住 0

2002 平成14年 5 722 論壇
21世紀型森林文化政策の方向―森林･林業
基本法に寄せて

筒井迪夫 東京大学名誉教授 2

2002 平成14年 5 722 コラム (ひと言)木の文化と「改良木材」 熊崎実
岐阜県立森林文化アカデ
ミー学長

7

2002 平成14年 5 722
日本林学会大
会

第113回(新潟大学) (セッション1)一新・天然
林施業に貢献する生態学

正木隆 森林総合研究所東北支所 8

2002 平成14年 5 722
日本林学会大
会

第113回(新潟大学) (セッション2)森林科学に
おけるGIS利用

田中和博 京都府立大学 8

2002 平成14年 5 722
日本林学会大
会

第113回(新潟大学) (セッション3)技術的観点
からみた人工林の施業区分

岩岡正博 東京農工大学 9

2002 平成14年 5 722
日本林学会大
会

第113回(新潟大学) (セッション3)技術的観点
からみた人工林の施業区分

山田容三
名古屋大学

9

2002 平成14年 5 722
日本林学会大
会

第113回(新潟大学) (セッション3)技術的観点
からみた人工林の施業区分

寺岡行雄 鹿児島大学 9

2002 平成14年 5 722
日本林学会大
会

第113回(新潟大学) (セッション3)技術的観点
からみた人工林の施業区分

長谷川尚史 京都大学 9

2002 平成14年 5 722
日本林学会大
会

第113回(新潟大学) (セッション4)野生動物と
樹木の種間関係をときほぐす

石田健 東京大学 10

2002 平成14年 5 722
日本林学会大
会

第113回(新潟大学) (セッション5)広葉樹林施
業－施業試験と生態学的研究からのアプ

長谷川幹夫
富山県林業技術センター・
林業試験場

10

2002 平成14年 5 722
日本林学会大
会

第113回(新潟大学) (セッション7)ナラ類の集
団枯損

伊藤進一郎 三重大学 11

2002 平成14年 5 722
日本林学会大
会

第113回(新潟大学) (セッション7)ナラ類の集
団枯損

鎌田直人 金沢大学 11

2002 平成14年 5 722
日本林学会大
会

第113回(新潟大学) (セッション6)日中協力に
よる中国の森林再生・自然環境改善をめぐっ

箕輪光博 東京大学 11

2002 平成14年 5 722
日本林学会大
会

第113回(新潟大学) (セッション8)樹木の環境
応答とストレスフィジオロジー

田原恒 東京大学 12

2002 平成14年 5 722
日本林学会大
会

第113回(新潟大学) (セッション9)どこまで進
んだ森林リモートセンシング

加藤正人 信州大学 13

2002 平成14年 5 722
日本林学会大
会

第113回(新潟大学) (セッション10)林業から
の花粉症対策

平英彰 新潟大学 13

2002 平成14年 5 722
日本林学会大
会

第113回(新潟大学) (セッション11)森林生態
系における小さな生物の役割とその分化

原直樹 京都大学 14

2002 平成14年 5 722
日本林学会大
会

第113回(新潟大学) (セッション12)熱帯林の
再生－アジア経済危機以降の熱帯林問題

丹下健 東京大学 14

2002 平成14年 5 722
日本林学会大
会

第113回(新潟大学) (セッション13)森林のエ
ネルギー利用

(編集室) 15

2002 平成14年 5 722
日本林学会大
会

第113回(新潟大学) (セッション14)分子生態
学が拓く森林科学の新たな地平

宝月岱造 東京大学 15

2002 平成14年 5 722
日本林学会大
会

第113回(新潟大学) 《部門別》育種 鶴見和恒
王子製紙(株)森林資源研
究所

16

2002 平成14年 5 722 日本林学会大 第113回(新潟大学) 《部門別》経営 比屋根哲 岩手大学 16
2002 平成14年 5 722 日本林学会大 第113回(新潟大学) 《部門別》樹病 窪野高徳 森林総合研究所東北支所 18
2002 平成14年 5 722 日本林学会大 第113回(新潟大学) 《部門別》樹病 市原優 森林総合研究所東北支所 18
2002 平成14年 5 722 日本林学会大 第113回(新潟大学) 《部門別》生態 佐藤保 森林総合研究所九州支所 19
2002 平成14年 5 722 日本林学会大 第113回(新潟大学) 《部門別》生態 齋藤哲 森林総合研究所九州支所 19
2002 平成14年 5 722 日本林学会大 第113回(新潟大学) 《部門別》生理 本間環 鳥取大学 21
2002 平成14年 5 722 日本林学会大 第113回(新潟大学) 《部門別》造林 斎藤秀之 北海道大学 22
2002 平成14年 5 722 日本林学会大 第113回(新潟大学) 《部門別》造林 楢本正明 静岡大学 22
2002 平成14年 5 722 日本林学会大 第113回(新潟大学) 《部門別》動物 高柳敦 京都大学 23
2002 平成14年 5 722 日本林学会大 第113回(新潟大学) 《部門別》風致 奥敬一 森林総合研究所関西支所 24
2002 平成14年 5 722 日本林学会大 第113回(新潟大学) 《部門別》防災 菊池俊一 北海道大学 24
2002 平成14年 5 722 日本林学会大 第113回(新潟大学) 《部門別》立地 笹賀一郎 北海道大学 25
2002 平成14年 5 722 日本林学会大 第113回(新潟大学) 《部門別》利用 鈴木秀典 森林総合研究所 27
2002 平成14年 5 722 日本林学会大 第113回(新潟大学) 《部門別》林政 嶋瀬拓也 森林総合研究所 28
2002 平成14年 5 722 林家健在 (2)林家は健在か？ 佐藤彦一 秋田県皆瀬村在住 30
2002 平成14年 5 722 林家健在 (コメント) 杉浦孝蔵 東京農業大学名誉教授 31

2002 平成14年 5 722 会員の広場 「製材車」にこの思いを託して 飯村武
チーフ森林インストラク
ター(神奈川県)

32

2002 平成14年 5 722

随筆(連載―技
術は役に立つ
のか？～開発
援助における
技術と社会)

第12回　持続性の罠 佐藤寛 アジア経済研究所 35

2002 平成14年 5 722
随筆(連載―パ
ソコンよろず話)

第14回  PCを組み立てよう！ 佐野真琴 森林総合研究所 36

2002 平成14年 5 722
コラム(国際山
岳年通信)

⑥  『山岳は地球の給水塔』 佐藤真帆 FAO林業局 37

2002 平成14年 5 722
コラム(5時から
セミナー)

白石則彦の5時からセミナー　2　「システム整
備とパフォーマンス」

白石則彦
東京大学大学院農学生命
科学研究科

38

2002 平成14年 5 722 コラム(こだま) 「勉強机を探す」 (Forest Diver) 39
2002 平成14年 5 722 コラム 子どもといっしょに日林大会 吉田功 普及部編集室 40

2002 平成14年 5 722
コラム(本の紹
介)

「山林苗木の育苗技術文献集」(全国山林種
苗協同組合連合会編)

藤森隆郎 日林協技術指導役 40

2002 平成14年 5 722
コラム(林政拾
遺抄)

「不動山国有林」 筒井迪夫 東京大学名誉教授 41
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2002 平成14年 5 722
コラム(緑の
キーワード)

「集成材,構造用集成材」 岡野健
(財)日本木材総合情報セ
ンター木のなんでも相談

42

2002 平成14年 6 723 表紙写真
ここは私の縄張り　第49回森林・林業写真コ
ンクール　二席

柳沢盛一 長野県小県郡真田町在住 0

2002 平成14年 6 723 論壇 よみがえれ　日本の森林・林業 上飯坂實 東京大学名誉教授 2

2002 平成14年 6 723
特集・今月の
テーマ(間伐)

(間伐材の活用)  間伐材の利用促進に向け
て－間伐材マークの制定と使用について

金口健司 林野庁造林間伐対策室 6

2002 平成14年 6 723
特集・今月の
テーマ(間伐)

(間伐材の活用)  間伐材使用事例の技術検
討会から

酒井孔三 中部森林管理局 10

2002 平成14年 6 723
特集・今月の
テーマ(間伐)

(間伐材の活用)  地域材の活用に向けて－
もっと・WOOD・県産材を

木村経三 岩手県林業振興課 14

2002 平成14年 6 723
特集・今月の
テーマ(間伐)

(間伐材の活用)  島根県での森林土木用資
材としての間伐材利用推進状況について

若槻明 島根県森林整備課 18

2002 平成14年 6 723
特集・今月の
テーマ(間伐)

(間伐材の活用)  間伐材魚礁への取り組み 木村誠 山口県阿武町林業振興会 22

2002 平成14年 6 723
特集・今月の
テーマ(間伐)

(間伐材の活用)  切り捨て間伐材の利用－
“ふじグリーンネットワーク”の活動

小山由希子 佐賀県林政課 26

2002 平成14年 6 723 会員の広場 吹上浜における海岸防災林工事の歴史 井内祥人
鹿児島県林務水産課・技
術士

30

2002 平成14年 6 723

随筆(連載―技
術は役に立つ
のか？～開発
援助における
技術と社会)

第13回　団結の力 佐藤寛 アジア経済研究所 33

2002 平成14年 6 723
随筆(連載―パ
ソコンよろず話)

第15回  PCのOSの話 佐野真琴 森林総合研究所 34

2002 平成14年 6 723
コラム(国際山
岳年通信)

⑦  『雲の中の森林』 佐藤真帆 FAO林業局 35

2002 平成14年 6 723
コラム(5時から
セミナー)

白石則彦の5時からセミナー　3　「森林認証
のメリットは？」

白石則彦
東京大学大学院農学生命
科学研究科

36

2002 平成14年 6 723 コラム(こだま) 「市民農園」 (草刈) 37

2002 平成14年 6 723
コラム(本の紹
介)

「遊ぶ！レジャー林業　－都市から見える森
林がある－」(羽鳥孝明　著)

赤堀楠雄 林材ジャーナリスト 38

2002 平成14年 6 723
コラム(本の紹
介)

「森林(もり)をまもる　－森林防疫研究50年の
成果と今後の展望－」(全国森林病虫獣害防
除協会　編)

北原英治 森林総合研究所 38

2002 平成14年 6 723
コラム(林政拾
遺抄)

「野火止の森」 筒井迪夫 東京大学名誉教授 39

2002 平成14年 6 723 コラム 第3回世界水フォーラムへ向けて 塚元重光
第３回世界水フォーラム事
務局

40

2002 平成14年 6 723
コラム(緑の
キーワード)

「長期耐用住宅」 大熊幹章
宮崎県木材利用技術セン
ター

41

2002 平成14年 7 724 表紙写真
育苗の手入れ　第49回森林・林業写真コン
クール(一般題材の部)三席

青山美則 北海道上川郡美瑛町在住 0

2002 平成14年 7 724 論壇 ニホンジカ個体数増加の背景と原因 古田公人
東京大学農学生命科学研
究科教授

2

2002 平成14年 7 724
コラム(緑の
キーワード)

『 ナノテクノロジー』 今村祐嗣
京都大学木質科学研究所
教授

7

2002 平成14年 7 724
今月のテーマ
(木造校舎に注

地域力を引きだす木の学校づくり 安藤邦廣 筑波大学 芸術学系教授 8

2002 平成14年 7 724
今月のテーマ
(木造校舎に注

学校施設への木材使用促進について 富田大志 文部科学省 12

2002 平成14年 7 724
今月のテーマ
(木造校舎に注

学校を対象にした木材利用促進について 川戸英騎 林野庁木材課 16

2002 平成14年 7 724
今月のテーマ
(木造校舎に注

小学生が調べた全国の木造校舎 田中精夫
鳥取大学教育地域科学部
附属小学校

20

2002 平成14年 7 724 林業技術賞
第48回 在来軸組構法住宅における木製筋
かいプレートの開発と木質系接合手法の普

富田守泰
岐阜県立森林文化アカデ
ミー

26

2002 平成14年 7 724 林業技術賞
第48回 ニホンジカの生態と被害回避法の開
発と普及

池田浩一
福岡県森林林業技術セン
ター

30

2002 平成14年 7 724
学生林業技術
研究論文コンテ
スト

第13回林野庁長官賞 飯田松川流域におけ
る崩壊地からの侵食土砂量の測定とUSLEに
よるその予測

小林由佳
信州大学農学部森林科学
科

33

2002 平成14年 7 724
学生林業技術
研究論文コンテ
スト

第13回林野庁長官賞 マツノザイセンチュウ
病の枯死率に影響を与える供試木の処理
(被圧・根切り・剪定)

大野真美
東京農工大学農学部地域
生態システム学科

34

2002 平成14年 7 724
学生林業技術
研究論文コンテ
スト

第13回日本林学会会長賞 クロバナカズラ
Periploca sepium Bungeの培養と形質転換個
体の創出

宮柱明日香
九州大学農学部地球森林
科学科

35

2002 平成14年 7 724
学生林業技術
研究論文コンテ
スト

第13回日本林業技術協会理事長賞 森林認
証制度が森林の持つ経済的，社会的利益の
増進に貢献するための方法

丸山和幸
日本大学生物資源科学部
森林資源科学科

36

2002 平成14年 7 724
学生林業技術
研究論文コンテ
スト

第13回日本林業技術協会理事長賞 レー
ザー雨滴計を用いたヒノキ人工林における雨
滴衝撃エネルギーの検討

南光一樹
東京大学農学部森林生物
科学専修

36

2002 平成14年 7 724
学生林業技術
研究論文コンテ

第13回日本林業技術協会理事長賞 マテバ
シイの稚樹の定着に対する森林性野ネズミ

村尾俊一
鹿児島大学農学部生物環
境学科

37

2002 平成14年 7 724 林家健在 (3)日本の人工林の危機打開策は 服部源一郎 静岡県富士市在住 38
2002 平成14年 7 724 林家健在 (コメント) 杉浦孝蔵 東京農業大学名誉教授 39

2002 平成14年 7 724
随筆(連載―パ
ソコンよろず話)

第16回  OSの使い方(1) 佐野真琴
森林総合研究所海外研究
協力室長

40

2002 平成14年 7 724 会員の広場 ニュージーランドの巨樹カウリを訪ねて 小笠原隆三 鳥取大学名誉教授 42
2002 平成14年 7 724 会員の広場 森林･林業の再生に向けて 及川秀夫 宮城県多賀城市在住 44
2002 平成14年 7 724 コラム(本の紹 『木の家づくり』　(財)林業科学技術振興所編 金谷紀行 林業科学技術振興所 48

2002 平成14年 7 724
コラム(5時から
セミナー)

白石則彦の5時からセミナー　4　『お茶の郷
で模擬認証の試み』

白石則彦
東京大学大学院農学生命
科学研究科

48

2002 平成14年 7 724 コラム(こだま) 『ノースロップ博士と学校林』 (S) 49
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2002 平成14年 7 724 コラム アゾレス諸島のスギ 福井昭一郎 普及部編集室 50

2002 平成14年 7 724
コラム(林政拾
遺抄)

『行徳の塩』 筒井迪夫 東京大学名誉教授 51

2002 平成14年 8 725 表紙写真 緑のシャワーを浴びながら 村山廣美 北海道旭川市在住 0
2002 平成14年 8 725 論壇 ユーカリ造林で私が目指す林業 中川邦彦 山陽チップ工業(株)相談 2

2002 平成14年 8 725
コラム(緑の
キーワード)

『新たな森林文化・木の文化の創造のため
に』

小池秀夫
(財)林政総合調査研究所
参与

7

2002 平成14年 8 725
今月のテーマ
(大型プロジェク
ト研究開発)

「大型プロジェクト研究開発推進事業」につい
て

堀靖人 林野庁研究普及課 8

2002 平成14年 8 725
今月のテーマ
(大型プロジェク
ト研究開発)

地域材を利用した高信頼性構造用材の開発 神谷文夫
森林総合研究所構造利用
研究領域長

10

2002 平成14年 8 725
今月のテーマ
(大型プロジェク
ト研究開発)

長期育成循環施業に対応する森林管理技術
の開発

石塚森吉
森林総合研究所植物生態
研究領域長

13

2002 平成14年 8 725
今月のテーマ
(大型プロジェク
ト研究開発)

機械化作業システムに適合した森林施業法
の開発

岡勝
森林総合研究所森林作業
研究領域チーム長

16

2002 平成14年 8 725 コラム
第3回世界水フォーラムに向けた森林・林業
関係の取り組み

馬場敏郎 林野庁水源地治山対策室 19

2002 平成14年 8 725
林業技術コンテ
スト

第48回林野庁長官賞 「学校林」の活用に向
けて

大串叔弘
関東森林管理局東京分局
山梨森林管理事務所

20

2002 平成14年 8 725
林業技術コンテ
スト

第48回林野庁長官賞 「学校林」の活用に向
けて

田中美津江 (財)オイスカ山梨県支部 20

2002 平成14年 8 725
林業技術コンテ
スト

第48回林野庁長官賞 背負式電動刈払機の
試作について

井上重徳 (株)森和 22

2002 平成14年 8 725
林業技術コンテ
スト

第48回林野庁長官賞 背負式電動刈払機の
試作について

平川一利
元九州森林管理局熊本南
部森林管理署

22

2002 平成14年 8 725
林業技術コンテ
スト

第48回日本林業技術協会理事長賞 台風被
害地の天然更新について

竹部修二
北海道森林管理局帯広分
局　十勝西部森林管理署

24

2002 平成14年 8 725
林業技術コンテ
スト

第48回日本林業技術協会理事長賞 台風被
害地の天然更新について

木皿昌広
北海道森林管理局帯広分
局　十勝西部森林管理署

24

2002 平成14年 8 725
林業技術コンテ
スト

第48回 広葉樹施業指標林の択伐施業によ
る後継樹の育成について

石田勉
北海道森林管理局旭川分
局　上川北部森林管理署

26

2002 平成14年 8 725
林業技術コンテ
スト

第48回 高齢人工林の複層林化試験 足立康成
北海道森林管理局森林技
術第一センター

26

2002 平成14年 8 725
林業技術コンテ
スト

第48回 ウダイカンバ林木遺伝資源保存林の
現況と今後の取り扱いについて(第一報)

佐々木和弘
北海道森林管理局　渡島
森林管理署

27

2002 平成14年 8 725
林業技術コンテ
スト

第48回 ウダイカンバ林木遺伝資源保存林の
現況と今後の取り扱いについて(第一報)

寺田広邦
北海道森林管理局　渡島
森林管理署

27

2002 平成14年 8 725
林業技術コンテ
スト

第48回 トドマツ人工林における長伐期施業
の確立に向けて

石原直樹
北海道森林管理局北見分
局　網走西部森林管理署

27

2002 平成14年 8 725
学術研究奨励
(成果報告(概
要))

第4回  ニホンジカ地域個体群およびブナ地
域個体群の遺伝的構造解析－関東地方南
部のニホンジカ地域個体群における遺伝的

湯浅卓
現・東京農工大学大学院
連合農学

28

2002 平成14年 8 725
学術研究奨励
(成果報告(概
要))

第4回  ニホンジカ地域個体群およびブナ地
域個体群の遺伝的構造解析－神奈川県西
丹沢地域におけるブナ地域集団の遺伝構造

竹中宏平
現・北海道大学大学院地
球環境科学

29

2002 平成14年 8 725
学術研究奨励
(成果報告(概

第4回  沖縄島北部亜熱帯照葉樹林の更新
過程とその制限要因

榎木勉
琉球大学農学部附属演習
林

30

2002 平成14年 8 725 林家健在 (4)次の世代に伝えたいこと 村山裕 村金拓殖(株)代表取締役 34
2002 平成14年 8 725 林家健在 (コメント) 杉浦孝蔵 東京農業大学名誉教授 35

2002 平成14年 8 725 会員の広場
スギチップの新用途！スキー場への敷設に
よる融雪抑制効果の検討

後藤崇志 島根県林業技術センター 36

2002 平成14年 8 725

随筆(連載―技
術は役に立つ
のか？～開発
援助における
技術と社会)

第14回　生活技術 佐藤寛 アジア経済研究所 39

2002 平成14年 8 725
随筆(連載―パ
ソコンよろず話)

第17回　OSの使い方(2) 佐野真琴 森林総合研究所 40

2002 平成14年 8 725
コラム(国際山
岳年通信)

⑧  『夏休みはどこへお出かけですか？』 佐藤真帆 FAO林業局 41

2002 平成14年 8 725
コラム(5時から
セミナー)

白石則彦の5時からセミナー　5　『認証審査
を受ける準備』

白石則彦
東京大学大学院農学生命
科学研究科

42

2002 平成14年 8 725 コラム(こだま) 『地球に優しい生活』 (木通) 43
2002 平成14年 8 725 コラム(本の紹 『森と木の質問箱3訂版』 佐藤明 林野庁研究普及課 44

2002 平成14年 8 725
コラム(グリーン
グリーンネット)

『子どもたちの森「遊々の森」がスタンバイ』 早川雄司
林野庁国有林野総合利用
推進室

44

2002 平成14年 8 725
コラム(林政拾
遺抄)

『小金沢「森林文化の森」』 筒井迪夫 東京大学名誉教授 45

2002 平成14年 9 726 表紙写真
秋の天狗原　第49回森林・林業写真コンクー
ル　特別テーマの部・佳作

山崎泰
栃木県下都賀郡岩舟町在
住

0

2002 平成14年 9 726 論壇
環境教育と森林・林業の課題－森林・林業を
どう伝えるか

蒲沼満
(社)全国森林レクリエー
ション協会

2

2002 平成14年 9 726
コラム(緑の
キーワード)

『高気密・高断熱住宅』 岡野健
(財)日本木材総合情報セ
ンター木のなんでも相談

7

2002 平成14年 9 726
視点・焦点

森林の洪水防止機能と森林施業－長野県林
務部　森林と水プロジェクト

片倉正行 長野県林業総合センター 8

2002 平成14年 9 726
林業技術コンテ
スト

第48回林野庁長官賞 足もとからはじめる間
伐推進

戸田篤
高知県森林局伊野林業事
務所

14

2002 平成14年 9 726
林業技術コンテ
スト

第48回林野庁長官賞 足もとからはじめる間
伐推進

公文礼子
高知県森林局伊野林業事
務所

14

2002 平成14年 9 726
林業技術コンテ
スト

第48回日本林業技術協会理事長賞 新路体
林道工法の改良施工について

佐藤誠
東北森林管理局森林整備
課

16
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2002 平成14年 9 726
林業技術コンテ
スト

第48回日本林業技術協会理事長賞 新路体
林道工法の改良施工について

大関千賀男
東北森林管理局森林整備
課

16

2002 平成14年 9 726
林業技術コンテ
スト

第48回日本林業技術協会理事長賞 新路体
林道工法の改良施工について

飯塚敬二
東北森林管理局米代西部
森林管理署

16

2002 平成14年 9 726
林業技術コンテ
スト

第48回日本林業技術協会理事長賞 複層林
施業技術の開発について

水野幹男
関東森林管理局森林技術
センター

18

2002 平成14年 9 726
林業技術コンテ
スト

第48回日本林業技術協会理事長賞 複層林
施業技術の開発について

平松昭一
関東森林管理局森林技術
センター

18

2002 平成14年 9 726
林業技術コンテ
スト

第48回日本林業技術協会理事長賞 農閑期
を利用した集落フォレスターへの挑戦

伊藤登
高知県森林局中央林業事
務所嶺北林業振興事務所

19

2002 平成14年 9 726
林業技術コンテ
スト

第48回日本林業技術協会理事長賞 農閑期
を利用した集落フォレスターへの挑戦

戸田誘二
高知県高岡郡東津野村芳
生野をよくする会

19

2002 平成14年 9 726
林業技術コンテ
スト

第48回日本林業技術協会理事長賞 カラマツ
の間伐推進と需要拡大Part2

前田英孝
中部森林管理局名古屋分
局岐阜森林管理署

21

2002 平成14年 9 726
林業技術コンテ
スト

第48回 森林ボランティア等における安全に
ついて

山本基
四国森林管理局香川森林
管理事務所

22

2002 平成14年 9 726
林業技術コンテ
スト

第48回 森林ボランティア等における安全に
ついて

森長秀一
四国森林管理局香川森林
管理事務所

22

2002 平成14年 9 726
林業技術コンテ
スト

第48回 赤沢ヒノキ美林における天然更新に
ついて

井口智
中部森林管理局森林技術
第一センター

23

2002 平成14年 9 726
林業技術コンテ
スト

第48回 赤沢ヒノキ美林における天然更新に
ついて

三村晴彦
中部森林管理局森林技術
第一センター

23

2002 平成14年 9 726
林業技術コンテ
スト

第48回 森林ボランティア活動の受け入れ地
選定に当たっての考察

鈴木知之
近畿中国森林管理局森林
管理署加古川森林事務所

23

2002 平成14年 9 726 特別寄稿 東大旧樺太演習林の森林土壌 塘隆男 元林業試験場土壌部長 24

2002 平成14年 9 726 会員の広場
わが国の野ねずみ被害防除システムは一般
野生動物保護管理のモデルである

中津篤 森林総合研究所関西支所 31

2002 平成14年 9 726 コラム 第3回世界水フォーラムの取り組み(滋賀県) 櫻井悟 滋賀県琵琶湖環境部 32

2002 平成14年 9 726
訃報・追悼・遺
稿等

手束平三郎大兄のご逝去を悼む 高橋勲 農林漁業信用基金 33

2002 平成14年 9 726

随筆(連載―技
術は役に立つ
のか？～開発
援助における
技術と社会)

第15回　援助依存症 佐藤寛 アジア経済研究所 37

2002 平成14年 9 726
随筆(連載―パ
ソコンよろず話)

第18回　汎用ソフトはとても便利 佐野真琴 森林総合研究所 38

2002 平成14年 9 726
コラム(5時から
セミナー)

白石則彦の5時からセミナー　5　　『認証審査
を受ける準備』

白石則彦
東京大学大学院農学生命
科学研究科

40

2002 平成14年 9 726
コラム(林政拾
遺抄)

『貴船プレ・水フォーラム』 筒井迪夫 東京大学名誉教授 41

2002 平成14年 9 726 コラム 地図教育の一端を林業マンがサポート？ 吉田功 日本林業技術協会 42

2002 平成14年 9 726
コラム(本の紹
介)

『百名山の自然学(東日本編・西日本編』(清
水長正編)

望月潔 日本林業技術協会 42

2002 平成14年 9 726 コラム(こだま) 『消費者として』 (あ) 43

2002 平成14年 10 727 表紙写真
『乾燥場の昼下がり』第49回森林・林業写真
コンクール一般題材の部・特選

川上清 広島市在住 0

2002 平成14年 10 727 論壇
自然の力で島に緑を－三宅島における荒廃
地の緑化対策について

佐古田睦美 林野庁治山課監査官 2

2002 平成14年 10 727
今月のテーマ
(森林機能の検

(CO2の吸収・固定)  森林とCO2(総論的序) 藤森隆郎 日本林業技術協会 8

2002 平成14年 10 727
今月のテーマ
(森林機能の検

(CO2の吸収・固定)  森林のCO2収支 松本陽介 森林総合研究所 12

2002 平成14年 10 727
今月のテーマ
(森林機能の検

(CO2の吸収・固定)  森林のCO2吸収量の測
定－ フラックス観測ネットワーク－

大谷義一 森林総合研究所 16

2002 平成14年 10 727
今月のテーマ
(森林機能の検

(CO2の吸収・固定)  木質バイオマスエネル
ギーの活用

谷秀治 林野庁林政部木材課 20

2002 平成14年 10 727 案内
第8回森林と市民を結ぶ全国の集い(ぐんま
2002)から

吉田功 普及部編集室 23

2002 平成14年 10 727
今月のテーマ
(森林機能の検

(CO2の吸収・固定)  炭素循環の観点から見
た古紙再生利用

松本哲生 日本製紙株式会社 24

2002 平成14年 10 727
視点・焦点

スギ花粉症を巡る最近の状況 横山敏孝
林業科学技術振興所多摩
事務所

28

2002 平成14年 10 727 林家健在 (5)林業経営、山あり谷あり 室木正武 32
2002 平成14年 10 727 林家健在 (コメント) 杉浦孝蔵 東京農業大学名誉教授 33
2002 平成14年 10 727 会員の広場 地球環境と地域材振興 青柳朋夫 千葉県習志野市在住 34

2002 平成14年 10 727

随筆(連載―技
術は役に立つ
のか？～開発
援助における
技術と社会)

第16回　誘導された参加 佐藤寛 アジア経済研究所 39

2002 平成14年 10 727
随筆(連載―パ
ソコンよろず話)

第19回　フリーなソフトの紹介 佐野真琴 森林総合研究所 40

2002 平成14年 10 727
コラム(国際山
岳年通信)

⑨  『 山岳地域の女性』 佐藤真帆 FAO林業局 41

2002 平成14年 10 727
コラム(5時から
セミナー)

白石則彦の5時からセミナー　7　『認証製品
のニーズ』

白石則彦
東京大学大学院農学生命
科学研究科

42

2002 平成14年 10 727
コラム(林政拾
遺抄)

『奥利根の森の声を聞いて欲しい－森林文
化教育フォーラム』

筒井迪夫 東京大学名誉教授 43

2002 平成14年 10 727 コラム(本の紹 『森とダム－人間を潤す－』(島嘉壽雄　著) 秋山智英 日本林業協会 44
2002 平成14年 10 727 コラム(こだま) 『雑感』 (upas) 45

2002 平成14年 11 728 表紙写真
初冬　第49回森林・林業写真コンクール　特
別テーマ(高山帯)の部・2席

出野一雄 埼玉県吉見町在住 0

2002 平成14年 11 728 論壇 紙パルプ産業の資源、環境対応について 佐藤健 三菱製紙株式会社 2

2002 平成14年 11 728
コラム(緑の
キーワード)

『木の文化』 大熊幹章
宮崎県木材利用技術セン
ター

7
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2002 平成14年 11 728
特集・今月の
テーマ(子ども
たちと森)

子どもたちを森に(3)  教員養成において「森
林」への関心・理解を高める取り組み

山下宏文 京都教育大学 8

2002 平成14年 11 728
特集・今月の
テーマ(子ども
たちと森)

子どもたちを森に(3)  環境教育プロジェクト－
林業技術者による環境教育プログラムの実
践

大石康彦 森林総合研究所東北支所 12

2002 平成14年 11 728
特集・今月の
テーマ(子ども
たちと森)

子どもたちを森に(3)  清太郎さんの森 橋本啓子 医師 16

2002 平成14年 11 728
特集・今月の
テーマ(子ども
たちと森)

子どもたちを森に(3)  親子で楽しみながら森
林の役割を学ぼう－立田山森林教室

原山洋士 熊本県林業研究指導所 18

2002 平成14年 11 728
特集・今月の
テーマ(子ども
たちと森)

子どもたちを森に(3)  「総合的な学習の時
間」の導入と国有林における森林環境教育
への取り組み

富永茂 林野庁国有林部 22

2002 平成14年 11 728 全国育樹祭 第26回全国育樹祭(於、佐賀県)開催される 吉田功 編集室 25
2002 平成14年 11 728 海外情報 東ティモールの森林・林業 鈴木康之 日本林業技術協会 26
2002 平成14年 11 728 林家健在 (6)林業地の現場から 岡信一 愛媛県久万町在住 32
2002 平成14年 11 728 林家健在 (コメント) 杉浦孝蔵 東京農業大学名誉教授 33

2002 平成14年 11 728
トピック・トピッ
クス・とぴっくす

ポルトガル・アゾレス諸島のスギ品種改良－
研究者の再来日に寄せて－

田島政啓 林木育種センター 34

2002 平成14年 11 728

随筆(連載―技
術は役に立つ
のか？～開発
援助における
技術と社会)

第17回　技術プラスアルファ 佐藤寛 アジア経済研究所 39

2002 平成14年 11 728
随筆(連載―パ
ソコンよろず話)

第20回　Macの話 佐野真琴 森林総合研究所 40

2002 平成14年 11 728 コラム(本の紹 『流域環境の保全』(木平勇吉　著) 内藤健司 宇都宮大学 42

2002 平成14年 11 728
コラム(5時から
セミナー)

白石則彦の5時からセミナー　8　『日本のエコ
商品市場の特徴』

白石則彦
東京大学大学院農学生命
科学研究科

42

2002 平成14年 11 728 コラム(こだま) 『間伐材を難民支援に』 (かわ) 43

2002 平成14年 11 728
コラム(林政拾
遺抄)

『奥利根の森の声を聞いて欲しい(承前)－宝
川試験地と地元の人々』

筒井迪夫 東京大学名誉教授 45

2002 平成14年 12 729 表紙写真
木材を利用した治山工事　第49回森林・林業
写真コンクール　一般題材の部・佳作

金子三千栄 山形県三川町在住 0

2002 平成14年 12 729 論壇
地球環境問題と森林の20年－森林管理国際
化とエコマテリアルとしての木材問題－

藤原敬 森林総合研究所 2

2002 平成14年 12 729
コラム(緑の
キーワード)

「バッファー」 田中和博 京都府立大学 7

2002 平成14年 12 729
特集・今月の
テーマ(樹種シ
リーズ)

ホオノキ  ホオノキ 河原孝行
森林総合研究所北海道支
所

8

2002 平成14年 12 729
特集・今月の
テーマ(樹種シ
リーズ)

ホオノキ  太宰府天満宮の「鶯かえ」 福井昭一郎 日本林業技術協会 13

2002 平成14年 12 729
特集・今月の
テーマ(樹種シ
リーズ)

ホオノキ  ホオノキの受粉特性と近親交配 石田清 森林総合研究所関西支所 14

2002 平成14年 12 729
特集・今月の
テーマ(樹種シ
リーズ)

ホオノキ  漢方薬として利用される『ホオノキ』 坂井至通 岐阜県森林科学研究所 20

2002 平成14年 12 729
特集・今月の
テーマ(樹種シ
リーズ)

ホオノキ  『ホオノキ』造林地のその後 今井辰雄 福島県林業研究センター 26

2002 平成14年 12 729
特集・今月の
テーマ(樹種シ
リーズ)

ホオノキ  朴葉の利用いろいろ 杉浦孝蔵 東京農業大学名誉教授 28

2002 平成14年 12 729 会員の広場 森林・林業に関する三つの提言 山内健雄 技術士 31

2002 平成14年 12 729

随筆(連載―技
術は役に立つ
のか？～開発
援助における
技術と社会)

第18回　《最終回》 大岡越前効果 佐藤寛 アジア経済研究所 37

2002 平成14年 12 729
随筆(連載―パ
ソコンよろず話)

第21回　《最終回》 今回で終わりです 佐野真琴 森林総合研究所 38

2002 平成14年 12 729
コラム(国際山
岳年通信)

⑩ 《最終回》 『持続可能な山岳開発に向け
て』

佐藤真帆 FAO林業局 39

2002 平成14年 12 729
コラム(本の紹
介)

「長伐期林の実際－その効果と取り扱い技
術－」(桜井尚武　編著)

藤森隆郎 日本林業技術協会 40

2002 平成14年 12 729
コラム(5時から
セミナー)

白石則彦の5時からセミナー　9　「だれが需
要を喚起するか？」

白石則彦
東京大学大学院農学生命
科学研究科

40

2002 平成14年 12 729 コラム(こだま) 「来年は、良い年でありますように」 (キャプテン) 41

2002 平成14年 12 729 コラム
森林環境教育全国シンポジウム(於、千葉県
山武町)から

吉田功 日本林業技術協会 42

2002 平成14年 12 729
コラム(林政拾
遺抄)

「泰澄大師と越知山」 筒井迪夫 東京大学名誉教授 43

2003 平成15年 1 730 表紙写真
「冬ごもり」第49回森林・林業写真コンクール
特別テーマの部3席

仲田欣也 愛媛県 0

2003 平成15年 1 730 あいさつ 新年のご挨拶 弘中義夫 (社)日本林業技術協会 2

2003 平成15年 1 730 コラム
第3回世界水フォーラム　「水と森林分科会」
参加のお願い

「水と森林委員会」事務局 日本林業技術協会内 3

2003 平成15年 1 730
今月のテーマ
(国有林から(保
護林を中心に))

国有林の保護林について－保護林制度の歴
史と概要－

金谷範導 林野庁経営企画課 4
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2003 平成15年 1 730
今月のテーマ
(国有林から(保
護林を中心に))

礼文島西海岸植物群落保護林 長久安佳音
北海道森林管理局旭川分
局宗谷森林管理署礼文森
林事務所

6

2003 平成15年 1 730
今月のテーマ
(国有林から(保
護林を中心に))

シマフクロウ特定動物生息地保護林 立野政信
北海道森林管理局帯広分
局

8

2003 平成15年 1 730
今月のテーマ
(国有林から(保
護林を中心に))

天然秋田杉保護林の過去・現在・未来－仁
鮒水沢スギ植物群落保護林

奥刕屋忠法
東北森林管理局米代西部
森林管理署

10

2003 平成15年 1 730
今月のテーマ
(国有林から(保
護林を中心に))

八幡平植物群落保護林 佐々木八弥 東北森林管理局青森分局 12

2003 平成15年 1 730
今月のテーマ
(国有林から(保
護林を中心に))

雨生池アマゴイルリトンボ特定動物生息地保
護林

狩野誠 関東森林管理局 14

2003 平成15年 1 730
今月のテーマ
(国有林から(保
護林を中心に))

小笠原国有林および南島の保全管理対策 野口章 関東森林管理局東京分局 16

2003 平成15年 1 730
今月のテーマ
(国有林から(保
護林を中心に))

八ヶ岳縞枯山植物群落保護林－縞枯れ現象
について

寺澤茂雄 中部森林管理局 18

2003 平成15年 1 730
今月のテーマ
(国有林から(保
護林を中心に))

岐阜・金華山のアラカシ・ツブラジイ林木遺伝
資源林保存林

岩木貢
中部森林管理局名古屋分
局岐阜森林管理署

20

2003 平成15年 1 730
今月のテーマ
(国有林から(保
護林を中心に))

夜叉ヶ池水生昆虫生息地保護林－ヤシャゲ
ンゴロウの棲む森林

中田茂己 近畿中国森林管理局 22

2003 平成15年 1 730
今月のテーマ
(国有林から(保
護林を中心に))

ヤナセスギと千本山林木遺伝資源保存林 竹倉昌直 四国森林管理局 24

2003 平成15年 1 730
今月のテーマ
(国有林から(保
護林を中心に))

九州中央山地森林生物遺伝資源保存林－
緑と文化の回廊「霧立越」

山下憲明 九州森林管理局 26

2003 平成15年 1 730
今月のテーマ
(国有林から(保
護林を中心に))

筑波山複層林施業試験地から 石神智生
関東森林管理局東京分局
森林技術センター

28

2003 平成15年 1 730
今月のテーマ
(国有林から(保
護林を中心に))

奥日光における保護林の保護と利用につい
て

由田幸雄
関東森林管理局日光森林
管理署

32

2003 平成15年 1 730 会員の広場 公団造林地における獣害とその対策につい 伊藤寿 緑資源公団徳島出張所 36
2003 平成15年 1 730 会員の広場 公団造林地における獣害とその対策につい 三津山博文 緑資源公団徳島出張所 36
2003 平成15年 1 730 会員の広場 公団造林地における獣害とその対策につい 森秀紀 緑資源公団徳島出張所 36

2003 平成15年 1 730
随筆(リレー連
載　レッドリスト
の生き物たち)

1　連載を始めるにあたって 金指あや子 森林総合研究所 40

2003 平成15年 1 730
随筆(隔月連載
シアトル便り)

No.1　台湾出身フォレスター徐得祥さん 勝久彦次郎
日本木材総合情報セン
ター シアトル事務所

42

2003 平成15年 1 730
コラム(5時から
セミナー)

白石則彦の5時からセミナー　10　『世界の森
林認証制度』

白石則彦
東京大学大学院農学生命
科学研究科

44

2003 平成15年 1 730 コラム(本の紹 『測樹学問題集』(島田浩三久 著) 箕輪光博 東京大学 44

2003 平成15年 1 730
コラム(林政拾
遺抄)

『瓜割清水』 筒井迪夫 東京大学名誉教授 45

2003 平成15年 1 730 コラム
『木材を活用した学校施設に関する講習会』
に参加しませんか

吉田功 日本林業技術協会 46

2003 平成15年 1 730 コラム(こだま) 『ことしこそは』 (ベランダ) 47

2003 平成15年 1 730
コラム(緑の
キーワード)

『地球温暖化防止対策と森林整備』 小池秀夫
(社)日本林業協会事務局
長

48

2003 平成15年 2 731 表紙写真
第49回特別テーマ佳作『樹林を縫って』(北海
道上富良野富良野岳登山口にて)

佐藤みち枝 北海道旭川市 0

2003 平成15年 2 731 論壇
苦労した国産材、しかし再度の挑戦へ－国
産材と外材を時代の流れに合わせ90年

中川勝弘 中川木材産業(株) 2

2003 平成15年 2 731
今月のテーマ
(森林機能の検

(森林の持つソフト機能)  森林と美学 小穴晶子 多摩美術大学 8

2003 平成15年 2 731
今月のテーマ
(森林機能の検

(森林の持つソフト機能)  森林の快適性増進
効果

宮崎良文 森林総合研究所 12

2003 平成15年 2 731
今月のテーマ
(森林機能の検

(森林の持つソフト機能)  森林療法－森林利
用の福祉・健康増進の提言

上原巌 東海女子大学 16

2003 平成15年 2 731
今月のテーマ
(森林機能の検

(森林の持つソフト機能)  文化財の保存と建
築・森の文化－ふるさと文化財の森構想事

村田健一 文化庁文化財部建造物課 20

2003 平成15年 2 731
今月のテーマ
(森林機能の検

(森林の持つソフト機能)  ソフト機能を活かす
ための森林管理へ向けて

田中伸彦 森林総合研究所 24

2003 平成15年 2 731
解説(研究調査
報告等)

(施業)  「なすび伐り(考)」掲載の経緯につい
て

藤森隆郎 日本林業技術協会 30

2003 平成15年 2 731
解説(研究調査
報告等)

(施業)  なすび伐り(考) 尾中鋼治 ヲ(かねお)林業 30

2003 平成15年 2 731
コラム(緑の
キーワード)

『学校施設への木材利用促進』 川戸英騎手 林野庁木材課 39

2003 平成15年 2 731
随筆(リレー連
載　レッドリスト
の生き物たち)

2　北の森の主「シマフクロウ」 早矢仕有子 札幌大学 40

2003 平成15年 2 731 アンケート等
(インタビュー)韓国GIS学会副会長　Myung-
Hee, JO 先生に聞く

田中和博 京都府立大学 42

2003 平成15年 2 731
コラム(本の紹
介)

『「すぐわかる　森と木のデータブック2002』日
本林業調査会　編

吉田功 日本林業技術協会 44

2003 平成15年 2 731
コラム(5時から
セミナー)

白石則彦の5時からセミナー　11　『森林認証
制度の構造比較』

白石則彦
東京大学大学院農学生命
科学研究科

44

2003 平成15年 2 731 コラム(こだま) 『帰郷』 (田舎人) 45
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2003 平成15年 2 731
コラム(グリーン
グリーンネット)

『森林技術総合研修所にペレットストーブ』(森
林技術研修所)

今井啓二 森林技術研修所 46

2003 平成15年 2 731
コラム(林政拾
遺抄)

『武蔵野市の御殿山』 筒井迪夫 東京大学名誉教授 47

2003 平成15年 3 732 表紙写真
第49回一般題材の部2席『春を待つ』(群馬県
佐波郡東村にて)

須田福次 群馬県伊勢崎市在住 0

2003 平成15年 3 732 論壇
樹木を知る愉しみ－日々の関心から広がる
樹木世界

有岡利幸 元大阪営林局 2

2003 平成15年 3 732
コラム(緑の
キーワード)

『エコ住宅』 今村祐嗣
京都大学木質科学研究所
教授

7

2003 平成15年 3 732
特集・今月の
テーマ(森林

(活用)  森林GISの現状と課題 松本光朗
森林総合研究所林業シス
テム研究室室長

8

2003 平成15年 3 732
特集・今月の
テーマ(森林

(活用)  森林GISとは 田中和博
京都府立大学大学院教
授・演習林長

12

2003 平成15年 3 732
特集・今月の
テーマ(森林

(活用)  三重県における森林GISの活用 中村研二
三重県環境部森林環境創
造チーム主幹

22

2003 平成15年 3 732
特集・今月の
テーマ(森林

(活用)  流木災害監視地域指定と重点間伐
実施

長沼隆
岐阜県農山村整備局(森
林計画担当チーフ)

26

2003 平成15年 3 732
特集・今月の
テーマ(森林

(活用)  森林組合における「森林GIS」の活用
と整備方向

松村直人
三重大学生物資源学部緑
環境計画学研究室助教授

30

2003 平成15年 3 732
特集・今月の
テーマ(森林

(活用)  GISの標準化に向けた利用者コミュニ
ティの対応

芝崎亮介
東京大学空間情報科学研
究センター教授

35

2003 平成15年 3 732
林業関係予算
案の概要

平成15年度森林・林業関係予算(案)の概要 赤羽元 林野庁計画課 40

2003 平成15年 3 732
随筆(リレー連
載　レッドリスト
の生き物たち)

3　東京のギフチョウはどうしていなくなった
か？

松本和馬
森林総合研究所多摩森林
科学園チーム長(環境教
育機能担当)

44

2003 平成15年 3 732
随筆(隔月連載
シアトル便り)

No.2　遺伝子操作林木は悪玉か 勝久彦次郎
日本木材総合情報セン
ター

46

2003 平成15年 3 732
コラム(本の紹
介)

『森林の施業を考える－機能向上と経営収
支改善のために－』梶原幹弘著

今永正明 静岡大学農学部教授 48

2003 平成15年 3 732
コラム(5時から
セミナー)

白石則彦の5時からセミナー　12(最終回)
『森林認証で日本の取るべき道』

白石則彦
東京大学大学院農学生命
科学研究科

48

2003 平成15年 3 732
コラム(林政拾
遺抄)

『明治林政異聞』 筒井迪夫 東京大学名誉教授 49

2003 平成15年 3 732 コラム
第15回研究功績賞表彰　10名の研究者が受
賞

吉田功
日本林業技術協会普及部
編集室

50

2003 平成15年 3 732 コラム(こだま) 『JAS法違反と表示問題』 (ゆ) 51

2003 平成15年 3 732 コラム 力走   『中国東奔西走』－相馬昭男氏 松田堯
全国森林レクリエーション
協会理事長

52

2003 平成15年 4 733 表紙写真 『杉山の春』　第49回特別テーマの部　3席 長吉秀 福岡市在住 0

2003 平成15年 4 733 論壇 保続性と持続性を考える 箕輪光博
東京大学農学生命科学研
究科森林経理学研究室教

2

2003 平成15年 4 733 コラム 森林整備ワークショップが開催 吉田功 普及部編集室 11

2003 平成15年 4 733
今月のテーマ
(森林の多面的
機能の整備に

森林計画」サイドから 佐野由輝 林野庁計画課 12

2003 平成15年 4 733
今月のテーマ
(森林の多面的
機能の整備に

多面的機能の発揮に向けた森林づくり 久保芳文
林野庁整備課造林間伐対
策室

16

2003 平成15年 4 733
今月のテーマ
(森林の多面的
機能の整備に

新たな森林整備事業における林道整備－
「森林・林業基本計画」における路網整備の
考え方

井出光俊 林野庁整備課 20

2003 平成15年 4 733
今月のテーマ
(森林の多面的
機能の整備に

治山事業の展開 川野康朗 林野庁治山課 24

2003 平成15年 4 733
今月のテーマ
(森林の多面的
機能の整備に

<「市町村森林整備計画」の樹立／北海道釧
路町>地域住民と一体となった森林整備の推
進

旭岡伸悟 北海道釧路町産業経済課 28

2003 平成15年 4 733
今月のテーマ
(森林の多面的
機能の整備に

<「市町村森林整備計画」の樹立／三重県宮
川村>宮川村森林ゾーニングと環境林整備－
次世代に残す豊かな森林づくりのために

片上高志 三重県宮川村産業課 30

2003 平成15年 4 733
今月のテーマ
(森林の多面的
機能の整備に

<「市町村森林整備計画」の樹立／島根県浜
田市>市町村森林整備計画の樹立にあたっ
ての現状と課題

小浴常介 島根県浜田市農林課 32

2003 平成15年 4 733
視点・焦点

森林ボランティアとの連携の強化に向けて 冨永茂
林野庁国有林野総合利用
推進室

34

2003 平成15年 4 733
随筆(リレー連
載　レッドリスト
の生き物たち)

　4　『ヤクシマザル』 半谷吾郎 京都大学霊長類研究所 38

2003 平成15年 4 733
コラム(5時から
セミナー)

八木久義の5時からセミナー　1　『トレジャー
ハンター』

八木久義
三重大学生物資源学部教
授

40

2003 平成15年 4 733 コラム(こだま) 『手前味噌』 (凸) 41

2003 平成15年 4 733
コラム(本の紹
介)

『森の力‐日本列島は森林博物館だ！』矢部
三雄著

高田浩一
前日本林政ジャーナリスト
の会会長

42

2003 平成15年 4 733
コラム(グリーン
グリーンネット)

『‘岐阜発’東濃桧の里でFSC森林認証取得
～ブランド材に環境という付加価値を～　』
(岐阜県支部)

守谷雄輔 岐阜県森林課 42

2003 平成15年 4 733
コラム(林政拾
遺抄)

『空と緑のロードパーク』 筒井迪夫 東京大学名誉教授 43

2003 平成15年 5 734 表紙写真
『環境にやさしいダム』第50回　一般題材の
部　3席

平山町子 和歌山県田辺市 0

2003 平成15年 5 734 論壇
日本版森林認証制度は国内林業に益をもた
らすか？

白石則彦
東京大学大学院農学生命
科学研究科助教授

2

2003 平成15年 5 734
コラム(緑の
キーワード)

『二酸化炭素緩和策』 藤森隆郎
日本林業技術協会技術指
導役

7

2003 平成15年 5 734 日本林学会大 第114回(岩手大学・山形大学)  【部門別】林 藤掛一郎 宮崎大学 10
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2003 平成15年 5 734 日本林学会大 第114回(岩手大学・山形大学)  【部門別】造 阿部真 森林総合研究所北海道支 11
2003 平成15年 5 734 日本林学会大 第114回(岩手大学・山形大学)  【部門別】育 後藤晋 東京大学北海道演習林 11
2003 平成15年 5 734 日本林学会大 第114回(岩手大学・山形大学)  【部門別】育 谷尚樹 森林総合研究所 11
2003 平成15年 5 734 日本林学会大 第114回(岩手大学・山形大学)  【部門別】造 櫃間岳 森林総合研究所東北支所 11
2003 平成15年 5 734 日本林学会大 第114回(岩手大学・山形大学)  【部門別】生 加藤正吾 岐阜大学 13
2003 平成15年 5 734 日本林学会大 第114回(岩手大学・山形大学)  【部門別】生 小谷二郎 石川県林業試験場 13
2003 平成15年 5 734 日本林学会大 第114回(岩手大学・山形大学)  【部門別】樹 山田利博 東京大学田無試験地 15
2003 平成15年 5 734 日本林学会大 第114回(岩手大学・山形大学)  【部門別】生 楠城時彦 森林総合研究所 15
2003 平成15年 5 734 日本林学会大 第114回(岩手大学・山形大学)  【部門別】風 山本清龍 東京大学 17
2003 平成15年 5 734 日本林学会大 第114回(岩手大学・山形大学)  【部門別】立 小澤恵 北海道大学 17
2003 平成15年 5 734 日本林学会大 第114回(岩手大学・山形大学)  【部門別】利 山口浩和 森林総合研究所 19
2003 平成15年 5 734 日本林学会大 第114回(岩手大学・山形大学)  【部門別】経 植木達人 信州大学 19
2003 平成15年 5 734 日本林学会大 第114回(岩手大学・山形大学)  【部門別】動 安藤正規 名古屋大学 21
2003 平成15年 5 734 日本林学会大 第114回(岩手大学・山形大学)  【部門別】動 浦野忠久 森林総合研究所関西支所 21
2003 平成15年 5 734 日本林学会大 第114回(岩手大学・山形大学)  【部門別】防 野口宏典 森林総合研究所 21

2003 平成15年 5 734
日本林学会大
会

第114回(岩手大学・山形大学)  【部門別】特
用林産

高橋大輔
石川県林業試験場

22

2003 平成15年 5 734
日本林学会大
会

第114回(岩手大学・山形大学)  【テーマ別】
森林科学における森林教育研究の意義と課

比屋根哲
岩手大学

23

2003 平成15年 5 734
日本林学会大
会

第114回(岩手大学・山形大学)  【テーマ別】
「緑のダム」の検証とモデル化

北原曜 信州大学 23

2003 平成15年 5 734
日本林学会大
会

第114回(岩手大学・山形大学)  【テーマ別】
林政分野研究の課題と展望

笠原義人
宇都宮大学

24

2003 平成15年 5 734
日本林学会大
会

第114回(岩手大学・山形大学)  【テーマ別】
日中協力による中国の森林再生・自然環境
改善をめぐって(第3回)

箕輪光博 東京大学 24

2003 平成15年 5 734
日本林学会大
会

第114回(岩手大学・山形大学)  【テーマ別】
森林系バイオエネルギーの利用

小池浩一郎 島根大学 25

2003 平成15年 5 734
日本林学会大
会

第114回(岩手大学・山形大学)  【テーマ別】
地球温暖化と森林の炭素吸収

高橋正通 森林総合研究所 26

2003 平成15年 5 734
日本林学会大
会

第114回(岩手大学・山形大学)  【テーマ別】
我が国の広葉樹二次林における生産量およ
び炭素固定機能の評価

山本博一
東京大学千葉演習林

26

2003 平成15年 5 734
日本林学会大
会

第114回(岩手大学・山形大学)  【テーマ別】
地球温暖化と森林の炭素吸収

松本光朗 森林総合研究所 26

2003 平成15年 5 734
日本林学会大
会

第114回(岩手大学・山形大学)  【テーマ別】
人工林の適地とは何か－生態情報と技術論
の連携(1)－

岩岡正博 東京農工大学 27

2003 平成15年 5 734
日本林学会大
会

第114回(岩手大学・山形大学)  【テーマ別】
熱帯林の再生－多様な森林の価値をどう保
全し再生させるか－

丹下健 東京大学 27

2003 平成15年 5 734
日本林学会大
会

第114回(岩手大学・山形大学)  【テーマ別】
キクイムシと菌類をめぐる諸問題：全体像を
理解するために

梶村恒
名古屋大学

28

2003 平成15年 5 734
日本林学会大
会

第114回(岩手大学・山形大学)  【テーマ別】
森林環境のモニタリングと持続可能な森林経

山本博一
東京大学千葉演習林

28

2003 平成15年 5 734
日本林学会大
会

第114回(岩手大学・山形大学)  【テーマ別】
樹木の環境適応とストレスフィジオロジー

古川原聡 東京大学 29

2003 平成15年 5 734
日本林学会大
会

第114回(岩手大学・山形大学)  【テーマ別】
森林の分子生態学－植物，菌類そして動物

宝月岱造 東京大学 29

2003 平成15年 5 734
日本林学会大
会

第114回(岩手大学・山形大学)  【テーマ別】
野生動物と樹木の種間関係をときほぐす

石田健 東京大学 30

2003 平成15年 5 734 会員の広場
スギ造林地のマルチング試験経過とじか播
き造林への連携技術(続報)

山口紀幸 元新潟大学演習林 32

2003 平成15年 5 734 会員の広場
スギ造林地のマルチング試験経過とじか播
き造林への連携技術(続報)

谷口憲男 元新潟大学演習林 32

2003 平成15年 5 734 会員の広場
スギ造林地のマルチング試験経過とじか播
き造林への連携技術(続報)

平野松也 元新潟大学演習林 32

2003 平成15年 5 734 会員の広場
スギ造林地のマルチング試験経過とじか播
き造林への連携技術(続報)

矢部茂明 元新潟大学演習林 32

2003 平成15年 5 734
随筆(リレー連
載　レッドリスト
の生き物たち)

　5　「国蝶オオムラサキ－森林の広さと質に
影響される生活史」

小林隆人 山梨県環境科学研究所 34

2003 平成15年 5 734
随筆(隔月連載
シアトル便り)

No.3　植え付け現場を訪れて 勝久彦次郎
日本木材総合情報セン
ター

36

2003 平成15年 5 734
コラム(本の紹
介)

『新たな森林管理－持続可能な社会に向け
て』藤森隆郎　著

桜井尚武 森林総合研究所理事 38

2003 平成15年 5 734
コラム(5時から
セミナー)

八木久義の5時からセミナー　2　『ささやかな
経済協力』

八木久義
三重大学生物資源学部教
授

38

2003 平成15年 5 734
コラム(林政拾
遺抄)

『たき火』 筒井迪夫 東京大学名誉教授 39

2003 平成15年 5 734
コラム(グリーン
グリーンネット)

『京都大学フィールド科学教育研究センター
の発足』(京都大学支部)

竹内典之
京都大学森林資源管理学
分野教授

40

2003 平成15年 5 734 コラム(こだま) 『勉強机、その後』 (Forest Diver) 41

2003 平成15年 5 734 案内
自然環境共生技術フォーラム　第4回講演会
開催される

吉田功 普及部編集室 44

2003 平成15年 6 735 表紙写真
『門出』　第50回 特選 北海道乙部町縁桂森
林公園にて

岡田いく代 東京都板橋区 0

2003 平成15年 6 735 論壇 水と森林－第3回世界水フォーラムに臨んで 太田猛彦 東京農業大学教授 2

2003 平成15年 6 735
コラム(緑の
キーワード)

『京都議定書と吸収源』 藤森隆郎
日本林業技術協会技術指
導役

7

2003 平成15年 6 735
特集・今月の
テーマ(間伐)

(間伐の推進)  高性能林業機械による間伐
推進の取り組み(新潟県)

倉島郁
新潟県林政課林業専門技
術員

12

2003 平成15年 6 735
特集・今月の
テーマ(間伐)

(間伐の推進)  間伐実施の集団化に向けて
(鹿児島県)

大坪弘幸 鹿児島県林業振興課長 16

2003 平成15年 6 735
特集・今月の
テーマ(間伐)

(間伐の推進)  今、吉野式間伐は・・・ 岡橋清元 清光林業(株)代表取締役 25
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2003 平成15年 6 735
特集・今月の
テーマ(間伐)

(間伐の推進)  低コスト間伐のポイント 向井王則 (有)向井林業 30

2003 平成15年 6 735 会員の広場 航空緑化工 塘隆男
技術士・元林業試験場土
壌部長

34

2003 平成15年 6 735
随筆(リレー連
載　レッドリスト
の生き物たち)

　6  「清流に舞う水の妖精－グンバイトンボ」 前藤薫 神戸大学農学部助教授 38

2003 平成15年 6 735
コラム(本の紹
介)

『地球環境保全と木材利用』大熊幹章 著 岡野健
(財)日本木材総合情報セ
ンター木のなんでも相談

40

2003 平成15年 6 735
コラム(5時から
セミナー)

八木久義の5時からセミナー　3　『セイコー
クォーツ』

八木久義
三重大学生物資源学部教
授

40

2003 平成15年 6 735 コラム(こだま) 『森林の持つ公益的機能はだれのもの？』 (Mosaic) 41

2003 平成15年 6 735
コラム(グリーン
グリーンネット)

大学生等を対象とした研究フィールドの提供
について『安比の森林で研究してみません
か』－卒業論文支援プログラム(青森分局支

河野裕之 岩手北部森林管理署署長 42

2003 平成15年 6 735
コラム(林政拾
遺抄)

『魚塚』 筒井迪夫 東京大学名誉教授 43

2003 平成15年 7 736 表紙写真
『園児たちとお母さん』第50回　3席　秋田県
大館市桂城公園にて

安藤光男 秋田県北秋田郡比内町 0

2003 平成15年 7 736 論壇 ゲノム情報が森林および林業にもたらすもの 津村義彦
森林総合研究所ゲノム解
析研究室長

2

2003 平成15年 7 736
コラム(緑の
キーワード)

『『持続可能な森林経営』と貿易自由化』 小池秀夫
(社)日本林業協会事務局
長

7

2003 平成15年 7 736
今月のテーマ
(スギ材の乾燥

スギの乾燥－概説 黒田尚宏
森林総合研究所木材乾燥
研究室長

8

2003 平成15年 7 736
今月のテーマ
(スギ材の乾燥

スギ構造材の乾燥法－特に高温セット法とい
う高温乾燥について

吉田孝久
長野県林業総合センター
主任研究員

14

2003 平成15年 7 736 林業技術賞
第49回林業技術賞  エリンギの栽培に関する
研究とその普及

澤章三
元愛知県林業センター技
術開発部長

22

2003 平成15年 7 736 林業技術賞
第49回林業技術賞  スギ材の高周波・蒸気
複合乾燥法の開発と普及

久保健 奈良県森林技術センター 23

2003 平成15年 7 736 林業技術賞
第49回林業技術賞  スギ材の高周波・蒸気
複合乾燥法の開発と普及

山本泰司 山本ビニター(株) 23

2003 平成15年 7 736 林業技術賞
第49回林業技術賞  スギ材の高周波・蒸気
複合乾燥法の開発と普及

寺西康浩 奈良県森林技術センター 23

2003 平成15年 7 736 林業技術賞
第49回林業技術賞  スギ材の高周波・蒸気
複合乾燥法の開発と普及

小野広治 奈良県森林技術センター 23

2003 平成15年 7 736 林業技術賞
第49回林業技術賞  食用きのこ類の育種と
栽培技術の開発およびその普及

増野和彦
長野県林業総合センター
主任研究員

26

2003 平成15年 7 736
学生林業技術
研究論文コンテ

第14回林野庁長官賞 山地斜面における落
葉リター滞留および分解に影響を与える倒木

時岡あき子 東京大学農学部 28

2003 平成15年 7 736
学生林業技術
研究論文コンテ

第14回林野庁長官賞 熊本県におけるシカに
よる人工林剥皮害とその発生要因の解明

井上友樹 九州大学農学部 29

2003 平成15年 7 736
学生林業技術
研究論文コンテ

第14回日本林学会会長賞 果実の色が異な
るウメモドキ2品種の鳥類による種子散布

辻田香織 京都大学農学部 30

2003 平成15年 7 736
学生林業技術
研究論文コンテ

第14回日本林業技術協会理事長賞 樹木病
原菌ベッコウタケの厚膜胞子の特性

妻田かよ子 東京農工大学農学部 31

2003 平成15年 7 736
学生林業技術
研究論文コンテ

第14回日本林業技術協会理事長賞 都市住
民による森林管理の実体と可能性

渡辺梨沙
東京農業大学地域環境科
学部

31

2003 平成15年 7 736
学生林業技術
研究論文コンテ
スト

第14回日本林業技術協会理事長賞 窒素，リ
ン，カリウムが塩水潅漑下のユーカリ
(Eucalyptus gunnii)の成長に及ぼす影響につ

中川友希 鳥取大学農学部 32

2003 平成15年 7 736
学生林業技術
研究論文コンテ
スト

第14回日本林業技術協会理事長賞特別賞
黄土高原における土地荒廃の状況－その回
復の対策と地域の人々の暮らし

小川結希 日本大学生物資源科学部 33

2003 平成15年 7 736 会員の広場
間伐材を原料にした木炭粉の用途開発－木
炭粉活用による下水汚泥のエネルギー資源

頼信文夫 (株)九州チャコール 34

2003 平成15年 7 736
随筆(リレー連
載　レッドリスト
の生き物たち)

　7　「ノグチゲラ」 小高信彦
やんばる野生生物保護セ
ンター自然保護専門員

38

2003 平成15年 7 736
随筆(隔月連載
シアトル便り)

No.4　囚人労働 勝久彦次郎
日本木材総合情報セン
ターシアトル事務所長

40

2003 平成15年 7 736
コラム(本の紹
介)

『あひるの一人ある記－息子よ、かくしてオヤ
ジは大人になり記』清野紀彦 著

根橋達三 (社)日本林業技術協会 42

2003 平成15年 7 736
コラム(林政拾
遺抄)

『湿地谷津』 筒井迪夫 東京大学名誉教授 43

2003 平成15年 7 736
コラム(5時から
セミナー)

八木久義の5時からセミナー　4　『スクランブ
ル後遺症』

八木久義
三重大学生物資源学部教
授

44

2003 平成15年 7 736 コラム(こだま) 『SARSに思う』 (草刈) 45
2003 平成15年 8 737 表紙写真 『白馬岳』　第50回　特別テーマの部3席 有井寿美男 長野県南佐久郡佐久町在 0

2003 平成15年 8 737 論壇
「森林」をめぐる都市と農山村の変化をどう読
むか－群馬県上野村の例をとおして

内山節 哲学者 2

2003 平成15年 8 737
コラム(緑の
キーワード)

『新しい建築基準法とF☆☆☆☆と木』 岡野健
(財)日本木材総合情報セ
ンター木のなんでも相談

7

2003 平成15年 8 737
今月のテーマ
(スギ材の乾燥

木材の乾燥と規格－木材の乾燥を住宅建築
関連法規に係わる視点から

山田稔 山田事務所 8

2003 平成15年 8 737
今月のテーマ
(スギ材の乾燥

製材現場におけるスギ，ヒノキ構造材の乾燥
方法について

池田和行 院庄林業株式会社相談役 14

2003 平成15年 8 737
林業技術コンテ
スト

第49回林野庁長官賞 Bitterlich法を応用した
測定器材の開発簡便な傾斜角の補正手法

鳴海隆司
東北森林管理局青森分局
浄法寺森林事務所森林官

19

2003 平成15年 8 737
林業技術コンテ
スト

第49回日本林業技術協会理事長賞 チャコー
ルロード六角ブロックの開発について―間伐
材の有効利用への取り組み事例

久保博樹 愛媛県森林組合連合会 21

2003 平成15年 8 737
林業技術コンテ
スト

第49回日本林業技術協会理事長賞 チャコー
ルロード六角ブロックの開発について―間伐
材の有効利用への取り組み事例

兵藤充祥 愛媛県森林組合連合会 21
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2003 平成15年 8 737
林業技術コンテ
スト

第49回日本林業技術協会理事長賞 茶霧の
ふるさと整備

久川眞一郎
高知県森林局伊野林業事
務所森林土木課

23

2003 平成15年 8 737
林業技術コンテ
スト

第49回日本林業技術協会理事長賞 茶霧の
ふるさと整備

池田一弥
高知県森林局伊野林業事
務所森林土木課

23

2003 平成15年 8 737
林業技術コンテ
スト

第49回日本林業技術協会理事長賞 茶霧の
ふるさと整備

二宮栄一
高知県森林局伊野林業事
務所森林土木課

23

2003 平成15年 8 737
林業技術コンテ
スト

第49回 最北の海岸防災林造成事業30年の
歩み

奥野博樹
北海道森林管理局旭川分
局曲淵森林事務所森林官

24

2003 平成15年 8 737
林業技術コンテ
スト

第49回 最北の海岸防災林造成事業30年の
歩み

桑田陽人
北海道森林管理局旭川分
局曲淵森林事務所基幹作
業職員

24

2003 平成15年 8 737
林業技術コンテ
スト

第49回 天然林択伐試験地の50年 足立康成
北海道森林管理局森林技
術第一センター森林技術
専門官

24

2003 平成15年 8 737
林業技術コンテ
スト

第49回 最北の海岸防災林造成事業30年の
歩み

本田秀樹
北海道森林管理局旭川分
局曲淵森林事務所治山課

24

2003 平成15年 8 737
林業技術コンテ
スト

第49回 馬場谷地からのレポート－バッファ
ゾーン整備事業

山口昭雄
東北森林管理局米沢森林
事務所主席森林官

25

2003 平成15年 8 737
林業技術コンテ
スト

第49回 高齢級トドマツ人工林の立枯被害に
ついて

滝本裕美
北海道森林管理局帯広分
局真竜森林事務所森林官

25

2003 平成15年 8 737
林業技術コンテ
スト

第49回 ヒノキ人工林の高齢級化にともなう
林分構造の変化

奥村忠充
関東森林管理局東京分局
茨城森林管理署造林係長

26

2003 平成15年 8 737
林業技術コンテ
スト

第49回 ヒノキ人工林の高齢級化にともなう
林分構造の変化

須崎智応
関東森林管理局東京分局
高部森林事務所森林官

26

2003 平成15年 8 737
視点・焦点

林業における三位一体論―森林観の国際比
較から見えてくるもの

今永正明 静岡大学農学部教授 27

2003 平成15年 8 737
学術研究奨励
(成果報告(概

第5回  CO2排出権取引に対応する各国の政
策とその国の林業・林産業経営への影響

坂田景祐
東京大学大学院農学生命
科学科大学院研究生

30

2003 平成15年 8 737
学術研究奨励
(成果報告(概

第5回  山岳渓流の河川撹乱が森林の多様
性と発達過程に果たす役割

星崎和彦
秋田県立大学生物資源科
学部

32

2003 平成15年 8 737
学術研究奨励
(成果報告(概

第5回  炭素安定同位体比を用いた植物の水
利用効率に関する研究

松尾奈緒子
京都大学大学院農学研究
科日本学術振興会特別研

34

2003 平成15年 8 737 会員の広場 「営林文化財」の散逸を憂う 香田徹也 36

2003 平成15年 8 737
随筆(リレー連
載　レッドリスト
の生き物たち)

8　「オガサワラグワ」 吉丸博志
森林総合研究所生態遺伝
研究室長

38

2003 平成15年 8 737
コラム(本の紹
介)

『2020年 日本の森林、木材、山村はこうな
る』森林化社会の未来像編集委員会　編著

上松寛茂
日本林政ジャーナリストの
会会長・共同通信記者

40

2003 平成15年 8 737
コラム(5時から
セミナー)

八木久義の5時からセミナー　5　『生物多様
性』

八木久義
三重大学生物資源学部教
授

40

2003 平成15年 8 737 コラム(こだま) 『森林ボラティアの日』 (S) 41

2003 平成15年 8 737
コラム(グリーン
グリーンネット)

シンポジウム　『森のエネルギーが国土と環
境を守る－中山間地域の再生と森林環境を

福井昭一郎 普及部編集室 42

2003 平成15年 8 737
コラム(林政拾
遺抄)

『大文字山の送り火』 筒井迪夫 東京大学名誉教授 43

2003 平成15年 9 738 表紙写真
においをかぐツキノワグマ　第50回　一般の
部・佳作

玉谷宏夫 京都市在住 0

2003 平成15年 9 738 論壇 山に向かう市民たち－自然観察登山を事例 工藤樹一 青森エコサーベイ研究会 2

2003 平成15年 9 738
コラム(緑の
キーワード)

『木材による循環型社会の形成』 大熊幹章
(財)日本住宅・木材技術セ
ンター特別研究員

7

2003 平成15年 9 738
今月のテーマ
(進化する大学
演習林)

大学演習林からフィールド科学拠点センター
へ

柴田英昭

北海道大学 北方生物圏
フィールド科学センター 森
林圏ステーション北管理
部助教授

8

2003 平成15年 9 738
今月のテーマ
(進化する大学
演習林)

北方森林圏科学拠点フィールドを目指して－
北海道大学研究林の教育研究プロジェクトの
紹介

吉田俊也
北海道大学 北方生物圏
フィールド科学センター 雨
龍研究林

12

2003 平成15年 9 738
今月のテーマ
(進化する大学
演習林)

地域の方々との交流フィールド－岩手大学
滝沢演習林での取り組み事例を中心に

山本信次
岩手大学農学部　附属 寒
冷フィールドサイエンス研
究センター

14

2003 平成15年 9 738
今月のテーマ
(進化する大学
演習林)

日本大学演習林データベースの構築 増谷利博
日本大学生物資源科学部
森林資源科学科助教授

16

2003 平成15年 9 738
今月のテーマ
(進化する大学
演習林)

大学演習林のFSCの基準による森林認証取
得－東京農工大学の場合

岸洋一
東京農工大学農学部　附
属 広域都市圏フィールド
サイエンス東京教育セン

18

2003 平成15年 9 738 案内 夏の秩父路から(全国林研(高校)／金子製材 吉田功 普及部編集室 19

2003 平成15年 9 738
今月のテーマ
(進化する大学
演習林)

演習林における体験学習－東京農業大学の
場合

宮林茂幸
東京農業大学地域環境科
学部 森林総合科学科教
授

20

2003 平成15年 9 738
今月のテーマ
(進化する大学
演習林)

鳥取大学蒜山演習林の広葉樹生態系－広
葉樹林の動態解明と二次林の生態系管理に
向けて

佐野淳之 鳥取大学演習林助教授 22

2003 平成15年 9 738
今月のテーマ
(進化する大学
演習林)

九大・フィールド科学研究入門－地域資源プ
ログラム

飯田繁
九州大学大学院農学研究
院教授

24

2003 平成15年 9 738
林業技術コンテ
スト

第49回林野庁長官賞 森林景観整備の取り
組みとその成果について

一条英一
関東森林管理局日光森林
管理署

26

2003 平成15年 9 738
林業技術コンテ
スト

第49回林野庁長官賞 森林景観整備の取り
組みとその成果について

佐藤幸男
関東森林管理局日光森林
管理署

26

2003 平成15年 9 738
林業技術コンテ
スト

第49回林野庁長官賞 間伐シミュレーションソ
フトの開発－間伐をやる気にさせる資料とは

宮崎隆幸
長野県下伊那地方事務所
林務課

28

2003 平成15年 9 738
林業技術コンテ
スト

第49回日本林業技術協会理事長賞 森林環
境教育の実践と今後のあり方について

久保田尚子
四国森林管理局嶺北森林
管理署

30

2003 平成15年 9 738
林業技術コンテ
スト

第49回日本林業技術協会理事長賞 子ども
たちと森林を結ぶ

樋口千代子
近畿中国森林管理局島根
森林管理署

32
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2003 平成15年 9 738
林業技術コンテ
スト

第49回 分収林におけるツキノワグマ等剥皮
害と保育省力化への一体的取り組み

中西康二
(財)奈良県林業基金業務
課

33

2003 平成15年 9 738
林業技術コンテ
スト

第49回 継続的に利用する作業道作設および
高性能林業機械を利用した伐出システムの
取り組みについて

熊崎裕文
中部森林管理局名古屋分
局森林技術第二センター

34

2003 平成15年 9 738
林業技術コンテ
スト

第49回 継続的に利用する作業道作設および
高性能林業機械を利用した伐出システムの
取り組みについて

住祐介
中部森林管理局名古屋分
局森林技術第二センター

34

2003 平成15年 9 738
林業技術コンテ
スト

第49回 縞枯現象の追跡調査について 入交信太
中部森林管理局南信森林
管理署

34

2003 平成15年 9 738
林業技術コンテ
スト

第49回 高品質材生産林における若齢林枝
打ち技術の開発

賀納清
九州森林管理局森林技術
センター

35

2003 平成15年 9 738
林業技術コンテ
スト

第49回 高品質材生産林における若齢林枝
打ち技術の開発

桑俣佳昇
九州森林管理局森林技術
センター

35

2003 平成15年 9 738
林業技術コンテ
スト

第49回 留辺蘂天然林実験施業林の主要な
タイプの現状と今後

沼田純一
北海道森林管理局北見分
局森林技術第三センター

35

2003 平成15年 9 738
林業技術コンテ
スト

第49回 誘導伐実施結果による一考察 伊塚みどり
北海道森林管理局函館分
局渡島森林管理署

36

2003 平成15年 9 738
林業技術コンテ
スト

第49回 誘導伐実施結果による一考察 岸山政年
北海道森林管理局函館分
局渡島森林管理署

36

2003 平成15年 9 738 案内
夏休みの思い出「作り」(ウッディランド東京／
子ども霞が関見学デー)

吉田功 普及部編集室 36

2003 平成15年 9 738
林業技術コンテ
スト

第49回 誘導伐実施結果による一考察 中嶋博英
北海道森林管理局函館分
局渡島森林管理署

36

2003 平成15年 9 738
随筆(リレー連
載　レッドリスト
の生き物たち)

　9　「フジバカマ」 河原孝行
森林総合研究所北海道支
所森林育成研究グループ
長

38

2003 平成15年 9 738
随筆(隔月連載
シアトル便り)

No.5　レッドアルダー 勝久彦次郎
日本木材総合情報セン
ターシアトル事務所長

40

2003 平成15年 9 738
コラム(本の紹
介)

『アジアにおける森林の消失と保全』井上真
編／　(財)地球環境浅酌研究機関(IGES)監

佐々木太郎
名古屋大学農学国際教育
協力センター講師

42

2003 平成15年 9 738
コラム(5時から
セミナー)

八木久義の5時からセミナー　6　『所変われ
ば…』

八木久義
三重大学生物資源学部教
授

42

2003 平成15年 9 738 コラム(こだま) 『三種の神器』 (木通) 43

2003 平成15年 9 738
コラム(グリーン
グリーンネット)

『埼玉県における県産木材の利用推進施策
について』(埼玉県支部)

大山勝
埼玉県農林部木材利用推
進室

44

2003 平成15年 9 738
コラム(林政拾
遺抄)

『インクライン』 筒井迪夫 東京大学名誉教授 45

2003 平成15年 10 739 表紙写真
『山上湖秋景』北海道大雪山・旭岳　第50回
デジタルカメラの部・佳作

江見真理子 滋賀県志賀町在住 0

2003 平成15年 10 739 論壇
都市住民と森林・林業　－木材需要拡大へ
の課題

坂口精吾
林業科学技術振興所「森
の何でも相談室」室長

2

2003 平成15年 10 739
コラム(緑の
キーワード)

『風化と塗装』 今村祐嗣
京都大学木質科学研究所
教授

7

2003 平成15年 10 739
特集・今月の
テーマ(樹種シ
リーズ)

ブナ(上)  ブナの分布と生態 原正利
千葉県立中央博物館環境
科学研究科長

8

2003 平成15年 10 739
特集・今月の
テーマ(樹種シ
リーズ)

ブナ(上)  ブナ林の施業－結実の豊凶予測－ 今博計 北海道立林業試験場 14

2003 平成15年 10 739
特集・今月の
テーマ(樹種シ
リーズ)

ブナ(上)  ブナ材の材質と用途 中野達夫 元信州大学教授 18

2003 平成15年 10 739
特集・今月の
テーマ(樹種シ
リーズ)

ブナ(上)  ブナとともに－校区内ブナ林での学
習－

白杉幸江
京都府大宮町立大宮第三
小学校教諭

22

2003 平成15年 10 739
特集・今月の
テーマ(樹種シ
リーズ)

ブナ(上)  鳥海山のブナ林 高橋英明
東北森林管理局由利森林
管理署署長

26

2003 平成15年 10 739
特集・今月の
テーマ(樹種シ
リーズ)

ブナ(上)  関東大震災の影響を受けた丹沢の
ブナ林

中川重年
神奈川県自然環境保全セ
ンター専門研究員

28

2003 平成15年 10 739
特集・今月の
テーマ(樹種シ
リーズ)

ブナ(上)  大山(だいせん)のブナ林 橋本昇
近畿中国森林管理局鳥取
森林管理署流域管理調整
官

30

2003 平成15年 10 739 会員の広場
平成14年台風21号による森林被害と環境要
因について：衛星画像を用いての要因解析

青柳正英 北海道森林整備公社 32

2003 平成15年 10 739 会員の広場
平成14年台風21号による森林被害と環境要
因について：衛星画像を用いての要因解析

松井弘之 北海道森林整備公社 35

2003 平成15年 10 739 会員の広場
米国カリフォルニア州の世界一の巨樹、老樹
を訪ねて

小笠原隆三 鳥取大学名誉教授 36

2003 平成15年 10 739
随筆(リレー連
載　レッドリスト
の生き物たち)

　10　「国境の島で森をはぐくむ－ツシマテ
ン」

鑪雅哉
環境省西表自然保護官事
務所保護増殖専門官

40

2003 平成15年 10 739
コラム(本の紹
介)

『聞き書き 山の親父のひとりごと リンギリ・木
馬・水車製材・・・』東京の林業家と語る会　編

赤堀楠雄 林材ジャーナリスト 42

2003 平成15年 10 739
コラム(5時から
セミナー)

八木久義の5時からセミナー　7　『熱帯途上
国の薪炭事情』

八木久義
三重大学生物資源学部教
授

42

2003 平成15年 10 739 コラム(こだま) 『木の椅子と地球環境』 (あ) 43

2003 平成15年 10 739
コラム(グリーン
グリーンネット)

『ようこそ！林野庁図書館へ－15年7月よりイ
ンターネットにより公開－』

米望孝男 林野庁図書資料館 44

2003 平成15年 10 739
コラム(林政拾
遺抄)

『番匠交流センター』 筒井迪夫 東京大学名誉教授 45

2003 平成15年 11 740 表紙写真 『大豊作』　第50回一般の部1席 阪野吉平 山形県川西町在住 0

2003 平成15年 11 740 論壇
子どもたちに山の素晴らしさ・尊さを－木原
財団の軌跡

吉田雅文
木原営林大和事業財団常
務理事

2
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2003 平成15年 11 740
特集・今月の
テーマ(子ども
たちと森)

子どもたちを森に(4)－学校林  学校林の歴
史的役割と現在

奥山洋一郎 東京大学大学院 8

2003 平成15年 11 740
特集・今月の
テーマ(子ども
たちと森)

子どもたちを森に(4)－学校林  学校林活用
に向けた行政施策について－学校林整備・
活用推進事業

古庄清和
林野庁森林保全課緑化企
画係長

12

2003 平成15年 11 740
特集・今月の
テーマ(子ども
たちと森)

子どもたちを森に(4)－学校林  新たな学校林
活動に向けて－学校林と国土緑化運動

茂田和彦
国土緑化推進機構常務理
事

16

2003 平成15年 11 740
特集・今月の
テーマ(子ども
たちと森)

子どもたちを森に(4)－学校林  児童生徒が
生き生きと瞳を輝かせる学校林活動－本校
の「総合的な学習の時間」の実践《北海道標
茶町立中茶案別小中学校》

松村賢一 中茶安別小中学校教頭 20

2003 平成15年 11 740
特集・今月の
テーマ(子ども
たちと森)

子どもたちを森に(4)－学校林  学校林活動
の現場から《福島県古殿町立大久田小学校》

大山剛 大久田小学校教諭 22

2003 平成15年 11 740
特集・今月の
テーマ(子ども
たちと森)

子どもたちを森に(4)－学校林  学校林の活
用－子どもたちに自然の中で学びを《滋賀県
日野町立南比都佐小学校》

三添長一郎 南比都佐小学校校長 24

2003 平成15年 11 740
特集・今月の
テーマ(子ども
たちと森)

子どもたちを森に(4)－学校林  元気・森・もり
活動－学校林活動から《広島県布野村立横
谷小学校》

三上伸之 横谷小学校教頭 26

2003 平成15年 11 740
特集・今月の
テーマ(子ども
たちと森)

子どもたちを森に(4)－学校林  学校林活動
の現場から《鹿児島県枕崎市立金山小学校》

大久保隆志 金山小学校教頭 28

2003 平成15年 11 740 会員の広場
カラマツ70年生林分の生育過程－強度・弱
度間伐区と無間伐区の比較

下田一
東北地域環境計画研究会
専務理事

30

2003 平成15年 11 740
随筆(リレー連
載　レッドリスト
の生き物たち)

　11　「トゲネズミ Tokudaia osimensis」 鈴木仁 北海道大学大学院助教授 34

2003 平成15年 11 740
随筆(隔月連載
シアトル便り)

No.6　北米における森林認証の現状 勝久彦次郎
日本木材総合情報セン
ターシアトル事務所長

36

2003 平成15年 11 740
コラム(本の紹
介)

『森をはかる』(日本林学会「森林科学」編集
委員会編)

小林富士雄 大日本山林会会長 38

2003 平成15年 11 740
コラム(5時から
セミナー)

八木久義の5時からセミナー　8　『忘れられな
い笑顔』

八木久義
三重大学生物資源学部教
授

38

2003 平成15年 11 740 コラム(こだま) 『改革なくして成長なし』 (かわ) 39

2003 平成15年 11 740
コラム(グリーン
グリーンネット)

『ワイルドライフ・マネジメントを推進する「森
林動物共生室」　－有害鳥獣捕獲から野生
動物保護管理へ』(兵庫県支部)

浅田卓 兵庫県森林動物共生室 40

2003 平成15年 11 740
コラム(林政拾
遺抄)

『みどりのゆび』 筒井迪夫 東京大学名誉教授 41

2003 平成15年 11 740 コラム 『カラマツが動いた！』 吉田功 普及部編集室 44

2003 平成15年 12 741 表紙写真
「ぼくらのうら山プロジェクト」　第50回デジタ
ルカメラの部　佳作

奥山洋一郎 東京都在住 0

2003 平成15年 12 741 論壇 新しくなった森林総合研究所　－研究の進め 桜井尚武 森林総合研究所理事 2

2003 平成15年 12 741
コラム(緑の
キーワード)

『WEHAB』 田中和博 京都府立大学大学院教授 7

2003 平成15年 12 741
今月のテーマ
(保安林)

海岸林による津波の減災効果の評価につい
て

原田賢治
京都大学防災研究所COE
研究員

12

2003 平成15年 12 741
今月のテーマ
(保安林)

防風林の造成管理技術の進展を目指して 鳥田宏行
北海道立林業試験場研究
職員

16

2003 平成15年 12 741
今月のテーマ
(保安林)

馬瀬村の渓流付き保全林 小池永司 馬瀬村役場助役 20

2003 平成15年 12 741 海外情報 技術協力  中国の森林・林業(退耕還林)につ 大西満信 JICAプロジェクト専門家 24
2003 平成15年 12 741 会員の広場 いわて川井村のユニークな「木の博物館」 村井宏 森と緑の研究所所長 28

2003 平成15年 12 741
随筆(リレー連
載　レッドリスト
の生き物たち)

　12　「老巨木たちの行く末－山中湖村のハ
リモミ純林」

井出雄二 東京大学大学院教授 32

2003 平成15年 12 741
コラム(本の紹
介)

『地球温暖化と森林ビジネス－「地球益」をめ
ざして』(小林紀之著)

根橋達三
日本林業技術協会専務理
事

34

2003 平成15年 12 741
コラム(5時から
セミナー)

八木久義の5時からセミナー　9《最終回》
『転ばぬ先の杖』

八木久義
三重大学生物資源学部教
授

34

2003 平成15年 12 741 コラム(こだま) 『人間と機械との共生』 (Mr.CB) 35

2003 平成15年 12 741
コラム(グリーン
グリーンネット)

『木材を活用した学校施設に関する講習会が
開催』

福井昭一郎 日本林業技術協会編集室 36

2003 平成15年 12 741
コラム(林政拾
遺抄)

《最終回》　　『森林文化学』 筒井迪夫 東京大学名誉教授 37

2004 平成16年 1 742 表紙写真
『光芒の流れ』　第50回森林・林業写真コン
クール　特別テーマの部・特選

古家栄次 熊本県菊池市在住 0

2004 平成16年 1 742 あいさつ 年頭のごあいさつ 弘中義夫 日本林業技術協会理事長 2

2004 平成16年 1 742
今月のテーマ
(空中写真の現
代的利用)

<座談会>これからの森林リモートセンシング 大貫仁人 日本林業技術協会顧問 3

2004 平成16年 1 742
今月のテーマ
(空中写真の現
代的利用)

<座談会>これからの森林リモートセンシング 沢田治雄
森林総合研究所研究管理
官

3

2004 平成16年 1 742
今月のテーマ
(空中写真の現
代的利用)

<座談会>これからの森林リモートセンシング 渡辺宏 前日本林業技術協会理事 3

2004 平成16年 1 742
今月のテーマ
(空中写真の現
代的利用)

<座談会>これからの森林リモートセンシング 淵本正隆 日本測量協会技術顧問 3

2004 平成16年 1 742
今月のテーマ
(空中写真の現
代的利用)

空中写真の復権 松本光朗 森林総合研究所 11
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2004 平成16年 1 742
今月のテーマ
(空中写真の現
代的利用)

空中写真の復権 鈴木圭 日本林業技術協会 11

2004 平成16年 1 742
今月のテーマ
(空中写真の現
代的利用)

自然再生の目標像と空中写真利用 中村太士
北海道大学大学院農学研
究科教授

16

2004 平成16年 1 742
今月のテーマ
(空中写真の現
代的利用)

空中写真を用いた林相変化の把握－奧定山
渓国有林の林相とその変化

高橋正義
森林総合研究所北海道支
所主任研究官

18

2004 平成16年 1 742
今月のテーマ
(空中写真の現
代的利用)

竹林面積の把握 畠村良二
日本林業技術協会地球環
境部

20

2004 平成16年 1 742
今月のテーマ
(空中写真の現
代的利用)

竹林面積の把握 野口絵美
日本林業技術協会地球環
境部

20

2004 平成16年 1 742
今月のテーマ
(空中写真の現
代的利用)

竹林面積の把握 林治克
日本林業技術協会地球環
境部

20

2004 平成16年 1 742
今月のテーマ
(空中写真の現
代的利用)

崩壊地の分布変動を見る－変わったのはど
こ？

中北理
森林総合研究所森林管理
研究領域長

22

2004 平成16年 1 742
今月のテーマ
(空中写真の現
代的利用)

一般への普及 板垣恒夫
技術士事務所森林航測研
究代表

24

2004 平成16年 1 742 コラム 空中写真の普及を 吉田功 普及部編集室 25

2004 平成16年 1 742
今月のテーマ
(空中写真の現
代的利用)

立体視の応用－写真測量のポイント 樋渡幸男 元森林総合研究所 26

2004 平成16年 1 742
今月のテーマ
(空中写真の現
代的利用)

国の事業として撮影されている空中写真 杉山高
林野庁計画課森林資源調
査係長

30

2004 平成16年 1 742
コラム(航測
コーナー)

『遠隔探査で、湿原の植生調査に挑戦！(ゴ
ミ袋気球による空撮写真の威力)』

弓場憲生
広島県立林業技術セン
ター

32

2004 平成16年 1 742
コラム(緑の
キーワード)

『Iターンと森林管理の担い手』 藤森隆郎 日本林業技術協会 33

2004 平成16年 1 742
解説(研究調査
報告等)

(財)長野県緑の基金委託事業“第三回森林
の回廊”からの報告

杉山要
NPO法人信州そまびとク
ラブ

34

2004 平成16年 1 742 誌上教材研究
日本の美「化粧垂木」をつくる－北山林業の
見学から

山下宏文 京都教育大学 35

2004 平成16年 1 742 誌上教材研究
日本の美「化粧垂木」をつくる－北山林業の
見学から

山崎貴子 京都教育大学 35

2004 平成16年 1 742
随筆(リレー連
載　レッドリスト
の生き物たち)

　13　「針葉樹林一筋のキツツキ　－　ミユビ
ゲラ」

松岡茂
森林総合研究所北海道支
所主任研究官

38

2004 平成16年 1 742
随筆(隔月連載
シアトル便り)

　No.7　Wood Magic －米国の木材教室(1) 勝久彦次郎
日本木材総合情報セン
ターシアトル事務所長

40

2004 平成16年 1 742
コラム(グリーン
グリーンネット)

『森林を知ろう－総合学習の指導者養成講
座－』　(山梨県支部)

岡田光隆
山梨県緑化推進機構常務
理事

42

2004 平成16年 1 742
コラム(本の紹
介)

『森林サイエンス』(信州大学農学部森林科学
研究会編)

木平勇吉
日本大学生物資源学部教
授

42

2004 平成16年 1 742 コラム(こだま) 『一年の計』 (キャプテン) 43

2004 平成16年 2 743 表紙写真
『 薄化粧』第50回森林・林業写真コンクール
特別テーマの部・1席(林野庁長官賞)

岩垂誠 長野県松本市在住 0

2004 平成16年 2 743 論壇 日本林業の再生に向けて 山田壽夫 林野庁森林整備部計画課 2

2004 平成16年 2 743
コラム(緑の
キーワード)

『野生生物との共存』 藤森隆郎
(社)日本林業技術協会技
術指導役

7

2004 平成16年 2 743
今月のテーマ
(きのこの研究
と現状の課題)

きのこの研究と現状の課題 石原光朗
(独)森林総合研究所　き
のこ・微生物研究領域長

8

2004 平成16年 2 743
今月のテーマ
(きのこの研究
と現状の課題)

きのこの「表示」 馬場崎勝彦
森林総合研究所きのこ遺
伝子担当チーム長

12

2004 平成16年 2 743
今月のテーマ
(きのこの研究
と現状の課題)

地域に根ざしたきのこ栽培 菅原冬樹
秋田県森林技術センター
きのこ担当主任研究員

16

2004 平成16年 2 743
今月のテーマ
(きのこの研究
と現状の課題)

菌根性きのこの室内培養 太田明
滋賀県森林センター専門
員

19

2004 平成16年 2 743
今月のテーマ
(きのこの研究
と現状の課題)

ハタケシメジの人工培養について 西井孝文
三重県科学技術振興セン
ター林業研究部主任研究
員

22

2004 平成16年 2 743
今月のテーマ
(きのこの研究
と現状の課題)

無胞子性エリンギ品種の育成 小畠靖
奈良県森林技術センター
主任研究員

25

2004 平成16年 2 743
今月のテーマ
(きのこの研究
と現状の課題)

「博多すぎたけ」の商品化 金子周平
福岡県森林林業技術セン
ター研究部資源開発課長

28

2004 平成16年 2 743
今月のテーマ
(きのこの研究
と現状の課題)

菌根菌ショウロの接種技術 明間民央
森林総合研究所九州支所
森林微生物管理研究グ
ループ

31

2004 平成16年 2 743
解説(研究調査
報告等)

村おこしに「全日本そまびと大会」を発信－
吉野林業地・川上村－

杉浦孝蔵 東京農業大学名誉教授 34

2004 平成16年 2 743
随筆(リレー連
載　レッドリスト
の生き物たち)

　14　がけっぷちに立つヤクタネゴヨウ－屋
久島と種子島に固有の五葉松

金谷整一 森林総合研究所 38
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2004 平成16年 2 743
随筆(リレー連
載　レッドリスト
の生き物たち)

　14　がけっぷちに立つヤクタネゴヨウ－屋
久島と種子島に固有の五葉松

手塚賢至
屋久島・ヤクタネゴヨウ調
査隊

38

2004 平成16年 2 743
コラム(本の紹
介)

『森林の百科』(井上真・桜井尚武・鈴木和夫・
富田文一郎・中静透　編)

小林富士雄 大日本山林会会長 40

2004 平成16年 2 743 コラム(こだま) 『ヘチマと暖冬』 (ベランダ) 41

2004 平成16年 2 743
コラム(航測
コーナー)

遠隔探査で、湿原の植生調査に挑戦！－高
解像度衛星(イコノス)登場

弓場憲生
広島県立林業技術セン
ター

43

2004 平成16年 2 743 緑の付せん紙 木質バイオマスサミットinいわて 今野知樹
(社)日本林業技術協会地
球環境部

45

2004 平成16年 3 744 表紙写真
『ファンタジックな森』　第50 回森林･林業写
真コンクール　特別テーマの部・佳作

向井田稔雄 山口県下関市在住 0

2004 平成16年 3 744 論壇
広報媒体としての切手の活用－緑のメッセー
ジを世界に発信しよう！

羽賀正雄
東京環境工科専門学校講
師

2

2004 平成16年 3 744
コラム(緑の
キーワード)

『全国中学生ものづくり競技大会と下支え』 岡野健
(財)日本木材総合情報セ
ンター木のなんでも相談

7

2004 平成16年 3 744
特集・今月の
テーマ(間伐)

(間伐材の活用－需要促進)  森林整備に貢
献する国産材の新しい流通・加工システムの
構築に向けて－林野庁

中村道人
林野庁林政部木材課課長
補佐(木材流通担当)

8

2004 平成16年 3 744
特集・今月の
テーマ(間伐)

(間伐材の活用－需要促進)  森林管理局に
おける間伐材利用促進について－帯広分局

藤原豊宏
北海道森林管理局帯広分
局治山第四課課長

12

2004 平成16年 3 744
特集・今月の
テーマ(間伐)

(間伐材の活用－需要促進)  「ふるさとの山
の木を使おう」間伐材の利用推進－群馬県

新井隆夫
群馬県林業振興課県産材
振興グループグループ

16

2004 平成16年 3 744
特集・今月の
テーマ(間伐)

(間伐材の活用－需要促進)  多摩産間伐材
を活用した道路・河川づくり－東京都

横田協
東京都西多摩建設事務所
所長

20

2004 平成16年 3 744
特集・今月の
テーマ(間伐)

(間伐材の活用－需要促進)  地域材活用モ
デル施設整備事業(単県)から－愛知県

浅田文仁
愛知県農林水産部林務課
林政グループ技師

24

2004 平成16年 3 744
特集・今月の
テーマ(間伐)

(間伐材の活用－需要促進)  学校林を活用し
た間伐材遊具の製作－長崎県

熊崎博康
長崎県県北振興局林業部
林業課林業指導班技士

28

2004 平成16年 3 744
林業関係予算
案の概要

平成16年度森林・林業関係予算案の概要 氷見章 林野庁森林整備部計画課 32

2004 平成16年 3 744
随筆(リレー連
載　レッドリスト
の生き物たち)

　15　オガサワラクマバチ 牧野俊一
森林総合研究所昆虫生態
研究室

36

2004 平成16年 3 744
随筆(隔月連載
シアトル便り)

　No.8　Wood Magic-米国の木材教室② 勝久彦次郎
日本木材総合情報セン
ターシアトル事務所長

38

2004 平成16年 3 744 コラム(本の紹 『森林文化社会の創造』(筒井迪夫著) 笠原六郎 三重大学名誉教授 40
2004 平成16年 3 744 コラム(こだま) 『銭湯を見直そう！』 (お風呂愛好会会員) 41

2004 平成16年 3 744
コラム(航測
コーナー)

『遠隔探査で，湿原の植生調査に挑戦！－
写真測量で歪を補正』

弓場憲生
広島県立林業技術セン
ター　森林環境部

43

2004 平成16年 3 744 誌上教材研究 その2　北山杉の悲鳴が聞こえる！ 山下宏文 京都教育大学　教授 44
2004 平成16年 3 744 誌上教材研究 その2　北山杉の悲鳴が聞こえる！ 梅原伸雄 京都府園部小学校　教諭 44

2004 平成16年 4 745 論壇 地域ぐるみの交流・上農みどり塾 遠山善治
長野県上伊那農業高等学
校教諭

2

2004 平成16年 4 745
コラム(緑の
キーワード)

『生態系管理』 藤森隆郎
日本林業技術協会技術指
導役

7

2004 平成16年 4 745
コラム(航測
コーナー)

『GPS/IMU を用いた空中写真の直接定位シ
ステム』

土居原健
アジア航測(株)総合研究
所研究部部長

27

2004 平成16年 4 745 特別寄稿 ポスト化石時代のバイオマスとその利活用 坂志朗 京都大学教授 28
2004 平成16年 4 745 会員の広場 英国・大ブリテン島の巨樹・老樹を訪ねて 小笠原隆三 鳥取大学名誉教授 36

2004 平成16年 4 745
コラム(本の紹
介)

『破壊から再生へ アジアの森から』(依光良
三編著)

大田伊久雄
京都大学大学院農学研究
科

40

2004 平成16年 4 745
コラム(グリーン
グリーンネット)

『九州大学のキャンパス移転と，市民・学生
による自然保全活動』(九州大学支部)

薛孝夫 九州大学大学院助教授 40

2004 平成16年 4 745 コラム(こだま) 『無題』 (田舎人) 41

2004 平成16年 4 745 緑の付せん紙
『木材乾燥の研究成果発表・スギ材乾燥の
高速化と高品質化』

福井昭一郎 日本森林技術協会普及部 42

2004 平成16年 5 746 表紙写真
『森に生きる』第51回森林・林業写真コンクー
ルデジタル写真の部・佳作

宮崎正秀 三重県名張市在住 0

2004 平成16年 5 746 論壇 21世紀エコミュニティのものづくり・街づくり 古藤田香代子
環境・地域づくり，消費生
活アドバイザー

2

2004 平成16年 5 746
コラム(緑の
キーワード)

『京都議定書と木材利用』 大熊幹章
(財)日本住宅・木材技術セ
ンター特別研究員

12

2004 平成16年 5 746
日本林学会大
会

第115回(東京大学)  「森林認証制度と我が
国の森林・林業の将来」より

白石則彦 東京大学 14

2004 平成16年 5 746
日本林学会大
会

第115回(東京大学)  T4 　マツ枯れ・マツ材線
虫病研究の現在

中村克典 森林総合研究所九州支所 16

2004 平成16年 5 746 日本林学会大 第115回(東京大学)  T5 　森林教育研究の展 比屋根哲 岩手大学 17

2004 平成16年 5 746
日本林学会大
会

第115回(東京大学)  T9 　技術者教育プログ
ラムと人材育成(日本林学会JABEE セッショ

服部重昭
名古屋大学

18

2004 平成16年 5 746
日本林学会大
会

第115回(東京大学)  T12　人工林の生態学
－日本発，世界へ

伊藤哲 宮崎大学 20

2004 平成16年 5 746
日本林学会大
会

第115回(東京大学)  T16　どうする？　多面
的機能に応じた森林区分

岩岡正博 東京農工大学 21

2004 平成16年 5 746
日本林学会大
会

第115回(東京大学)  第9 回森林施業研究会
シンポジウム　長伐期施業の可能性を探る

大住克博 森林総合研究所関西支所 22

2004 平成16年 5 746 寄稿
インドネシアの森林火災問題―森林火災の
動向と火災防止への取り組みについて

井上幹博 林野庁監査室監査官 23

2004 平成16年 5 746
トピック・トピッ
クス・とぴっくす

高校の演習林でGIS?!―高校生と取り組む演
習林の調査

井上真理子
東京都立農林高等学校林
業科

28

2004 平成16年 5 746
随筆(リレー連
載　レッドリスト
の生き物たち)

　16　希少樹種ユビソヤナギ 鈴木和次郎
森林総合研究所群落動態
研究室

32

2004 平成16年 5 746
随筆(隔月連載
シアトル便り)

　No.9　ヘルシーフォレスト－米国連邦有林
の最優先課題　≪最終回≫

勝久彦次郎
前日本木材総合情報セン
ターシアトル事務所長(現
FAO)

34

2004 平成16年 5 746 コラム(本の紹 『森林計画学』(木平勇吉編著) 石井寛 北海道大学農学研究科教 38
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2004 平成16年 5 746 コラム(本の紹 『技術者の倫理』(今村遼平著) 塚本良則 東京農工大学名誉教授 38
2004 平成16年 5 746 コラム(こだま) 『ヤマの時間』 (すくすく) 39

2004 平成16年 5 746
コラム(航測
コーナー)

『航空レーザ測量システム』 土居原健
アジア航測(株)総合研究
所研究部部長

41

2004 平成16年 5 746 誌上教材研究 その3　秋田杉をつくったのは…(上) 山下宏文 京都教育大学教授 42
2004 平成16年 5 746 誌上教材研究 その3　秋田杉をつくったのは…(上) 小坂靖尚 秋田県増田小学校教諭 42

2004 平成16年 6 747 表紙写真
『ぼくらは巨木探検隊』第51回森林・林業写
真コンクール　デジタル写真の部・1席(林野

高橋浩幸 山形県真室川町在住 0

2004 平成16年 6 747 論壇 ヒト社会の持続可能性と森林 小林一三 秋田県立大学教授 2

2004 平成16年 6 747
コラム(緑の
キーワード)

『森林整備に欠かせない木材利用』 小池秀夫
(社)日本林業協会事務局
長

7

2004 平成16年 6 747
特集・今月の
テーマ(樹種シ
リーズ)

ブナ(中)  ブナ林の歴史と分化 戸丸信弘
名古屋大学大学院生命農
学研究科助教授

8

2004 平成16年 6 747
特集・今月の
テーマ(樹種シ
リーズ)

ブナ(中)  ブナ林施業－変遷と課題 谷本丈夫 宇都宮大学農学部教授 12

2004 平成16年 6 747
特集・今月の
テーマ(樹種シ
リーズ)

ブナ(中)  ツキノワグマはブナの夢を見る
か？

岡輝樹
森林総合研究所東北支所
主任研究官

18

2004 平成16年 6 747
特集・今月の
テーマ(樹種シ
リーズ)

ブナ(中)  ブナの食文化 杉浦孝蔵 東京農業大学名誉教授 22

2004 平成16年 6 747
特集・今月の
テーマ(樹種シ
リーズ)

ブナ(中)  ブナ林分布の北限－黒松内低地帯
のブナ林

斎藤均 黒松内町ブナセンター 26

2004 平成16年 6 747
特集・今月の
テーマ(樹種シ
リーズ)

ブナ(中)  大杉谷(大台ケ原)のブナ林 枡田満 三重県宮川村役場産業課 28

2004 平成16年 6 747
特集・今月の
テーマ(樹種シ
リーズ)

ブナ(中)  庶民の娯楽・パチンコを支えるブナ
合板

吉田功 普及部 30

2004 平成16年 6 747
コラム(航測
コーナー)

『デジタル写真測量』 土居原健
アジア航測(株)総合研究
所研究部部長

31

2004 平成16年 6 747
随筆(リレー連
載　レッドリスト
の生き物たち)

　17　ゴ　ギ 内藤順一
広島県立安古市高等学校
教諭

32

2004 平成16年 6 747
コラム(グリーン
グリーンネット)

『「空と海　心をつなぐ森づくり」第55 回全国
植樹祭が西都市で開催』(宮崎県支部)

久間喜美生
宮崎県全国植樹祭準備室
総務係

34

2004 平成16年 6 747
コラム(本の紹
介)

『作業道－理論と環境保全機能』(酒井秀夫
著)

熊崎実
岐阜県立森林文化アカデ
ミー学長

34

2004 平成16年 6 747 コラム(こだま) 『2つの水先案内書』 (Forest Diver) 35

2004 平成16年 6 747 緑の付せん紙
『来年3 月25 日開幕！「2005 年日本国際博
覧会」』

河野通治 林野庁計画課 36

2004 平成16年 7 748 表紙写真
『爽渓』第51回森林・林業写真コンクール　デ
ジタルカメラの部2 席

古家栄次 熊本県菊池市在住 0

2004 平成16年 7 748 あいさつ
「新任のごあいさつ」と「社団法人日本森林技
術協会」の名称変更について

根橋達三 日本森林技術協会理事長 2

2004 平成16年 7 748 論壇
広葉樹の植林における遺伝子攪乱－地域性
消失の危惧

吉丸博志
(独)森林総合研究所生態
遺伝研究室室長

3

2004 平成16年 7 748
特集・今月の
テーマ(森林

(整備と運用)  北海道の一般民有林GIS につ
いて

菅野正人
北海道立林業試験場資源
解析科研究主任

8

2004 平成16年 7 748
特集・今月の
テーマ(森林

(整備と運用)  愛媛県の全庁型GIS －データ
構成と運用の実際

若田宗孝
愛媛県森林局林業政策課
森林計画係主任

12

2004 平成16年 7 748
特集・今月の
テーマ(森林

(整備と運用)  「しまね森林情報ステーション」
を活用した森林計画業務について

グループ 島根県森林計画グループ 16

2004 平成16年 7 748
コラム(緑の
キーワード)

『メンテナンス』 今村祐嗣
京都大学生存圏研究所教
授

19

2004 平成16年 7 748 林業技術賞
第50回林業技術賞  北海道におけるカラマツ
を中心とした森林害虫の総合的防除技術の
研究とその普及

原秀穂
北海道立林業試験場森林
保護部主任研究員兼病虫
科長

20

2004 平成16年 7 748 林業技術賞
第50回林業技術賞  林業労働の安全対策の
研究とその普及　林業労働安全ノート－林業
で働く人を大切に

石井邦彦
元農林水産省森林総合研
究所企画調整部連絡室長

22

2004 平成16年 7 748 林業技術賞
第50回林業技術賞  冠雪害の危険度評価法
に関する研究とその実用化

嘉戸昭夫
富山県林業技術センター
林業試験場副主幹研究員

24

2004 平成16年 7 748
学生林業技術
研究論文コンテ

第15回林野庁長官賞  人里に生息するニホ
ンザルの晩秋期の土地利用および採食様式

大田原由紀子
東京大学農学部応用生命
科学課程森林生物科学専

26

2004 平成16年 7 748
学生林業技術
研究論文コンテ

第15回林野庁長官賞  葉緑体DNA 塩基配列
を用いた東南アジアのフタバガキ科の分子

福江陽子
筑波大学生物資源学類生
物資源生産科学主専攻

27

2004 平成16年 7 748
学生林業技術
研究論文コンテ

第15回日本林学会会長賞  イタヤカエデの性
表現と結実

関根加奈子
北海道大学農学部森林科
学科

28

2004 平成16年 7 748
学生林業技術
研究論文コンテ
スト

第15回日本林業技術協会理事長賞  中国の
カルスト地域における退耕環林と封山育林の
現状と課題

荒井知朗
東京農工大学農学部地域
生態システム学科

28

2004 平成16年 7 748
学生林業技術
研究論文コンテ

第15回日本林業技術協会理事長賞  森林斜
面土層の保水性・透水性の推定手法の検討

奥崎恵一
鳥取大学農学部生物資源
環境学科緑地防災学分野

29

2004 平成16年 7 748
学生林業技術
研究論文コンテ
スト

第15回日本林業技術協会理事長賞  「緑の
雇用対策」に見る高失業時代の林業労働問
題－宮崎県耳川流域を事例に

園屋奈緒子
九州大学農学部生物資源
環境学科

30

2004 平成16年 7 748
学生林業技術
研究論文コンテ
スト

第15回日本林業技術協会理事長賞特別賞
日本一の大ケヤキを教育へ活かす－山形県
東根の大ケヤキ

奥山賢司
日本大学生物資源科学部
森林資源科学科

30

2004 平成16年 7 748 案内
平成16年　緑化推進運動功労者内閣総理大
臣表彰

吉田功 31

2004 平成16年 7 748 寄稿
松野(★)とクララ夫人－曾孫ニコラウス氏の
来日を機に－

小林富士雄 大日本山林会会長 32
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2004 平成16年 7 748
随筆(リレー連
載　レッドリスト
の生き物たち)

　18　カワシンジュガイ 内藤順一
広島県立安古市高等学校
教諭

36

2004 平成16年 7 748

随筆(連載―ア
パカバール，イ
ンドネシア－あ
る国際協力－)

　第1章　出発 宮川秀樹 JICA専門家 39

2004 平成16年 7 748
コラム(本の紹
介)

『森林保護学』(鈴木和夫編著) 小林一三
秋田県立大学生物資源科
学部教授

40

2004 平成16年 7 748
コラム(本の紹
介)

『森林経理から見た世界』(箕輪光博著) 白石則彦
東京大学農学生命科学研
究科助教授

40

2004 平成16年 7 748 コラム(こだま) 『一石二鳥のハイキング』 (Mosaic) 41

2004 平成16年 7 748
コラム(航測
コーナー)

『航空写真もインターネットで見る時代』 木谷一志
デジタル・アース・テクノロ
ジー株式会社営業推進部

42

2004 平成16年 7 748 誌上教材研究 その4　秋田杉をつくったのは…(下) 山下宏文 京都教育大学教授 43

2004 平成16年 7 748 誌上教材研究 その4　秋田杉をつくったのは…(下) 小坂靖尚
秋田県増田町立増田小学
校教諭

43

2004 平成16年 8 749 表紙写真 『コナラ林へようこそ』山梨県・韮崎市山林に 牛山俊男 自然写真家 0

2004 平成16年 8 749 あいさつ 『森林技術』初号の発刊にあたって 根橋達三
(社)日本森林技術協会理
事長

2

2004 平成16年 8 749 論壇 小笠原国有林における森林生態系回復の闘 野口章 関東森林管理局監査官 3

2004 平成16年 8 749
特集・今月の
テーマ(子ども
たちと森)

子どもたちを森に(5)  健全な自然観(森林観)
を育成するための学校林の活用

菅井啓之
ノートルダム学院小学校
教諭

8

2004 平成16年 8 749
特集・今月の
テーマ(子ども
たちと森)

子どもたちを森に(5)  森林環境教育と子ども
たち

平井富子
千葉県木更津市立波岡小
学校教諭

12

2004 平成16年 8 749
特集・今月の
テーマ(子ども
たちと森)

子どもたちを森に(5)  国有林の「遊々の森」
における体験活動事例について

三好誠司
林野庁国有林野総合利用
推進室課長補佐

16

2004 平成16年 8 749
視点・焦点

森林整備保全事業計画の策定－森林の整
備保全の定量的な成果の設定をめぐって

長﨑屋圭太 林野庁治山課治山対策官 20

2004 平成16年 8 749
林業技術コンテ
スト

第50回林野庁長官賞  イヌワシの生息環境
を保全するための森林施業について

仁平明彦
関東森林管理局中越森林
管理署

24

2004 平成16年 8 749
林業技術コンテ
スト

第50回林野庁長官賞  イヌワシの生息環境
を保全するための森林施業について

片桐保典
関東森林管理局中越森林
管理署

24

2004 平成16年 8 749
林業技術コンテ
スト

第50回林野庁長官賞  イヌワシの生息環境
を保全するための森林施業について

櫻井勝
関東森林管理局中越森林
管理署

24

2004 平成16年 8 749
林業技術コンテ
スト

第50回日本林業技術協会理事長賞  ハン
ディGPS を利用した白神山地の巡視業務に

寺西貴子 東北森林管理局総務課 26

2004 平成16年 8 749
林業技術コンテ
スト

第50回日本林業技術協会理事長賞  ハン
ディGPS を利用した白神山地の巡視業務に

冨樫定史 津軽森林管理署 26

2004 平成16年 8 749
林業技術コンテ
スト

第50回日本林業技術協会理事長賞  低コス
ト林業生産システム原価計算プログラムの開
発について

佐々木重樹
静岡県林業技術センター
森林育成スタッフ副主任

28

2004 平成16年 8 749
林業技術コンテ
スト

第50回  トドマツ列状間伐実施林分における
下層植生現況についての報告

北村行範
北海道森林管理局斜里森
林事務所森林官

29

2004 平成16年 8 749
林業技術コンテ
スト

第50回  樹木博士認定会の取り組み 井上勝子 函館事務所所員 30

2004 平成16年 8 749
林業技術コンテ
スト

第50回  樹木博士認定会の取り組み 三島弘世
後志森林管理署技術専門
官

30

2004 平成16年 8 749
林業技術コンテ
スト

第50回  海岸林の再生について－広葉樹へ
の樹種転換

松橋勝弘
東北森林管理局由利森林
管理署治山課長

30

2004 平成16年 8 749
林業技術コンテ
スト

第50回  海岸クロマツ林の下に植栽したタブ
ノキの現状と問題点－海岸防災林としての

加藤正司
(有)環境土木設計事務所
代表取締役

31

2004 平成16年 8 749
林業技術コンテ
スト

第50回  丹沢の自然は今－丹沢再生に向け
ての取り組み

田川将昭
関東森林管理局丹沢森林
事務所森林官

31

2004 平成16年 8 749
コラム(航測
コーナー)

『マルチからハイパースペクトラルへ』 木谷一志
デジタル・アース・テクノロ
ジー株式会社営業推進部

33

2004 平成16年 8 749
学術研究奨励
(成果報告(概
要))

第6回  林業において共同投資が成功する要
因－ニュージーランド林業でのパートナー
シップを事例として

須田香織
日本大学大学院生物資源
科学研究科大学院研究生

34

2004 平成16年 8 749
学術研究奨励
(成果報告(概

第6回  森林生態系の炭素循環における有機
物分解過程の定量化と機構の解明

上村真由子
神戸大学大学院自然科学
研究科

36

2004 平成16年 8 749
コラム(グリーン
グリーンネット)

『愛知万博・県パビリオンの使用木材を小学
校建築にリユース』(愛知県支部)

稲葉崇明
愛知県豊田加茂農林水産
事務所林業改良指導員

38

2004 平成16年 8 749 コラム(本の紹 『ふるさとの荒れ地を緑に』(村井宏　　編著) 竹内美次 (独)森林総合研究所 38
2004 平成16年 8 749 コラム(こだま) 『電脳化社会の壁』 (草刈) 39

2004 平成16年 8 749
興林会・日林協
あれこれ

会員配布(「おみとおし」(社)日本森林技術協
会名称変更記念)  「おみとおし」って何？

関根亨
(社)日本森林技術協会技
術研究部

42

2004 平成16年 8 749
興林会・日林協
あれこれ

会員配布(「おみとおし」(社)日本森林技術協
会名称変更記念)  「おみとおし」開発物語

河野裕之
東北森林管理局岩手北部
森林管理署署長

43

2004 平成16年 9 750 表紙写真
『霧』　第51回森林・林業写真コンクール　デ
ジタルカメラの部・2 席

滝沢康幸 長野県須坂市在住 0

2004 平成16年 9 750 論壇 消費者の目から見た国産材と木造住宅 飯島泰男 秋田県立大学教授 2

2004 平成16年 9 750
コラム(緑の
キーワード)

『スギの圧密化』 岡野健
(財)日本木材総合情報セ
ンター木のなんでも相談

7

2004 平成16年 9 750
今月のテーマ
(森づくりと作業

森づくりの主役・作業道 酒井秀夫
東京大学大学北海道演習
林長，教授

8

2004 平成16年 9 750
今月のテーマ
(森づくりと作業

島根県における間伐作業道整備 林真弘
島根県森林整備課森林育
成・間伐グループ主任

12

2004 平成16年 9 750
今月のテーマ
(森づくりと作業

作業道等の現状等について 中西誠
林野庁森林整備部整備課
課長補佐

16

2004 平成16年 9 750
林業技術コンテ
スト

第50回林野庁長官賞  地域住民と連携した
里山林の新たな管理の一手法－城山国有林
に自生する竹林整備の試み

宮下裕次
山口森林管理事務所岩国
森林官

20
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2004 平成16年 9 750
林業技術コンテ
スト

第50回林野庁長官賞  地域住民と連携した
里山林の新たな管理の一手法－城山国有林
に自生する竹林整備の試み

田口康宏
福井森林管理署今庄森林
官

20

2004 平成16年 9 750
林業技術コンテ
スト

第50回林野庁長官賞  南永江地区における
森林整備と地域材活用について－林業改良
指導の活動事例の紹介

山﨑隆
長野県北信地方事務所林
務課主査

22

2004 平成16年 9 750
林業技術コンテ
スト

第50回日本林業技術協会理事長賞  境界不
明標解消への取り組み

田中真二
中部森林管理局愛知森林
管理事務所森林官

24

2004 平成16年 9 750
林業技術コンテ
スト

第50回日本林業技術協会理事長賞  「仁淀
川」山の手入れで元気モリモリ事業について

山崎豊久
高知県伊野町役場産業経
済課課長

26

2004 平成16年 9 750
林業技術コンテ
スト

第50回  ヒノキ間伐試験結果から見たこれか
らの森林施業について－ヒノキ列状間伐の

井口智
木曽森林管理署森林ふれ
あい係長

27

2004 平成16年 9 750
林業技術コンテ
スト

第50回  ヒノキ間伐試験結果から見たこれか
らの森林施業について－ヒノキ列状間伐の

三村晴彦 森林技術専門官 27

2004 平成16年 9 750
林業技術コンテ
スト

第50回  千本山周辺の治山事業による総合
的な整備について

今城和洋
安芸森林管理署治山課治
山第二係長

28

2004 平成16年 9 750
林業技術コンテ
スト

第50回  チェンソー防護衣の開発について 渡邊茂義 (株)トーヨ代表取締役 28

2004 平成16年 9 750
林業技術コンテ
スト

第50回  千本山周辺の治山事業による総合
的な整備について

浜田淳史 魚梁瀬治山事業所係員 28

2004 平成16年 9 750
林業技術コンテ
スト

第50回  「こうち山の日」の取り組みについて 遠山寿起
高知県嶺北林業振興事務
所林業改良指導員

29

2004 平成16年 9 750
林業技術コンテ
スト

第50回  高密度作業路を活用した高性能林
業機械による間伐生産事業の取り組みにつ

黒谷幸樹
北薩森林管理署業務第一
課経営係長

29

2004 平成16年 9 750
林業技術コンテ
スト

第50回  「こうち山の日」の取り組みについて 清水保普 林業改良指導員 29

2004 平成16年 9 750
林業技術コンテ
スト

第50回  高密度作業路を活用した高性能林
業機械による間伐生産事業の取り組みにつ

藤井武史 経営係 29

2004 平成16年 9 750 会員の広場 芦生の森のトロッコ 二村一男
京都大学フィールド科学
教育研究センター

30

2004 平成16年 9 750 会員の広場 産直新システム「ともいきの杉」 田原賢 「ともいきの杉」グループ 33

2004 平成16年 9 750
コラム(航測
コーナー)

『レーザースキャナーのデータによる単木認
識の方法』

木谷一志
デジタル・アース・テクノロ
ジー株式会社営業推進部

37

2004 平成16年 9 750

随筆(連載―ア
パカバール，イ
ンドネシア－あ
る国際協力－)

　第2章　コタ 宮川秀樹 JICA専門家 39

2004 平成16年 9 750
トピック・トピッ
クス・とぴっくす

『「子ども霞が関見学デー」開催』(農林水産
省)

吉田功
日本森林技術協会編集担
当

40

2004 平成16年 9 750
コラム(本の紹
介)

『これならできる山づくり』(鋸谷茂・大内正伸
著)

藤森隆郎
日本森林技術協会技術指
導役

40

2004 平成16年 9 750 コラム(こだま) 『森とともに創るこれからの社会』 (S) 41
2004 平成16年 9 750 誌上教材研究 その5　東大寺大仏殿と田上山 山下宏文 京都教育大学教授 42
2004 平成16年 9 750 誌上教材研究 その5　東大寺大仏殿と田上山 立花禎唯 高槻市立松原小学校教諭 42
2004 平成16年 10 750 表紙写真 『紅葉下のエゾリス』　第51回一般写真の部・ 浦上雅守 北海道滝川市在住 0
2004 平成16年 10 751 論壇 森林による水保全機能の発現機構について 陶山正憲 静岡大学農学部教授 2

2004 平成16年 10 751
コラム(緑の
キーワード)

『木質構造とこれからの木質構造研究の方
向』

大熊幹章
(財)日本住宅・木材技術セ
ンター特別研究員

8

2004 平成16年 10 751
特集・今月の
テーマ(間伐)

(間伐の推進)  わが国の間伐推進の現状と
課題－国民の信頼に応える次期間伐等対策

古久保英嗣
林野庁森林整備部整備課
造林間伐対策室長

10

2004 平成16年 10 751
特集・今月の
テーマ(間伐)

(間伐の推進)  高齢級スギ人工林の間伐－
成長と密度管理

澤田智志
秋田県森林技術センター
主任研究員

14

2004 平成16年 10 751
特集・今月の
テーマ(間伐)

(間伐の推進)  間伐雑感－安房西部森林組
合での仕事を通じて

武山冨士雄 安房西部森林組合参事 23

2004 平成16年 10 751 会員の広場 アフリカ東南部のバオバブの巨樹を訪ねて 小笠原隆三 鳥取大学名誉教授 27
2004 平成16年 10 751 会員の広場 楷樹の因縁 山路木曽男 川越市在住 30

2004 平成16年 10 751

随筆(連載―ア
パカバール，イ
ンドネシア－あ
る国際協力－)

　第3章　マンガラ・ワナバクティ(上) 宮川秀樹 JICA専門家 33

2004 平成16年 10 751
コラム(本の紹
介)

『木材・樹木用語辞典』(神谷文夫・平川泰彦・
葉石猛夫・海老原徹編著)

飯村豊
宮崎県木材利用技術セン
ター工法開発部長

34

2004 平成16年 10 751 コラム
公開フォーラム 『緑の循環』－豊かな森と活
力ある地域づくりに向けて

福井昭一郎 日本森林技術協会普及部 34

2004 平成16年 10 751 コラム(こだま) 『猛暑と台風と地球温暖化』 (I) 35

2004 平成16年 10 751
コラム(航測
コーナー)

『高解像度衛星画像と航空レーザデータを融
合して緑被総量を把握する』

瀬戸島政博
国際航業㈱技術・事業開
発本部技師長・研究室長

37

2004 平成16年 10 751 緑の付せん紙 『平成16年度森林情報士認定資格養成研 福井昭一郎 森林情報士事務局 38

2004 平成16年 11 752 表紙写真
『銘木市』　第51回森林・林業写真コンクール
デジタル写真の部・佳作

川口善也氏 岐阜県多治見市在住 0

2004 平成16年 11 752 論壇 林業と自然保護　さらなる融和への道 中岡茂
(独)森林総合研究所 研究
管理科長

2

2004 平成16年 11 752

今月のテーマ
(10周年を迎え
た森林GIS
フォーラム)

森林GIS フォーラム10周年記念地域セミナー
in 岐阜

山本伸幸
(独)森林総合研究所林業
経営・政策研究領域

8

2004 平成16年 11 752

今月のテーマ
(10周年を迎え
た森林GIS
フォーラム)

基調講演　森林GIS の課題 木平勇吉
日本大学生物資源科学部
教授

10

2004 平成16年 11 752

今月のテーマ
(10周年を迎え
た森林GIS
フォーラム)

パネルディスカッション　森林資源データ利用
の課題－精度の問題，データは誰のもの，自
治体の体制は？－

松村直人
三重大学生物資源学部助
教授

15

2004 平成16年 11 752
コラム(緑の
キーワード)

『攪乱』 藤森隆郎
(社)日本森林技術協会技
術指導役

19



西暦
(数値)

年号
月
(数値)

No(数
値文

記事区分 記事タイトル 筆者・編者 所属等
頁
(数値)

2004 平成16年 11 752
解説(研究調査
報告等)

「環境の保全のための意欲の増進及び環境
教育の推進に関する法律」成立の背景と課

山下宏文
京都教育大学教育学部社
会科学科教授

20

2004 平成16年 11 752
視点・焦点

国内の大面積皆伐放置問題について 野田巌
(独)森林総合研究所九州
支所森林資源管理研究グ
ループ

24

2004 平成16年 11 752
解説(研究調査
報告等)

(工夫)  貪欲ユーザーの勧め 水野雅夫
NPO 法人Woodsman
Workshop 代表

28

2004 平成16年 11 752 海外情報
(森林紀行)  イラン，カスピ海南岸の森林～
東亜と欧州の間に取り残された夏緑広葉樹

大住克博 森林総合研究所関西支所 30

2004 平成16年 11 752

随筆(連載―ア
パカバール，イ
ンドネシア－あ
る国際協力－)

　第3章　マンガラ・ワナバクティ(下) 宮川秀樹 JICA専門家 37

2004 平成16年 11 752
コラム(航測
コーナー)

『時系列な航空レーザデータを融合して落葉
広葉樹林の階層構造を把握する』

瀬戸島政博
国際航業㈱技術･事業開
発本部技師長

38

2004 平成16年 11 752 誌上教材研究 その6　荒廃する身近な森林 山下宏文 京都教育大学教授 39
2004 平成16年 11 752 誌上教材研究 その6　荒廃する身近な森林 小野婦喜子 東京学芸大学大学院2年 39

2004 平成16年 11 752
コラム(グリーン
グリーンネット)

『「森林づくりビジョン共創フォーラム」を開催』
(滋賀県支部)

廣瀬正明
滋賀県林務緑政課　林政
企画グループ副主幹

40

2004 平成16年 11 752 コラム(こだま) 『高齢者のあり方』 (木通) 41

2004 平成16年 12 753 表紙写真
『ジャンボしめ縄』第51回一般写真の部・特選
(農林水産大臣賞)

松田昇 徳島県三加茂町在住 0

2004 平成16年 12 753 論壇 森林機能論の史的考察と施業技術の展望 中村太士
北海道大学大学院森林管
理保全学講座教授

2

2004 平成16年 12 753
コラム(緑の
キーワード)

『ギャップ』 藤森隆郎
(社)日本森林技術協会技
術指導役

7

2004 平成16年 12 753 展望 これからの山村活性化への道 新井ゆたか
林野庁計画課森林総合利
用･山村振興室室長

8

2004 平成16年 12 753
視点・焦点

(動物害(シカ・クマ)二題)  平成16 年夏東京・
多摩地域のシカ森林被害緊急調査

真田勉
東京都森林事務所森林産
業課造林係課長補佐

12

2004 平成16年 12 753
視点・焦点

(動物害(シカ・クマ)二題)  ツキノワグマと森林
管理の百年

羽澄俊裕
(株)野生動物保護管理事
務所代表取締役

18

2004 平成16年 12 753
報告(森林ボラ
ンティア(人材
育成制度)二

近畿中国森林管理局における「森林ボラン
ティアリーダー養成スクール」の取り組み

髙山伸昌
近畿中国森林管理局計画
部指導普及課企画係長

22

2004 平成16年 12 753
報告(森林ボラ
ンティア(人材
育成制度)二

市民参加の森づくり活動における「技術習得
制度」(Foresting License)

木俣知大
特定非営利活動法人森づ
くりフォーラム

25

2004 平成16年 12 753 被災地撮影
デジタル航空カメラがとらえた新潟県中越地
震被災地

アジア航測株式会社 30

2004 平成16年 12 753

随筆(連載―ア
パカバール，イ
ンドネシア－あ
る国際協力－)

　第4章　ホームパーティー 宮川秀樹 JICA専門家 33

2004 平成16年 12 753
コラム(航測
コーナー)

『航空オルソ画像と航空レーザデータを融合
して林相を区分する』

瀬戸島政博
国際航業㈱技術･事業開
発本部技師長･研究室長

34

2004 平成16年 12 753
コラム(本の紹
介)

『ビデオ　緑の回廊－生物多様性の保全』(企
画：(社)国土緑化推進機構)

加藤仁
日本森林技術協会技術研
究部

36

2004 平成16年 12 753 コラム(本の紹 『森林と地球環境保全』(藤森隆郎著) 河原輝彦 東京農業大学教授 36
2004 平成16年 12 753 コラム(こだま) 『経済嫌いの疑念』 (丙) 37

2005 平成17年 1 754 表紙写真
『冬山』　第51 回森林・林業写真コンクール
一般写真の部・2 席

有井寿美男 長野県佐久町在住 0

2005 平成17年 1 754 あいさつ 年頭のごあいさつ 根橋達三
社団法人日本森林技術協
会理事長

2

2005 平成17年 1 754
今月のテーマ
(2005 年の地
球温暖化問題)

京都議定書報告に向けた森林吸収量算定手
法開発の取り組み

松本光朗
(独)森林総合研究所林業
システム研究室室長

3

2005 平成17年 1 754
今月のテーマ
(2005 年の地
球温暖化問題)

森林土壌のCO2 吸収能 森貞和仁
(独)森林総合研究所温暖
化物質担当チーム長

10

2005 平成17年 1 754 コラム 1 校に1 台の巻枠を 吉田功 日本森林技術協会普及部 15

2005 平成17年 1 754
今月のテーマ
(2005 年の地
球温暖化問題)

木材の利用とCO2 削減効果 外崎真理雄
(独)森林総合研究所物性
研究室室長

16

2005 平成17年 1 754
今月のテーマ
(2005 年の地
球温暖化問題)

リモートセンシング解析による森林変化 粟屋善雄
(独)森林総合研究所環境
変動モニタリング担当チー
ム長

22

2005 平成17年 1 754
今月のテーマ
(2005 年の地
球温暖化問題)

CDM 植林のルールと最近の動向 赤木利行 林野庁計画課調査官 27

2005 平成17年 1 754
解説(研究調査
報告等)

「遊々の森子どもサミット」について 多田弘之
近畿中国森林管理局計画
部企画官

32

2005 平成17年 1 754 会員の広場 林業に就いて 鈴木大介 利根沼田森林組合 34

2005 平成17年 1 754
コラム(緑の
キーワード)

『生態系の復帰可能性』 藤森隆郎
(社)日本森林技術協会技
術指導役

35

2005 平成17年 1 754

随筆(連載―ア
パカバール，イ
ンドネシア－あ
る国際協力－)

　第5章　　パダン料理 宮川秀樹 JICA専門家 37

2005 平成17年 1 754 あいさつ 日本森林学会からのごあいさつ 桜井尚武 日本森林学会会長 38

2005 平成17年 1 754
コラム(本の紹
介)

『山と森への渡り鳥』(北川勝弘著) 木平勇吉
日本大学生物資源科学部
教授

38

2005 平成17年 1 754 コラム(こだま) 『林学と林産学の運命は？』 (かわ) 39

2005 平成17年 1 754
コラム(航測
コーナー)

『松林を知らない世代が』 中北理
(独)森林総合研究所森林
管理研究領域長

40

2005 平成17年 1 754 誌上教材研究 里山を未来に伝える 吉田彰子 兵庫県江川小学校教諭 42
2005 平成17年 1 754 誌上教材研究 里山を未来に伝える 山下宏文 京都教育大学教授 42



西暦
(数値)

年号
月
(数値)

No(数
値文

記事区分 記事タイトル 筆者・編者 所属等
頁
(数値)

2005 平成17年 1 754 緑の付せん紙
『復刻『北支那の林業概観』／緑のある町づ
くり－桜新町』

吉田功 日本森林技術協会普及部 45

2005 平成17年 2 755 表紙写真
『焼樹伐採』松本市にて　　第51回　一般写真
の部・1 席(林野庁長官賞)

岩垂誠 長野県松本市在住 0

2005 平成17年 2 755 論壇 国産材雑感 笠木和雄
前名古屋木材株式会社取
締役会長

2

2005 平成17年 2 755
コラム(緑の
キーワード)

『ポスト京都』 赤木利行 林野庁計画課調査官 7

2005 平成17年 2 755

今月のテーマ
(魅力ある山
村・元気ある山
村をめざして)

『森業・山業創出支援総合対策』について 新井ゆたか
林野庁森林総合利用･山
村振興室室長

8

2005 平成17年 2 755

今月のテーマ
(魅力ある山
村・元気ある山
村をめざして)

ふるさとの宝物(自然・文化・人)を活かした
グリーンツーリズムの里－旧・宮村(現・高山
市)

中島照雅
NPO ひだ位山ふるさと学
校体験部会

12

2005 平成17年 2 755

今月のテーマ
(魅力ある山
村・元気ある山
村をめざして)

創意・工夫で町づくり，人づくり－上勝町 花本靖 上勝町産業課 15

2005 平成17年 2 755

今月のテーマ
(魅力ある山
村・元気ある山
村をめざして)

世界に広がる産業遺産－新居浜市・旧別子
遺跡等の活用

坪井利一郎
新居浜市企画部産業遺産
活用室室長

18

2005 平成17年 2 755

今月のテーマ
(魅力ある山
村・元気ある山
村をめざして)

都市と農山村漁村との共生と対流の先駆者
「世田谷区民健康村づくり」の根底にあるもの

(文責：田中亜樹)
NPO 利根川上下流連携
支援センター

21

2005 平成17年 2 755

今月のテーマ
(魅力ある山
村・元気ある山
村をめざして)

［報告］「森林ビジネス創業セミナー(東京都
主催)」が開催－森林を舞台としたビジネス展
開の可能性について

福井昭一郎 普及部 24

2005 平成17年 2 755
林業関係予算
案の概要

平成17年度森林・林業関係予算案の概要 氷見章 林野庁森林整備部計画課 27

2005 平成17年 2 755 特別寄稿
カートカン(紙製飲料容器)普及への道のり
－もりかみ協議会　この1 年

内藤由治
森を育む紙製飲料容器普
及協議会会長

32

2005 平成17年 2 755

随筆(連載―ア
パカバール，イ
ンドネシア－あ
る国際協力－)

　第6章　　夢　(上) 宮川秀樹 JICA専門家 37

2005 平成17年 2 755
コラム(航測
コーナー)

『赤外カラー写真と最近の空中写真撮影』 中北理
(独)森林総合研究所森林
管理研究領域長

38

2005 平成17年 2 755 会員の広場
タスマニア島のクローン年齢1 万2000 年とさ
れているヒューオンパインを訪ねて

小笠原隆三 鳥取大学名誉教授 39

2005 平成17年 2 755
コラム(本の紹
介)

『ものと人間の文化史118 里山(さとやま)Ⅰ・
Ⅱ』(有岡利幸著)

藤澤秀夫
林政総合調査研究所客員
研究員

42

2005 平成17年 2 755
コラム(本の紹
介)

『緑のダム－森林・河川・水循環・防災』(蔵治
光一郎・保屋野初子編)

服部重昭 名古屋大学教授 42

2005 平成17年 2 755 コラム(こだま) 『木製木材乾燥機』 (いく) 43

2005 平成17年 3 756 表紙写真
『斜光』第51回森林・林業写真コンクール　デ
ジタル写真の部・佳作

津森富貴子 山口県下関市在住，主婦 0

2005 平成17年 3 756 論壇
「緑の雇用」と「企業の森」　－環境・社会・経
済の融和に向けた新たな試み

木村良樹 和歌山県知事 2

2005 平成17年 3 756
解説(研究調査
報告等)

 空中写真(資源量調査・作業級区分)欧米等
諸外国の森林資源調査での空中写真の利

家原敏郎
(独)森林総合研究所資源
解析研究室室長

8

2005 平成17年 3 756
解説(研究調査
報告等)

 空中写真(資源量調査・作業級区分) 住友林
業(株)紋別山林事業所社有林における天然
林作業級区分－GIS・空中写真・現地調査を
組み合わせた区分方法

吉本暁
住友林業(株)山林部紋別
山林事業所

14

2005 平成17年 3 756
解説(研究調査
報告等)

流域林業活性化センターの取組み(中部山岳
流域)信州カラマツ接着重ね梁の開発・商品
化と産地直流(地産地消)システムの構築

柳澤清實
長野県中部山岳流域林業
活性化センター事務局長

20

2005 平成17年 3 756
解説(研究調査
報告等)

市民とともに(自然再生)箕面森林環境保全
ふれあいセンターにおける自然再生への取
組みについて

秋岡陽一郎
近畿中国森林管理局箕面
森林環境保全ふれあいセ
ンター所長

25

2005 平成17年 3 756 誌上教材研究 守り受け継ぐ古都京都の森 牛之浜紀子 京都教育大学大学院1 回 28
2005 平成17年 3 756 誌上教材研究 守り受け継ぐ古都京都の森 今河慶昭 京都教育大学大学院1 回 28
2005 平成17年 3 756 誌上教材研究 守り受け継ぐ古都京都の森 山下宏文 京都教育大学教授 28
2005 平成17年 3 756 誌上教材研究 守り受け継ぐ古都京都の森 西田正明 京都教育大学大学院1 回 28
2005 平成17年 3 756 誌上教材研究 守り受け継ぐ古都京都の森 川面なほ 京都教育大学大学院1 回 28
2005 平成17年 3 756 誌上教材研究 守り受け継ぐ古都京都の森 渡辺育代 京都教育大学大学院1 回 28

2005 平成17年 3 756
随筆(リレー連
載　レッドリスト
の生き物たち)

　19　ウスアカヒゲ 関伸一
(独)森林総合研究所九州
支所研究員

32

2005 平成17年 3 756

随筆(連載―ア
パカバール，イ
ンドネシア－あ
る国際協力－)

　第6章　　夢　(下) 宮川秀樹 JICA専門家 35

2005 平成17年 3 756
コラム(航測
コーナー)

『マツ材線虫病(松くい虫)対策に空中写真を
どのように活用すべきか』

中北理
(独)森林総合研究所森林
管理研究領域長

36

2005 平成17年 3 756
コラム(緑の
キーワード)

『ピットと水』 今村祐嗣
京都大学生存圏研究所教
授

37

2005 平成17年 3 756
トピック・トピッ
クス・とぴっくす

『国有林野事業における「応募型による技術
開発」の取組みについて』

草深和博 林野庁業務課 38

2005 平成17年 3 756
コラム(本の紹
介)

『地域の新たな森林管理』(全国林業改良普
及協会編)

鈴木喬 林業経済研究所所長 38

2005 平成17年 3 756 コラム(こだま) 『昔の世代交代.今は世代後退？』 (20年前の若者) 39



西暦
(数値)

年号
月
(数値)

No(数
値文

記事区分 記事タイトル 筆者・編者 所属等
頁
(数値)

2005 平成17年 3 756 緑の付せん紙
緑の付せん紙　『第17回研究功績賞受賞者
／木製木材乾燥機の内部写真／「やどや」さ
んが3 月19 日オープン！』

吉田功
(社)日本森林技術協会普
及部編集担当

45

2005 平成17年 4 757 表紙写真
『深山に咲く』　第51回森林・林業写真コン
クール　一般写真の部・佳作

和田兼喜 愛媛県西条市在住 0

2005 平成17年 4 757 表紙写真
『深山に咲く』　第51回森林・林業写真コン
クール　一般写真の部・佳作

和田兼喜 愛媛県西条市在住 0

2005 平成17年 4 757 論壇 豪雪地帯の“長期育成循環施業” 佐藤彦一
林業家・元秋田県皆瀬村
村長

2

2005 平成17年 4 757 論壇 豪雪地帯の“長期育成循環施業” 佐藤彦一
林業家・元秋田県皆瀬村
村長

2

2005 平成17年 4 757
コラム(緑の
キーワード)

『知能性材料と木材』 大熊幹章
(財)日本住宅・木材技術セ
ンター特別研究員

7

2005 平成17年 4 757
コラム(緑の
キーワード)

『知能性材料と木材』 大熊幹章
(財)日本住宅・木材技術セ
ンター特別研究員

7

2005 平成17年 4 757
解説(研究調査
報告等)

(2005年愛知万博) 2005年日本国際博覧会
が開幕　楽しくためになる〈愛・地球博〉

平井郁明
(財)2005年日本国際博覧
会協会運営統括室調査役

8

2005 平成17年 4 757
解説(研究調査
報告等)

(2005年愛知万博) 2005年日本国際博覧会
が開幕　楽しくためになる〈愛・地球博〉

平井郁明
(財)2005年日本国際博覧
会協会運営統括室調査役

8

2005 平成17年 4 757
解説(研究調査
報告等)

(2005年愛知万博) 「海上(かいしょ)の森」の
森づくり・里づくり

グループ
愛知県森林保全課海上の
森整備グループ

12

2005 平成17年 4 757
解説(研究調査
報告等)

(2005年愛知万博) 「海上(かいしょ)の森」の
森づくり・里づくり

グループ
愛知県森林保全課海上の
森整備グループ

12

2005 平成17年 4 757
トピック・トピッ
クス・とぴっくす

樹木の花粉対策－最近の研究から 田島正啓
独立行政法人林木育種セ
ンター育種部長

16

2005 平成17年 4 757
トピック・トピッ
クス・とぴっくす

樹木の花粉対策－最近の研究から 田島正啓
独立行政法人林木育種セ
ンター育種部長

16

2005 平成17年 4 757 紹介
(森林情報士)  平成16年度森林情報士養成
研修の報告(講師所感)

田中和博 京都府立大学教授 31

2005 平成17年 4 757 紹介
(森林情報士)  平成16年度森林情報士養成
研修の報告(講師所感)

田中和博 京都府立大学教授 31

2005 平成17年 4 757 紹介
(森林情報士)  平成16年度森林情報士養成
研修の報告(講師所感)

樋渡幸男 元森林総合研究所 32

2005 平成17年 4 757 紹介
(森林情報士)  平成16年度森林情報士養成
研修の報告(講師所感)

樋渡幸男 元森林総合研究所 32

2005 平成17年 4 757 紹介
(森林情報士)  平成16年度森林情報士養成
研修の報告(講師所感)

織田和夫
アジア航測(株)総合研究
所主任技師

33

2005 平成17年 4 757 紹介
(森林情報士)  平成16年度森林情報士養成
研修の報告(講師所感)

織田和夫
アジア航測(株)総合研究
所主任技師

33

2005 平成17年 4 757
随筆(リレー連
載　レッドリスト
の生き物たち)

　20　小笠原の固有種－オガサワライトトン
ボ

吉村真由美
(独)森林総合研究所関西
支所生物多様性研究グ
ループ

34

2005 平成17年 4 757
随筆(リレー連
載　レッドリスト
の生き物たち)

　20　小笠原の固有種－オガサワライトトン
ボ

吉村真由美
(独)森林総合研究所関西
支所生物多様性研究グ
ループ

34

2005 平成17年 4 757

随筆(連載―ア
パカバール，イ
ンドネシア－あ
る国際協力－)

　第7章　ポンティアナック(上) 宮川秀樹 JICA専門家 37

2005 平成17年 4 757

随筆(連載―ア
パカバール，イ
ンドネシア－あ
る国際協力－)

　第7章　ポンティアナック(上) 宮川秀樹 JICA専門家 37

2005 平成17年 4 757
コラム(本の紹
介)

『ヨーロッパの森林管理』(石井寛・神沼公三
郎編著)

餅田治之
筑波大学生命環境科学研
究科教授

40

2005 平成17年 4 757
コラム(本の紹
介)

『ヨーロッパの森林管理』(石井寛・神沼公三
郎編著)

餅田治之
筑波大学生命環境科学研
究科教授

40

2005 平成17年 4 757 コラム(こだま) 『コミュニケーション・ツール』 (Mr.CB) 41
2005 平成17年 4 757 コラム(こだま) 『コミュニケーション・ツール』 (Mr.CB) 41
2005 平成17年 5 758 論壇 森林施業研究の現状と今後 佐藤明 2

2005 平成17年 5 758 今月のテーマ
公開シンポジウム「自然再生・森林復元の可
能性と技法」より

中村太士 北海道大学 8

2005 平成17年 5 758 今月のテーマ 森の分子生態学 河原孝行 森林総合研究所北海道支 10
2005 平成17年 5 758 今月のテーマ 森林経営・計画研究 松村直人 三重大学 12
2005 平成17年 5 758 今月のテーマ 森林環境のモニタリングと持続可能な森林経 山本博一 東京大学千葉演習林 13

2005 平成17年 5 758 今月のテーマ
「森は本当に海の恋人？」森・川・海の生態
的関係を検証する

長坂晶子 北海道立林業試験場 14

2005 平成17年 5 758 今月のテーマ
「森は本当に海の恋人？」森・川・海の生態
的関係を検証する

柳井清治 北海道工業大学 14

2005 平成17年 5 758 今月のテーマ 日本林業再構築のモーメントと方向をどう考 泉英二 愛媛大学 15
2005 平成17年 5 758 今月のテーマ 日本林業再構築のモーメントと方向をどう考 柳幸広登 九州大学 15

2005 平成17年 5 758 今月のテーマ
水・エネルギー・物質循環研究が求める森林
科学の課題と到達点　－いつくかの大型プロ
ジェクトの狙いと成果－

恩田裕一 筑波大学 18

2005 平成17年 5 758 今月のテーマ
森林環境の持つ保健休養機能についての新
たな研究の展開

上原巌 兵庫県立大学 20

2005 平成17年 5 758 今月のテーマ 隠れた森の主役「菌根」 奈良一秀
東京大学アジア生物資源
環境研究センター

21

2005 平成17年 5 758
今月のテーマ
（第116回日本
森林学会大会

「森林の保続－資源・機能・技術そして人－」
より

大住克博 森林総合研究所関西支所 22

2005 平成17年 5 758
登録された人
材認定等事業
を国がPR（環

環境教育を推進するための人材認定等事業
の事業登録制度について

荻野宏
林野庁森林総合利用・山
村振興室

23

2005 平成17年 5 758 森林情報士 講師所感 粟屋善雄 森林総合研究所 26
2005 平成17年 5 758 森林情報士 講師所感 沢田治雄 森林総合研究所 26
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2005 平成17年 5 758 会員の広場
農のまに間の知恵・そして今　－神奈川県和
相地域に残るクロマツ-スギ・ヒノキ林－

飯村武
神奈川県チーフ森林イン
ストラクター

28

2005 平成17年 5 758 会員の広場 択伐林の幹材積成長量 梶原幹弘 京都府立大学名誉教授 30

2005 平成17年 5 758
誌上教材研究
その9

森林インストラクターによる教材研究－1枚の
写真を通して

久保田鷹光 森林インストラクター 33

2005 平成17年 5 758
誌上教材研究
その9

マングローブが津波を防いだ 山下宏文 京都教育大学 33

2005 平成17年 5 758
リレー連載
レッドリストの
生き物たち

21　ヤチカンバ 永光輝義
森林総合研究所北海道支
所

34

2005 平成17年 5 758 連載
アパカバール、インドネシア　－ある国際協
力－　第7章　ポンティアナック(下)

宮川秀樹 JICA専門家 37

2005 平成17年 5 758 コラム(トピック)
「子供達にリモートセンシング技術を」(講習
会)を終えて

板垣恒夫 Air Photo Lab 38

2005 平成17年 5 758
コラム(本の紹
介)

『生態学からみた　里やまの自然と保護』(石
井実監修　(財)日本自然保護協会編集)

福山研二 森林総合研究所 38

2005 平成17年 5 758 コラム(こだま) 夏に向けて！ （風呂愛好会会員） 39

2005 平成17年 5 758
コラム(緑の
キーワード)

「木材の山地表示」 岡野健
日本木材総合情報セン
ター　木のなんでも相談室

40

2005 平成17年 5 758 表紙写真
『活躍するモノレール』　第52回森林林業写
真コンクール　2席

茂木博 長野市在住

2005 平成17年 6 759 論壇 森は湖・貯水池を浄化するか？ 道奧康治 神戸大学工学部 2
2005 平成17年 6 759 今月のテーマ 日本人とブナ 北村昌美 山形大学名誉教授 8
2005 平成17年 6 759 今月のテーマ 苗場山ブナ天然更新試験地データベースの 小川みふゆ 森林総合研究所 14
2005 平成17年 6 759 今月のテーマ 苗場山ブナ天然更新試験地データベースの 田中信行 森林総合研究所 14
2005 平成17年 6 759 今月のテーマ 分布南限のブナ個体群 水永博巳 静岡大学農学部 20

2005 平成17年 6 759

SGEC分別・表
示認証の概要-
審査事例を中
心とした実務紹

SGEC分別・表示認証の概要-審査事例を中
心とした実務紹介

(社)日本森林技術協会 森林
認証審査室

24

2005 平成17年 6 759
コラム（緑の
キーワード)

「次世代へ引き継ぐ林業・山村の役割」 小池秀夫 (社)日本林業協会 27

2005 平成17年 6 759
リレー連載
レッドリストの
生き物たち

22　アマミノクロウサギ 山田文雄 森林総合研究所 28

2005 平成17年 6 759 連載
アパカバール、インドネシア　－ある国際協
力－　第8章　ジャンビ(上)

宮川秀樹 JICA専門家 31

2005 平成17年 6 759
コラム（本の紹
介)

『森林環境2005』(森林環境研究会　編著) 藤森隆郎 (社)日本森林技術協会 32

2005 平成17年 6 759
コラム（文献紹
介)

『駒場農学校等史料』(安藤圓秀　編) 福井昭一郎 (社)日本森林技術協会 32

2005 平成17年 6 759 コラム（こだま) 「身近なところに国産材を」 （すくすく） 編集委員 33

2005 平成17年 6 759
コラム（航測
コーナー)

「空中写真判読資料カードと空中写真林分材
積表」その1

大貫仁人 (社)日本森林技術協会 36

2005 平成17年 6 759 表紙写真
『森の名手、立ち皮はぎ』　第52回森林林業
写真コンクール　1席(林野庁長官賞)

田岡穂積 三重県熊野市在住

2005 平成17年 7 760 論壇
間伐材から認証材へ　－国産材にも求めら
れる森林経営の説明責任とトレーサビリティ

中澤健一
FoE Japan 森林プログラ
ム

2

2005 平成17年 7 760 今月のテーマ
「地球温暖化防止森林吸収源10カ年対策」第
2ステップにおける間伐推進施策　－「間伐等
推進3カ年対策」の実施

石橋岳志 林野庁造林間伐対策室 7

2005 平成17年 7 760 今月のテーマ
列状間伐と間伐の推進について　－北信州
森林組合(長野県)

田中忠 北信州森林組合 10

2005 平成17年 7 760 今月のテーマ
「森林プラン」による間伐の推進　－日吉町
森林組合(京都府)

湯浅勲 日吉町森林組合 13

2005 平成17年 7 760 今月のテーマ
団地化の推進と列状間伐の導入　－香美森
林組合(高知県)

竹添修 香美森林組合 16

2005 平成17年 7 760 今月のテーマ
高性能林業機械導入による森林整備の推進
－曽於地区森林組合(鹿児島県)

堂園司 曽於地区森林組合 19

2005 平成17年 7 760 トピック 後世に伝える“金ボタル”の保護に向けて 吉田光儀
近畿中国森林管理局　森
林技術センター

22

2005 平成17年 7 760
コラム（緑の
キーワード）

中国森林・林業事業2003 林野庁海外林業協力室 25

2005 平成17年 7 760
第51回森林技
術賞業績紹介

北海道における育種種苗の材質改良とその
成果の育種への普及並びに市場開拓への

安久津久 北海道立林産試験場 26

2005 平成17年 7 760
第51回森林技
術賞業績紹介

ハタケシメジの栽培技術の研究とその普及 原口雅人
埼玉県農林総合研究セン
ター森林研究所

28

2005 平成17年 7 760
第51回森林技
術賞業績紹介

機能性薄膜を転写したスギ内装材の開発と
実用化

藤澤泰士 富山県林業技術センター 30

2005 平成17年 7 760

第16回学生森
林技術研究論
文コンテスト受
賞論文の紹介

一斉開花を起こしたモウハイチクにおける花
成制御遺伝子群の探索と相同性の検索

久本洋子 宇都宮大学農学部 32

2005 平成17年 7 760

第16回学生森
林技術研究論
文コンテスト受
賞論文の紹介

群馬県吾妻町と嬬恋村の森林モザイクの変
遷

佐藤なみえ 日本大学生物資源科学部 33

2005 平成17年 7 760

第16回学生森
林技術研究論
文コンテスト受
賞論文の紹介

ストレスを与えたクロマツ苗木においてマツノ
ザイセンチュウに対して発現した防御反応

海堀理佳 東京農工大学農学部 34

2005 平成17年 7 760

第16回学生森
林技術研究論
文コンテスト受
賞論文の紹介

風害後50年間の落葉広葉樹林の林分回復
過程

大沼直樹 北海道大学農学部 34
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2005 平成17年 7 760

第16回学生森
林技術研究論
文コンテスト受
賞論文の紹介

Beauveria bassiana 培養シート型不織布製
剤によるマツノマダラカミキリ成虫防除実用
化試験

徳楽貴洋 鹿児島大学農学部 35

2005 平成17年 7 760
リレー連載
レッドリストの
生き物たち

23　オオトラツグミ 石田健 東京大学 38

2005 平成17年 7 760 連載
アパカバール、インドネシア　－ある国際協
力－(最終回)　第8章　ジャンビ(下)

宮川秀樹 JICA専門家 41

2005 平成17年 7 760
コラム（グリー
ン・グリーン・
ネット（茨城県

第56回全国植樹祭が茨城県で開催
茨城県林政課全国植樹祭
推進室

42

2005 平成17年 7 760 コラム（） 日本林業技士会第24回通常総会が開催 小林榮一 日本林業技士会事務局長 42
2005 平成17年 7 760 コラム（こだま） 「生態系」 （草刈） 編集委員 43

2005 平成17年 7 760
コラム（航測
コーナー）

「空中写真判読資料カードと空中写真林分材
積表」

大貫仁人 大日本山林会副会長 44

2005 平成17年 7 760 表紙写真
『金ボタル』　第52回森林林業写真コンクール
1席(林野庁長官賞)

美和哲也 岡山県新見市在住

2005 平成17年 8 761 論壇
木材消費志向の変化　－国産材活用のため
のアンケート調査から

田中万里子 東京農業大学講師 2

2005 平成17年 8 761 今月のテーマ スギの新たな用途開発に向けて 平川泰彦 森林総合研究所 7

2005 平成17年 8 761 今月のテーマ
スギの厚板とカシ材ダボを組み合わせた面
内せん断性能の高い床の開発

大平智恵子 鳥取県林業試験場 10

2005 平成17年 8 761 今月のテーマ
スギ材の低ヤング率を利用した湾曲集成材
の開発

藤元嘉安
宮崎県木材利用技術セン
ター

13

2005 平成17年 8 761 今月のテーマ
スパン表によるスギ平角材の住宅梁への利
用促進

荒木博章 熊本県林業研究指導所 16

2005 平成17年 8 761 今月のテーマ
加熱ロールプレス装置を用いた付加価値の
高いスギ内装材の製造

藤澤泰士 富山県林業技術センター 19

2005 平成17年 8 761
第52回森林技
術コンテスト発
表要旨　Ｉ

大沼周辺自然再生推進事業における地域ボ
ランティア等と連携した国有林管理について

阿久津文彦 塩那森林管理署 22

2005 平成17年 8 761
第51回森林技
術コンテスト発
表要旨　Ｉ

大沼周辺自然再生推進事業における地域ボ
ランティア等と連携した国有林管理について

久島直樹 塩那森林管理署 22

2005 平成17年 8 761
第53回森林技
術コンテスト発
表要旨　Ｉ

児玉地域における林業活性化への取り組み
について－こだま森林組合の素材生産作業
システムを事例として

加藤健伸 埼玉県寄居林業事務所 24

2005 平成17年 8 761
第51回森林技
術コンテスト発
表要旨　Ｉ

刈払機防護具およびチェーンソー防護ズボン
の開発について

渡辺学 株式会社トーヨ 26

2005 平成17年 8 761
第54回森林技
術コンテスト発
表要旨　Ｉ

刈払機防護具およびチェーンソー防護ズボン
の開発について

渡辺茂義 株式会社トーヨ 26

2005 平成17年 8 761
第52回森林技
術コンテスト発
表要旨　Ｉ

沢沿い湿地帯の改良指標林について－その
概要と林況の変化

森毅一郎
北海道森林管理局　森林
技術センター

27

2005 平成17年 8 761

第7回　『学術
研究奨励金』助
成対象研究成
果の報告（概

野生生物ハビタットモデリングを目的とした高
分解能リモートセンシングデータ処理法の開
発

橋本啓史 京都大学大学院 28

2005 平成17年 8 761

第7回　『学術
研究奨励金』助
成対象研究成
果の報告（概

森林内における雨滴粒径分布の特性とその
形成機構の解明

堀田紀文 東京大学大学院 30

2005 平成17年 8 761

第7回　『学術
研究奨励金』助
成対象研究成
果の報告（概

資源循環型住宅のための木質接合具の開
発と板壁耐力壁の提案

森拓郎 京都大学生存圏研究所 32

2005 平成17年 8 761
リレー連載
レッドリストの
生き物たち

24　ハナノキ 金指あや子 森林総合研究所 34

2005 平成17年 8 761 会員の広場
樹齢42年生のイチョウに出現した乳－近畿
大学本部構内

有岡利幸 大阪府枚方市在住 36

2005 平成17年 8 761
コラム（本の紹
介）

『森、里、川、海をつなぐ自然再生』(自然再生
を推進する市民団体連絡会　編)

蔵治光一郎 東京大学愛知演習林 38

2005 平成17年 8 761 コラム（こだま） （Mosaic） 編集委員 39

2005 平成17年 8 761
コラム（航測
コーナー）

「空中写真判読資料カードと空中写真林分材
積表」その3

大貫仁人 大日本山林会 40

2005 平成17年 8 761 誌上教材研究 赤道直下の国、エクアドル共和国の森林(上) 山下宏文 京都教育大 42

2005 平成17年 8 761 誌上教材研究 赤道直下の国、エクアドル共和国の森林(上) 矢野越史
兵庫県家島町立家島小学
校　教諭

42

2005 平成17年 8 761 表紙写真
『子供の世界』　第52回森林林業写真コン
クール　特選(農林水産大臣賞)

松田昇 徳島県三加茂町在住

2005 平成17年 9 762 論壇 木造の学校づくりに参画して 近藤富美男 近藤建築設計工房 2

2005 平成17年 9 762 今月のテーマ
シンポジウム　日本林業再生の道－新たな
森林産業の構築に向けて

高橋邦秀 北海道大学 8

2005 平成17年 9 762 今月のテーマ 共生と循環の森づくり 中越武義 高知県梼原町　町長 12
2005 平成17年 9 762 今月のテーマ 紙パ社有林の森林活用 神田憲二 王子製紙 15
2005 平成17年 9 762 今月のテーマ 林業改革の方向と人材育成 熊崎実 岐阜県立森林アカデミー 18

2005 平成17年 9 762 今月のテーマ
木材インターネット販売システム－新世代原
木販売システム

垣村幸美 山口県森林組合連合会 21

2005 平成17年 9 762 今月のテーマ 日本林業再生の道－儲かる林業を目指せ 佐々木幸久 山佐木材 24
2005 平成17年 9 762 今月のテーマ 日本林業自立の条件 梶山恵司 富士通総研 27
2005 平成17年 9 762 今月のテーマ 参加者へのアンケートから 黒田慶子 森林総合研究所関西支所 30
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2005 平成17年 9 762
第51回森林技
術コンテスト発
表要旨　ＩＩ

島根県内の木材の流通について－国有林材
の流通と利用

宮地俊宏 島根森林管理署 32

2005 平成17年 9 762
第51回森林技
術コンテスト発
表要旨　ＩＩ

島根県内の木材の流通について－国有林材
の流通と利用

片桐亜由美 島根森林管理署 32

2005 平成17年 9 762
第51回森林技
術コンテスト発
表要旨　ＩＩ

ウダイカンバの密度管理 横井眞吾 富山森林管理署 34

2005 平成17年 9 762
第51回森林技
術コンテスト発
表要旨　ＩＩ

ウダイカンバの密度管理 佐々木雅則 富山森林管理署 34

2005 平成17年 9 762
第51回森林技
術コンテスト発
表要旨　ＩＩ

地域と連携した木材利用の推進について
－駅舎再建の取組み

遠山寿起
高知県嶺北林業振興事務
所

36

2005 平成17年 9 762
第51回森林技
術コンテスト発
表要旨　ＩＩ

地域と連携した木材利用の推進について
－駅舎再建の取組み

中川範之
高知県地域林業支援セン
ター

36

2005 平成17年 9 762
第51回森林技
術コンテスト発
表要旨　ＩＩ

四万十川森林環境保全ふれあいセンターに
おける自然再生の取組み　－シカによる食害
跡地の森林再生と大道マツの再生

中島章文
四万十川森林環境保全ふ
れあいセンター

36

2005 平成17年 9 762
第51回森林技
術コンテスト発
表要旨　ＩＩ

森林と人が共に生きる千年の森林づくり 井崇行 熊本森林南部森林管理署 37

2005 平成17年 9 762
第51回森林技
術コンテスト発
表要旨　ＩＩ

クロマツ林における本数調整伐について 香川直樹 庄内森林管理署 37

2005 平成17年 9 762
第51回森林技
術コンテスト発
表要旨　ＩＩ

森林と人が共に生きる千年の森林づくり 小谷豊 熊本森林南部森林管理署 37

2005 平成17年 9 762
（新連載）山村
の食文化

1.　今なぜ山村の食文化なのか 杉浦孝蔵 東京農業大学名誉教授 39

2005 平成17年 9 762 誌上教材研究 赤道直下の国、エクアドル共和国の森林(下) 山下宏文 京都教育大 40

2005 平成17年 9 762 誌上教材研究 赤道直下の国、エクアドル共和国の森林(下) 矢野越史
兵庫県家島町立家島小学
校　教諭

40

2005 平成17年 9 762
コラム（航測
コーナー）

「GISによる紙媒体林相図の利用拡大」 石川義朗 京都府立大学 41

2005 平成17年 9 762
コラム（本の紹
介）

『シベリアの森林　ロシアと日本のアプロー
チ』(阿部信行・V.A.ソコロフ・I.M.ダニリン編著)

加藤正人 信州大学農学部 42

2005 平成17年 9 762
コラム（本の紹
介）

『木工技術シリーズ』(全6巻)(喜多山繁・赤松
明・村田光司　日本語版監修)

藤原勝敏 森林総合研究所 42

2005 平成17年 9 762 コラム（こだま） (S) 編集委員 43

2005 平成17年 9 762
コラム（緑の
キーワード）

「バイオレメディエーション」 今村祐嗣 京都大学生存圏研究所 44

2005 平成17年 9 762 表紙写真
『柏林のエゾシマリス』　第52回森林林業写
真コンクール　1席(林野庁長官賞)

田中ツヤ子 北海道加東郡音更町在住

2005 平成17年 10 763 論壇 「木材か環境か」から「木材も環境も」へ 只木良也 プレック研究所 2

2005 平成17年 10 763
コラム（緑の
キーワード)

「ジャラ、イペ、ボンゴシ」 岡野健
日本木材総合情報セン
ター

7

2005 平成17年 10 763 今月のテーマ
森林分野におけるJABEE認定までの取組み
と今後の課題

服部重昭 名古屋大学 8

2005 平成17年 10 763 今月のテーマ
認定大学からの報告　新潟大学農学部森林
管理科学コース

箕口秀夫 新潟大学 12

2005 平成17年 10 763 今月のテーマ
認定大学からの報告　宇都宮大学農学部森
林科学科

田坂聡明 宇都宮大学 14

2005 平成17年 10 763 今月のテーマ
認定大学からの報告　千葉大学園芸学部緑
地環境学プログラム

小林達明 千葉大学 16

2005 平成17年 10 763 森林情報士
大学等の単位取得で「森林情報士2級」資格
が得られます　－「森林情報士2級の大学単
位認定制度に関する検討委員会」報告－

日本森林技術協会 18

2005 平成17年 10 763 焦点
地球温暖化防止に向けた「木づかい運動」の
展開について

林野庁木材課 20

2005 平成17年 10 763 森業・山業 －<森林ビジネス優良プラン>選考結果の発 森業・山業事務局 26
2005 平成17年 10 763 報告 再びよみがえれ！北の森 西真 北海道森林管理局 30

2005 平成17年 10 763 会員の広場
少子高齢化時代と必要な人工林面積－ひと
つの試算－

金澤洋一 神戸大学 35

2005 平成17年 10 763
リレー連載
レッドリストの
生き物たち

25　ツシマヤマネコ 伊澤雅子 琉球大学 38

2005 平成17年 10 763
連載　山村の
食文化

1.　アケビの食文化　(1)新芽・若葉の料理 杉浦孝蔵 東京農業大学名誉教授 41

2005 平成17年 10 763
コラム（本の紹
介)

『森林の機能と評価』(木平勇吉　編著) 田中和博 京都府立大学 42

2005 平成17年 10 763
コラム（文献紹
介)

『木材の構造』(佐伯浩　著) 福井昭一郎（普及部） 42

2005 平成17年 10 763 コラム（こだま) 「立木幹材積表」 K（編集委員） 43

2005 平成17年 10 763
コラム（航測
コーナー)

「樹種の自動判別の可能性－分光反射特
性」

石川義朗 京都府立大学 44

2005 平成17年 10 763 表紙写真
『里山の秋』　第52回森林林業写真コンクー
ル　2席(日本森林技術協会理事長賞)

澤田修治 大阪府堺市

2005 平成17年 11 764 論壇
創立百周年を迎えた森林総合研究所のお宝
－ペリー総督の献上品と言われる献上品と
いわれる木材

田中潔 日本森林技術協会 2

2005 平成17年 11 764
コラム（緑の
キーワード）

「GIO」 古橋大地 マップコンシェルジュ 8

2005 平成17年 11 764 今月のテーマ 収穫予測システムの過去・現在・未来 白石則彦 東京大学 9
2005 平成17年 11 764 今月のテーマ システム収穫表　穂の国『創造』の開発と利 稲田充男 豊橋創造大学 13
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2005 平成17年 11 764 今月のテーマ システム収穫表　Excel版LYCSの開発 松本光朗 森林総合研究所 18
2005 平成17年 11 764 今月のテーマ システム収穫表　「シルブの森」の設計思想 田中和博 京都府立大学 23
2005 平成17年 11 764 今月のテーマ 富山県シルブの森 嘉戸昭夫 富山県林業技術センター 24
2005 平成17年 11 764 今月のテーマ 「シルブの森」で予測するヒノキ林の成長過 渡邉仁志 岐阜県森林科学研究所 26
2005 平成17年 11 764 報告 日本鳥学会2005年度大会に参加して 藤田祐樹 東京大学 28
2005 平成17年 11 764 会員の広場 世界一太いメキシコのトウーレの樹を訪ねて 小笠原隆三 鳥取大学名誉教授 32

2005 平成17年 11 764
連載　山村の
食文化

3.　アケビの食文化　(2)果実の料理 杉浦孝蔵 東京農業大学名誉教授 37

2005 平成17年 11 764
リレー連載
レッドリストの
生き物たち

26　ヒダカミツバツツジ 八坂通泰 北海道立林業試験場 38

2005 平成17年 11 764
コラム（航測
コーナー）

「樹種の自動判読の可能性－きめ　模様」 石川義朗 京都府立大学 40

2005 平成17年 11 764 誌上教材研究 赤道直下の国、エクアドル共和国の森林(下) 山下宏文 京都教育大学 41
2005 平成17年 11 764 誌上教材研究 赤道直下の国、エクアドル共和国の森林(下) 矢野越史 家島町立家島小学校教諭 41

2005 平成17年 11 764
コラム（本の紹
介）

『木のびっくり話 100』(日本木材学会　編) 岡野健
日本木材総合情報セン
ター

42

2005 平成17年 11 764
コラム（トピッ
ク）

東大森林利用学研究室が出展　～イノベー
ション・ジャパン2005大学見本市

仁多見俊夫 東京大学 42

2005 平成17年 11 764 コラム（こだま） 「木材の地産池消に思うこと」 くま（編集委員） 43
2005 平成17年 11 764 表紙写真 『筏流し』　第52回森林林業写真コンクール 楠本富浩 和歌山県在住

2005 平成17年 12 765 論壇
木造の介護福祉施設の普及を　－木造の特
別養護老人ホーム建設から思うこと－

安池倫成 社会福祉法人天心会 2

2005 平成17年 12 765
コラム（緑の
キーワード）

「自然再生」 藤森隆郎 日本森林技術協会 9

2005 平成17年 12 765 今月のテーマ
「顔の見える木材での家づくり」などによる木
材利用の推進について

林野庁木材課 10

2005 平成17年 12 765 今月のテーマ 地元木材を積極的に使ってもらう家づくり 飯島泰男
秋田県立大学　木材高度
加工研究所

14

2005 平成17年 12 765 今月のテーマ けせんプレカット事業協同組合の活動 泉田十太郎
けせんプレカット事業協同
組合

18

2005 平成17年 12 765 今月のテーマ
新潟の山の木で家を造る会 ～新潟中越大
地震の震災地十日町市にモデルハウス建築
そして構造見学会開催まで～

河田清巳
新潟の山の木で家を造る
会

21

2005 平成17年 12 765 今月のテーマ 協同組合 東京の木で家を造る会の活動 稲木清貴 東京の木で家を造る会 24

2005 平成17年 12 765 今月のテーマ
宮崎県産直産住宅推進協議会の活動状況
について

木脇義貴
宮崎県産直住宅推進協議
会

27

2005 平成17年 12 765
リレー連載
レッドリストの
生き物たち

27　キタアカシジミ 佐藤隆士 森林総合研究所東北支所 32

2005 平成17年 12 765
連載　山村の
食文化

4.　日本人と餅 杉浦孝蔵 東京農業大学名誉教授 35

2005 平成17年 12 765
コラム（本の紹
介）

『森の生態史－北上山地の景観とその成り
立ち』(大住克博・杉田久志・池田重人　編)

山縣光晶 林道安全協会 36

2005 平成17年 12 765
コラム（グリー
ン・グリーン・

(「萌える緑にひろがる未来」第29回全国育樹
祭が兵庫で開催)

兵庫県農林水産部全国育
樹祭室

36

2005 平成17年 12 765 コラム（こだま） 「はじめてシリーズ(山登り編)」
山登り愛好会稲毛支部（編
集委員）

37

2005 平成17年 12 765 表紙写真
『癒しの茶席空間』　第52回森林林業写真コ
ンクール　佳作

山崎俊泰 静岡県在住

2006 平成18年 1 766
年頭のごあいさ
つ

年頭のごあいさつ 根橋達三
社団法人日本森林技術協
会　理事長

2

2006 平成18年 1 766 今月のテーマ 木質バイオマスの推進について 林野庁木材課 4
2006 平成18年 1 766 今月のテーマ 持続的分子形成の場としての森林の新しい 舩岡正光 三重大学生物資源学部 8

2006 平成18年 1 766 今月のテーマ
木質バイオマスガス化高効率ガスエンジン発
電システム　「農林バイオマス3号」の開発

坂井正康 長崎総合科学大学 13

2006 平成18年 1 766 今月のテーマ
東濃ひのき製品流通協同組合　森林資源活
用センター　「森の発電所」の運転状況につ

渡邉信吾
東濃ひのき製品流通協同
組合

18

2006 平成18年 1 766 今月のテーマ
新エネルギー導入が町の産業振興と町おこ
しに貢献－葛巻町

普及部（福井昭一郎） 23

2006 平成18年 1 766 今月のテーマ
埼玉・西川林業地域のもくねん工房を訪ねて
－バークペレットの製造と普及－

普及部（吉田功） 26

2006 平成18年 1 766 今月のテーマ 第6回農林水産環境展から 普及部（吉田功） 28

2006 平成18年 1 766 報告
これらの樹木医－樹木医学会第10回大会シ
ンポジウムから－

福田健二 東京大学大学院 30

2006 平成18年 1 766 会員の広場 針葉樹における理論的な二変数材積式 井上昭夫 鳥取大学農学部 32

2006 平成18年 1 766
コラム（緑の
キーワード）

エコロジカルネットワーク 藤森隆郎 日本森林技術協会 34

2006 平成18年 1 766 誌上教材研究 四万十川の豊かさを守る源流域の森林 山下宏文 京都教育大学 35

2006 平成18年 1 766 誌上教材研究 四万十川の豊かさを守る源流域の森林 山中幸三
高知県梼原町立越智面小
学校教諭

35

2006 平成18年 1 766
リレー連載
レッドリストの
生き物たち

28　湿潤な亜熱帯の森林でひっそりと生きる
クロイワトカゲモドキ

田中聡 沖縄県立博物館 36

2006 平成18年 1 766
連載　山村の
食文化

5.　春の七草と七草粥 杉浦孝蔵 東京農業大学名誉教授 39

2006 平成18年 1 766
コラム（本の紹
介）

 『事例に学ぶ　森林療法のすすめ方　医学・
教育からツーリズム、市民レベルでの活動ま
で』(上原巌　編著)

中川重年
神奈川県自然環境保全セ
ンター

40

2006 平成18年 1 766 コラム（こだま） バナナ 編集委員（木通） 41

2006 平成18年 1 766
コラム（航測
コーナー）

地理情報システム(GIS)の最近の動向　その
1　地理情報の標準化

平田更一 日本測量協会GIS研究所 42

2006 平成18年 1 766 表紙写真 『木出し』　第52回森林林業写真コンクール 五十嵐清光 秋田県在住

2006 平成18年 2 767 論壇
森林美に寄せる心の重視　－森林美化政策
について

筒井迪夫 東京大学名誉教授 2

2006 平成18年 2 767
コラム（緑の
キーワード）

戦略的キャンペーン 林野庁海外林業協力室 7
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2006 平成18年 2 767 特別寄稿
黒い森(ドイツ・シュバルツバルト)　－森林、
林業、木材産業　報告

加藤鐵夫 農林漁業信用基金 8

2006 平成18年 2 767 予算 平成18年度森林・林業関係予算案の概要 芦田真亜 林野庁計画課 17
2006 平成18年 2 767 新規事業 新生産システムについて 稲本龍生 林野庁計画課 22

2006 平成18年 2 767 新規事業
『山村力(やまぢから)誘発モデル事業』につ
いて

廣田明
林野庁森林総合利用・山
村振興室

26

2006 平成18年 2 767 森林認証 森林認証と認証材を使用した住宅
日本森林技術協会森林認
証審査室

30

2006 平成18年 2 767 報告
治山事業による植生回復と各種森林機能の
変化　－足尾ネバ沢における20年間のモニ
タリング調査から

関根亨 日本森林技術協会 34

2006 平成18年 2 767
リレー連載
レッドリストの
生き物たち

29　ヤマネ 湊秋作
キープ協会 やまねミュー
ジアム

38

2006 平成18年 2 767
連載　山村の
食文化

6.　トチ餅 杉浦孝蔵 東京農業大学名誉教授 41

2006 平成18年 2 767
コラム（本の紹
介）

『木材の塗装』(木材塗装研究会編) 千葉保人 日本繊維板工業会 42

2006 平成18年 2 767
コラム（本の紹
介）

『ハザードマップ－その作成と利用』(ハザー
ドマップ編集小委員会編著)

田中邦一 日本大学文理学部 42

2006 平成18年 2 767 コラム（こだま） 広葉樹資源のうまみ 編集委員（M） 43

2006 平成18年 2 767
コラム（航測
コーナー）

地理情報システム(GIS)の最近の動向　その
1　製品仕様

平田更一 日本測量協会GIS研究所 44

2006 平成18年 2 767 表紙写真 『碁石雪』　第52回森林林業写真コンクール 国正篤司 青森県在住
2006 平成18年 3 768 論壇 林業技術は共有されているか　－もっと議論 大住克博 森林総合研究所関西支所 2

2006 平成18年 3 768
コラム（緑の
キーワード）

飫肥スギをあらためて見る 有馬孝礼
宮崎県木材利用技術セン
ター

7

2006 平成18年 3 768 今月のテーマ
本格始動したわが国の森林セラピー基地構
想　－活動状況と今後の展望－

林野庁 研究・保全課 研究
班

8

2006 平成18年 3 768 今月のテーマ 森林浴がヒトNK(ナチュラル・キラー)細胞を活 李卿 日本医科大学 13
2006 平成18年 3 768 今月のテーマ 森林セラピーの生理的効果の科学的解明 宮崎良文 森林総合研究所 18

2006 平成18年 3 768 今月のテーマ
森林療法－身近な森林を活用した保養と健
康づくり－

上原巌 兵庫県立大学 23

2006 平成18年 3 768 今月のテーマ 森林セラピー基地への取組み　－長野県飯 出澤俊明 飯山市役所 28
2006 平成18年 3 768 今月のテーマ 森林セラピー基地への取組み　－宮崎県日 甲斐敏弘 日影町役場 31

2006 平成18年 3 768
連載　山村の
食文化

7. 松皮餅 杉浦孝蔵 東京大学名誉教授 35

2006 平成18年 3 768
リレー連載
レッドリストの
生き物たち

30. 中国地方以西のニホンリス 田村(林)典子
森林総合研究所　多摩森
林科学園

36

2006 平成18年 3 768
コラム（航測
コーナー）

(地理情報の品質) 平田更一 日本測量協会GIS研究所 38

2006 平成18年 3 768 誌上教材研究
美しい空間と時間の流れ　－百年生のスギ
林から学ぶ

山下宏文 京都教育大学 40

2006 平成18年 3 768 誌上教材研究
美しい空間と時間の流れ　－百年生のスギ
林から学ぶ

寺嶋嘉春 森林インストラクター 40

2006 平成18年 3 768 コラム（トピッ (森林文化政策研究会議・第8回シンポジウム （普及部編集担当：吉田功） 42

2006 平成18年 3 768
コラム（本の紹
介）

『水源の山・つくいに生きて～若者と荒廃林
に挑む～』(佐藤好延　著)

木平勇吉 日本大学 42

2006 平成18年 3 768 コラム（こだま） (森の生物多様性) （編集委員：３時の男） 43

2006 平成18年 3 768 表紙写真
『散髪仕上り』　第52回森林林業写真コン
クール　佳作

松本憲知 丸亀市在住

2006 平成18年 4 769 論壇
神奈川・津久井の山に戻って　－若者と挑む
創業から10年の軌跡－

佐藤好延 (有)サトウ草木 2

2006 平成18年 4 769
コラム（緑の
キーワード）

(アメリカカンザイシロアリ) 今村祐嗣 京都大学生存圏研究所 7

2006 平成18年 4 769 今月のテーマ アジアのシャクナゲ・日本のシャクナゲ 能城修一 森林総合研究所 8

2006 平成18年 4 769 今月のテーマ
シャクナゲの寺　室生寺　－台風被害修復
なった室生寺五重の塔

松平雅之 室生寺財務執事 14

2006 平成18年 4 769 今月のテーマ シャクナゲと人とのかかわり 杉浦孝蔵 東京農業大学名誉教授 18
2006 平成18年 4 769 今月のテーマ 生薬学から見たシャクナゲ 奥山徹 明治薬科大学 20
2006 平成18年 4 769 今月のテーマ 園芸シャクナゲの世界 倉重祐二 新潟県立植物園 23

2006 平成18年 4 769 今月のテーマ
白い森の国の春を彩る“日本一おぐに石楠
花まつり”

小嶋四平
(前)おぐに石楠花まつり実
行委員長

28

2006 平成18年 4 769
リレー連載
レッドリストの
生き物たち

31. シデコブシ　(絶滅危惧II類) 石田清 森林総合研究所関西支所 36

2006 平成18年 4 769
連載　山村の
食文化

8. ふきのとう・フキの賞味 杉浦孝蔵 東京大学名誉教授 39

2006 平成18年 4 769
コラム（本の紹
介）

『ろーかるでざいんのおと　－あのひとが面
白い　あのまちが面白い－』(鈴木輝隆　著)

松田堯
全国森林リクリエーション
協会

40

2006 平成18年 4 769 コラム（トピッ (朝日木材利用研究会のカラマツ材PR活動) 上條靖尚 朝日村役場 40
2006 平成18年 4 769 コラム（こだま） (自由経済・競争の行く末は？) （編集委員：かわ） 41
2006 平成18年 4 769 表紙写真 『山笑う』　第53回森林林業写真コンクール 宮崎正秀 名張市
2006 平成18年 5 770 表紙写真 『風薫る』　第53回森林林業写真コンクール 今田淳 広島市 2

2006 平成18年 5 770
コラム（緑の
キーワード）

(新月伐採) 岡野健
日本木材総合情報セン
ター　木のなんでも相談室

7

2006 平成18年 5 770 論壇
森林・林業分野におけるわが国の技術協力
の動向　－プロジェクト30年の歩みとこれか

永目伊知郎 林野庁海外林業協力室 8

2006 平成18年 5 770 今月のテーマ 森の木と環境－森をまもり、国産材を利用す 宮林茂幸 東京農業大学 10
2006 平成18年 5 770 今月のテーマ これからの森林技術者教育と学会の役割 小林達明 千葉大学 12
2006 平成18年 5 770 今月のテーマ 間伐施業と基盤整備 仁多見俊夫 東京大学 14
2006 平成18年 5 770 今月のテーマ 地域のニーズに対応した育種戦略を考える 井出雄二 東京大学 18
2006 平成18年 5 770 今月のテーマ 今日における森林環境教育の動向と課題 比屋根哲 岩手大学 20

2006 平成18年 5 770 今月のテーマ
熱帯林の再生　－誰が？誰のために？何の
ために？－

御田成顕 筑波大学 22

2006 平成18年 5 770 今月のテーマ 森林計画の展開：理論と実践 野掘嘉裕 山形大学 24
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2006 平成18年 5 770 今月のテーマ 隠れた森の主役「菌根」 松下範久 東京大学 25

2006 平成18年 5 770
連載　山村の
食文化

9.　イタドリ 杉浦孝蔵 東京大学名誉教授 29

2006 平成18年 5 770
リレー連載
レッドリストの
生き物たち

32. オオクワガタはなぜ衰退傾向にあるの
か？

西中康明 大阪府立大学大学院 30

2006 平成18年 5 770 会員の広場 樹冠と幹の成長との関係 梶原幹弘 京都府立大学名誉教授 32

2006 平成18年 5 770 会員の広場
森林伐採による土壌炭素量の変動を地球温
暖化防止の側面からどのように見るか

山谷孝一
元・林業試験場東北支場
長　岩手林業株式会社取

34

2006 平成18年 5 770 誌上教材研究 街路樹の働きを考えよう 山下宏文 京都教育大学 37
2006 平成18年 5 770 誌上教材研究 街路樹の働きを考えよう 鈴木真 練馬区立中村西小学校教 37

2006 平成18年 5 770
コラム（本の紹
介）

岡野健、祖父江信夫編　木材科学ハンドブッ
ク

有馬孝礼
宮崎県木材利用技術セン
ター

38

2006 平成18年 6 771 論壇 エコ・フォレスティングの視点 柴田晋吾 林野庁計画課 2

2006 平成18年 6 771
コラム（緑の
キーワード）

『国民全体で支える森林づくり』 小池秀夫
日本木材総合情報セン
ター 木のなんでも相談室

7

2006 平成18年 6 771 今月のテーマ 林業用モノレールとその応用 陣川雅樹 森林総合研究所 8

2006 平成18年 6 771 今月のテーマ
複合規格路網による間伐作業　－急傾斜地
素材生産作業の効率化と標準化の可能性－

仁多見俊夫 東京大学大学院 12

2006 平成18年 6 771 今月のテーマ 林業用モノレールによる労働負担の低減効 山田容三 名古屋大学大学院 17

2006 平成18年 6 771 今月のテーマ
森林作業用台車の開発－岐阜県での取組
みと課題－

古川邦明 岐阜県森林研究所 22

2006 平成18年 6 771 会員の広場 複層林下におけるアテの生育特性 中野敞夫 元石川県林務関係職員 27

2006 平成18年 6 771
連載　山村の
食文化

10.　イタドリの缶詰とジャム 杉浦孝蔵 東京大学名誉教授 33

2006 平成18年 6 771
リレー連載
レッドリストの
生き物たち

33. メグロ 川上和人 森林総合研究所 34

2006 平成18年 6 771
コラム（本の紹
介）

『宮川環境読本』(大田猛彦 編著) 根橋達三 日本森林技術協会 36

2006 平成18年 6 771
コラム（本の紹
介）

『森の健康診断』(蔵治光一郎・州崎燈子・丹
羽健司 編著)

田中和博 京都府立大学大学院 36

2006 平成18年 6 771 コラム（こだま） 『雉のいる新キャンパス』 草刈 （編集委員） 37

2006 平成18年 6 771 表紙写真
『夕照の千枚田』　第53回森林林業写真コン
クール　2席

田岡穂積 熊野市

2006 平成18年 7 772 論壇 町に木材を、山に正当な利益を 小野泰太郎 (株)小野建築研究所 2
2006 平成18年 7 772 今月のテーマ 視覚障害者とともに学ぶ森林環境教育 小林修 愛媛大学演習林 8

2006 平成18年 7 772 今月のテーマ
視覚に障害のある生徒の、森の観察　－那
須甲子少年自然の家における盲学校高等部
の夏期学校の体験を中心に－

鳥山由子
筑波大学人間総合科学研
究科

13

2006 平成18年 7 772 今月のテーマ 木製点字案内板の試作 長岡英司 筑波技術大学 18
2006 平成18年 7 772 今月のテーマ 木製点字案内板の試作 田所千明 筑波大学 18
2006 平成18年 7 772 今月のテーマ 木製点字案内板の試作 土居修一 筑波大学 18
2006 平成18年 7 772 今月のテーマ 点字サインのJIS規格－その背景と意義－ 和田勉 日本点字図書館点字制作 22

2006 平成18年 7 772
コラム（身近な
ところから）

身近なところから 吉田功 普及部　編集担当 25

2006 平成18年 7 772
連載　山村の
食文化

11.　アユ 杉浦孝蔵 東京大学名誉教授 27

2006 平成18年 7 772
リレー連載
レッドリストの
生き物たち

34. ズイムシハナカメムシ　－かつては稲の
害虫の天敵－

山田量崇 大阪府立大学大学院 28

2006 平成18年 7 772 報告
第4回　世界水フォーラム報告　～メキシコシ
ティーから～

箕輪富男
元林野庁水源地治山対策
室　水源地治山企画班課

30

2006 平成18年 7 772
第52回　森林
技術賞業績紹

グイマツ雑種F1の低密度植栽による低コスト
育林システムの開発

八坂通泰 北海道立林業試験場 32

2006 平成18年 7 772
第52回　森林
技術賞業績紹

他材料との複合化による間伐材の新用途開
発と実用化

柴田直明 長野県林業総合センター 34

2006 平成18年 7 772
第52回　森林
技術賞業績紹

モウソウチク林の繁殖特性および侵入防止
法とその普及

伊藤孝美
大阪府食とみどりの総合
技術センター

36

2006 平成18年 7 772

第17回　学生
森林技術研究
論文コンテスト
受賞論文の紹

ジャスモン酸、エチレン及びサルチル酸が樹
木の樹脂道形成と樹脂生産に及ぼす影響

村上裕作 鳥取大学農学部 38

2006 平成18年 7 772

第17回　学生
森林技術研究
論文コンテスト
受賞論文の紹

天竜川砂防堰堤堆砂地への樹木の定着過
程

黒河内寛之 東京大学農学部 39

2006 平成18年 7 772

第17回　学生
森林技術研究
論文コンテスト
受賞論文の紹

亜高山性針葉樹林における局所的な林分構
造の違いがエゾマツの花粉動態および繁殖
構造にあたえる影響

富田基史 北海道大学農学部 39

2006 平成18年 7 772
コラム（緑の
キーワード）

『新生産システム』 稲本龍生 林野庁計画課 41

2006 平成18年 7 772
コラム（本の紹
介）

『面積法応用のための森林経理手帳』 田中和博 京都府立大学大学院 42

2006 平成18年 7 772
コラム（本の紹
介）

『森づくりの明暗』 藤森隆郎 日本森林技術協会 42

2006 平成18年 7 772 コラム（こだま） 『森林認証が面白くなってきた？』 Mosaic （編集委員） 43
2006 平成18年 7 772 誌上教材研究 生きた化石　メタセコイヤ 山下宏文 京都教育大学 44
2006 平成18年 7 772 誌上教材研究 生きた化石　メタセコイヤ 鈴木真 練馬区立中村西小学校 44

2006 平成18年 7 772 表紙写真
『森の仲間』　第53回森林林業写真コンクー
ル　佳作

松崎盛樹 静岡市

2006 平成18年 8 773 論壇 変遷する住宅への国産材の対応 有馬孝礼 宮崎県木材技術センター 2
2006 平成18年 8 773 今月のテーマ 視覚障害者とともに学ぶ森林環境教育 小林修 愛媛大学演習林 7
2006 平成18年 8 773 今月のテーマ 林野庁長官賞 英賀慶彦 下北森林管理署 8
2006 平成18年 8 773 今月のテーマ ヒバ天然林施業後の更新状況について 木下尚法 8
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2006 平成18年 8 773 今月のテーマ
林野庁長官賞 新チャコールブロックの開発
について

宮浦英樹 愛媛県森林組合連合会 10

2006 平成18年 8 773 今月のテーマ
林野庁長官賞 新チャコールブロックの開発
について

高田浩徳 愛媛県森林組合連合会 10

2006 平成18年 8 773 今月のテーマ
日本森林技術協会理事長賞　自然再生への
取り組みについて

森実祐子
釧路湿原森林環境保全ふ
れあいセンター

12

2006 平成18年 8 773 今月のテーマ
日本森林技術協会理事長賞　知床半島にお
けるミズナラ堅果結実調査について

清水亜広 知床森林センター 14

2006 平成18年 8 773 今月のテーマ
日本森林技術協会理事長賞　知床半島にお
けるミズナラ堅果結実調査について

谷本哲朗 知床森林センター 14

2006 平成18年 8 773 今月のテーマ
日本森林技術協会理事長賞　地域と共に守
るゴイシツバメシジミ

小谷豊 熊本南部森林管理署 16

2006 平成18年 8 773 今月のテーマ
日本森林技術協会理事長賞　地域と共に守
るゴイシツバメシジミ

堤田八郎 水上村税務課 16

2006 平成18年 8 773 今月のテーマ
シラベ人工林におけるトウヒツヅリヒメハマキ
食害被害に関する報告

小酒井昇 静岡森林管理署 18

2006 平成18年 8 773 今月のテーマ
シラベ人工林におけるトウヒツヅリヒメハマキ
食害被害に関する報告

中村裕里子 静岡森林管理署 18

2006 平成18年 8 773 今月のテーマ 不明標解消に向けての取り組み 影山成生 岐阜森林管理署 19

2006 平成18年 8 773 今月のテーマ
伐採系森林整備におけるスギ間伐材の有利
販売の取組みについて

中井博敏 石川森林管理署 20

2006 平成18年 8 773 今月のテーマ
伐採系森林整備におけるスギ間伐材の有利
販売の取組みについて

林博文 石川森林管理署 20

2006 平成18年 8 773 今月のテーマ
文化財資源蓄備林における大径材の販路拡
大について

和田卓己 安芸森林管理署 21

2006 平成18年 8 773
コラム（緑の
キーワード）

『竹林の拡大防止』 藤森隆郎 日本森林技術協会 22

2006 平成18年 8 773 記録
昭和中期ごろまでのスギ・ヒノキ丸太材の生
産と搬出方法の記録(上)　－和歌山県西牟
婁郡旧日置川町城川流域－

堀口深次 23

2006 平成18年 8 773 記録
昭和中期ごろまでのスギ・ヒノキ丸太材の生
産と搬出方法の記録(上)　－和歌山県西牟
婁郡旧日置川町城川流域－

和田保 23

2006 平成18年 8 773
連載　山村の
食文化

11.　夏の七草 杉浦孝蔵 東京大学名誉教授 31

2006 平成18年 8 773
リレー連載
レッドリストの
生き物たち

35. サクラバハンノキ 宮本尚子 32

2006 平成18年 8 773

第8回『学術研
究奨励金』助成
対象研究成果
の紹介

森林流域における脱窒に伴う物質変換の定
量化に関する研究

尾坂兼一 京都大学 36

2006 平成18年 8 773

第8回『学術研
究奨励金』助成
対象研究成果
の紹介

森林の構造的多様性を実現する施業法の開
発

石井弘明 神戸大学 37

2006 平成18年 8 773

第8回『学術研
究奨励金』助成
対象研究成果
の紹介

DGPSを用いた基準点測量におけるアンテナ
高と測位結果との関係

宮城正明 新居森林組合 38

2006 平成18年 8 773

第8回『学術研
究奨励金』助成
対象研究成果
の紹介

森林施業の違いによるRiparian Management
Zoneの設定

伊藤かおり 日本大学 39

2006 平成18年 8 773
コラム（本の紹
介）

『森のゆくえ』(浜田久美子 著) 藤森隆郎 日本森林技術協会 40

2006 平成18年 8 773
コラム（本の紹
介）

『火と炭の絵本』(杉浦銀治編　竹内通雅絵) 品川信夫 日本森林技術協会 40

2006 平成18年 8 773 コラム（こだま） 『災害復旧に思うこと』 雪 （編集委員） 41

2006 平成18年 8 773 会員の広場
カナダ　クイーン・シャーロット諸島の巨樹の
森を訪ねて

小笠原隆三 鳥取大学名誉教授 42

2006 平成18年 8 773 表紙写真 『筏下り』　第53回森林林業写真コンクール 山崎秀明 京都府

2006 平成18年 9 774 論壇
気候変動枠組み条約と森林・木材政策　－ツ
バル国の条約交渉担当者と語る

藤原敬 (社)全国木材連合会 2

2006 平成18年 9 774 今月のテーマ NPO法人「みどりのゆび」の活動 神谷由紀子 NPO法人「みどりのゆび」 7

2006 平成18年 9 774 今月のテーマ
千葉県におけるNPO等里山活動団体の活動
について

川島秀一 千葉県みどり推進課 12

2006 平成18年 9 774 今月のテーマ 「量の拡大」から「質への変化」に直面する 坂井武志 森づくりフォーラム 16

2006 平成18年 9 774 今月のテーマ
さいたま市北区のボランティア活動グループ
三貫清水の会

編集担当（吉田功） 20

2006 平成18年 9 774 報告
人工林高齢級林分のモニタリング　－茨城県
内国有林6調査箇所の結果を交えて

池田伸
関東森林管理局　森林技
術センター

22

2006 平成18年 9 774 記録
昭和中期ごろまでのスギ・ヒノキ丸太材の生
産と搬出方法の記録(中)　－和歌山県西牟
婁郡旧日置川町城川流域－

堀口深次 26

2006 平成18年 9 774 記録
昭和中期ごろまでのスギ・ヒノキ丸太材の生
産と搬出方法の記録(中)　－和歌山県西牟
婁郡旧日置川町城川流域－

和田保 26

2006 平成18年 9 774 トピック Google Earthのすすめ 和田幸生 日本森林技術協会 30

2006 平成18年 9 774
平成18年度森
業・山業創出支
援総合対策事

〈森山ビジネス優良プラン〉選考結果の発表 森業・山業事務局 32

2006 平成18年 9 774
連載　山村の
食文化

12.　イワナ、ヤマメなど 杉浦孝蔵 東京大学名誉教授 37

2006 平成18年 9 774
リレー連載
レッドリストの
生き物たち

36. 小型サンショウウオ 松井正文
京都大学大学院　人間・
環境学研究科

38
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2006 平成18年 9 774
コラム（緑の
キーワード）

『三ツ星GPS』 古橋大地 マップコンシェルジュ 40

2006 平成18年 9 774 誌上教材研究 樹木の生命のエネルギーを感じ取る！ 山下宏文 京都教育大学 41

2006 平成18年 9 774 誌上教材研究 樹木の生命のエネルギーを感じ取る！ 植田清宏
京都市立二の丸北小学校
教諭

41

2006 平成18年 9 774 コラム（こだま） 『原油高で和菓子が値上がり？』 甘い物好き（編集委員） 43

2006 平成18年 9 774 表紙写真
『ツリークライミング体験』　第53回森林林業
写真コンクール　2席

深沢真 静岡県

2006 平成18年 10 775 論壇
木材情報の整理と発信　－日本森林学会・
日本木材学会共催シンポジウムから

飯島泰男 秋田県立大学 2

2006 平成18年 10 775
コラム（緑の
キーワード）

『沈黙の森』 田中和博 京都府立大学 8

2006 平成18年 10 775 焦点 新たな森林・林業基本計画について 林野庁企画課 9

2006 平成18年 10 775 報告 中国雲南省の植生・風土 崎尾均
埼玉県農林総合研究セン
ター

16

2006 平成18年 10 775 報告 森林景観づくりの事業について 由田幸雄 林野庁管理課監査室 22

2006 平成18年 10 775 報告
昭和中期ごろまでのスギ・ヒノキ丸太材の生
産と搬出方法の記録(下)　－和歌山県西牟
婁郡旧日置川町城川流域－

堀口深次 28

2006 平成18年 10 775 報告
昭和中期ごろまでのスギ・ヒノキ丸太材の生
産と搬出方法の記録(下)　－和歌山県西牟
婁郡旧日置川町城川流域－

和田保 28

2006 平成18年 10 775 会員のひろば
集団遺伝的観点から見たスギの雄花の多量
着生について

明石孝輝 元森林総合研究所 37

2006 平成18年 10 775
連載　山村の
食文化

14.　秋の七草 杉浦孝蔵 東京大学名誉教授 41

2006 平成18年 10 775
リレー連載
レッドリストの
生き物たち

37. ルリカケス 石田健 東京大学大学院 42

2006 平成18年 10 775
コラム（本の紹
介）

『森林生態学』(藤森隆郎 著) 只木良也
国民森林会議会長　名古
屋大学名誉教授

44

2006 平成18年 10 775
コラム（こだま
（間伐材に思う
こと））

間（編集委員） 45

2006 平成18年 10 775 ご案内 山村力相談窓口サービスを開設 山村力事務局 49
2006 平成18年 10 775 ご案内 山村力(やまぢから)コンクールの募集 山村力事務局

2006 平成18年 10 775 表紙写真
『ぼくたちも参加』　第53回森林林業写真コン
クール　1席

杉浦幸雄 愛知県安城市

2006 平成18年 11 776 論壇 仁多見俊夫 東京大学大学院 2
2006 平成18年 11 776 今月のテーマ 世界へはばたけ！国産衛星ALOS運用開 古家直行 森林総合研究所 10
2006 平成18年 11 776 今月のテーマ 電動無人機で空撮 弓場憲生 広島県立林業技術セン 12
2006 平成18年 11 776 今月のテーマ 驚愕！最新の空中写真技術　実は 中北理 森林総合研究所 14
2006 平成18年 11 776 今月のテーマ デジカメ写真にも位置情報を！ 露木聡 東京大学大学院 16

2006 平成18年 11 776 今月のテーマ PDAで森林管理？ 小林裕之
富山県林業技術センター
林業試験場

18

2006 平成18年 11 776 今月のテーマ
大量のデータをかき分けて・・・　－CSIS
DAYS2006報告

古橋大地
東京大学空間情報科学研
究センター

20

2006 平成18年 11 776
連載　山村の
食文化

15.　イナゴ 杉浦孝蔵 東京農業大学名誉教授 23

2006 平成18年 11 776
リレー連載
レッドリストの
生き物たち

38. タガメ 向井康夫 大阪府立大学大学院 24

2006 平成18年 11 776
誌上教材研究
特別編

今、求められる森林環境教育の教材－1枚の
写真を通して－

山下宏文 京都教育大学 26

2006 平成18年 11 776 会員の広場 幹材積推定における幹曲線と形数の利用 梶原幹弘 京都府立大学名誉教授 30

2006 平成18年 11 776 会員の広場
鎮守の森に自生する推定190年生のモッコク
とその繁殖

有岡利幸 枚方市池之宮 33

2006 平成18年 11 776
コラム（緑の
キーワード）

『熱処理木材』 今村祐嗣 京都大学生存圏研究所 37

2006 平成18年 11 776 緑の付せん紙
有限責任中間法人全国木材検査・研究協会
の設立とJAS登録認定機関について

隅田太
(中)全国木材検査・研究
協会

38

2006 平成18年 11 776
コラム（未来科
学館でリグニン
の特別展示）

吉田功 普及部編集担当 40

2006 平成18年 11 776
コラム（本の紹
介）

『シカの生態誌』(高槻成紀 著) 渡邊定元 元東京大学農学部教授 40

2006 平成18年 11 776 コラム（こだま） 『森林セラピーR基地の森を歩く』 山猿（編集委員） 41
2006 平成18年 11 776 表紙写真 平野武 三重県亀山市
2006 平成18年 12 777 論壇 新たな森林・林業基本計画への期待 木平勇吉 東京農工大学名誉教授 2

2006 平成18年 12 777
コラム（緑の
キーワード）

『プレカットと集成材』 岡野健
日本木材総合情報セン
ター

7

2006 平成18年 12 777
3月連載テーマ
（スギ乾燥のポ
イント）

連載の趣旨と背景 黒田尚宏 森林総合研究所 8

2006 平成18年 12 777
3月連載テーマ
（スギ乾燥のポ
イント）

スギの材質変動と原木選別　－乾燥の効率
化に向けて

藤原健 森林総合研究所 10

2006 平成18年 12 777 報告
平成18年度 独立行政法人 森林総合研究所
「公開講演会」を聞いて　－テーマ「これから
の林業を拓く」

田中潔 日本森林技術協会 16

2006 平成18年 12 777 報告 森林整備シンポジウムin島根 武部広 林野庁整備課 18
2006 平成18年 12 777 報告 2006森林・林業・環境機械展示実演会を見て 市村邦之 東京都森林課 20

2006 平成18年 12 777 報告
「第12回森林と市民を結ぶ全国の集い」から
－インターネット時代に『集う』意義

三浦雄大 大阪府森林課 22

2006 平成18年 12 777 会員の広場 台湾の山岳地帯の紅桧の巨樹、老樹を訪ね 小笠原隆三 鳥取大学名誉教授 24

2006 平成18年 12 777
連載　山村の
食文化

16.　冬の七草 杉浦孝蔵 東京農業大学名誉教授 29
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2006 平成18年 12 777
リレー連載
レッドリストの
生き物たち

39. 森林性コウモリ 前田喜四雄 奈良教育大学 30

2006 平成18年 12 777
コラム（本の紹
介）

『林業実務必携(第3版)普及版』(東京農工大
学農学部林学科編)

吉田功 日本森林技術協会 34

2006 平成18年 12 777 コラム（こだま） 『市民参加の森づくり「技術習得制度」』 K.S.（編集委員） 35

2006 平成18年 12 777 表紙写真
『しめ縄飾り』　第53回森林林業写真コンクー
ル　1席

松田高子 徳島県三好郡

2007 平成19年 1 778 年頭のご挨拶 求められる技術者の能力向上 根橋達三
(社)日本森林技術協会理
事長

2

2007 平成19年 1 778
コラム（緑の
キーワード）

『黄砂』 林野庁海外林業協力室 3

2007 平成19年 1 778
3月連載テーマ
（スギ乾燥のポ
イント(2)）

乾燥を速める工夫 小林功 森林総合研究所 4

2007 平成19年 1 778 今月のテーマ
住宅に国産認証林材を使う　－菊池建設株
式会社

中尾由一 菊池建設(株) 11

2007 平成19年 1 778 今月のテーマ
SGEC森林認証と私の林業経営　－有限会
社高見林業

齋藤正 (有)高見林業 17

2007 平成19年 1 778 今月のテーマ CoC認証取得の意図　－有限会社田村材木 田村文宏 (有)田村材木店 23

2007 平成19年 1 778 今月のテーマ
CoC認証取得と建主さんへの働きかけ　－有
限会社響屋(工務店)

渡辺響子 (有)響屋 26

2007 平成19年 1 778 緑の付せん紙
J-フォレスター(日本版 森林管理技術者)養
成研修について

永山恒則 農林中央金庫 32

2007 平成19年 1 778
連載（山村の食
文化）

17.ゼンマイ(1) 杉浦孝蔵 東京農業大学名誉教授 37

2007 平成19年 1 778
連載（リレー連
載　レッドリスト
の生き物たち）

40. オガサワラオオコウモリ 稲葉慎
NPO法人オガサワラ自然
文化研究所

38

2007 平成19年 1 778
コラム（本の紹
介）

『樹皮ハンドブック』(林将之 著) 吉田功 普及部編集担当 40

2007 平成19年 1 778 コラム（こだま） K （編集委員） 41

2007 平成19年 1 778
連載（誌上教材
研究）

19.大きな木の桶はもう作れない…　－消えて
いく大桶作りの技術

山下宏文 京都教育大学教授 44

2007 平成19年 1 778
連載（誌上教材
研究）

19.大きな木の桶はもう作れない…　－消えて
いく大桶作りの技術

竹内和俊
長野県松本市立並柳小学
校教諭

44

2007 平成19年 1 778 表紙写真
『白銀の森へ』　第53回森林林業写真コン
クール　佳作

栗島薫 茨城県取手市

2007 平成19年 2 779 論壇 森と川と海のつながり　－過去、現在、そして 中村太士 北海道大学大学院 2

2007 平成19年 2 779 今月のテーマ
沿岸漁場環境と森林整備　－北海道東部網
走川におけるヤマトシジミの保全と森林整備

柳井清治 北海道工業大学 6

2007 平成19年 2 779 今月のテーマ サケによる陸域への養分運搬と森林の保全 長坂晶子 北海道立林業試験場 11

2007 平成19年 2 779 今月のテーマ
河川・沿岸域の水環境保全に繋がる微細土
流出の抑制に配慮した森林づくり

佐藤弘和 北海道立林業試験場 15

2007 平成19年 2 779 今月のテーマ 森、里、川と沿岸域の生物生産プロジェクト 山下洋
京都大学　フィールド科学
教育研究センター

20

2007 平成19年 2 779
コラム（緑の
キーワード　）

丸太の強度等級区分 有馬孝禮
宮崎県木材利用技術セン
ター　東京大学名誉教授

24

2007 平成19年 2 779
3月連載テーマ
（スギ乾燥のポ
イント(3)）

スギ乾燥材の品質向上と生産の効率化 黒田尚宏 森林総合研究所 25

2007 平成19年 2 779 予算 平成19年度　森林・林業関係予算案の概要 芦田真亜 林野庁森林整備部計画課 31

2007 平成19年 2 779
連載（山村の食
文化）

18.ぜんまい(2) 杉浦孝蔵 東京農業大学名誉教授 37

2007 平成19年 2 779
連載（リレー連
載　レッドリスト
の生き物たち）

41. ハナカガシ 伊藤哲 宮崎大学農学部 38

2007 平成19年 2 779
コラム（本の紹
介）

『きのこの安全安心生産管理マニュアル－』
(関谷敦 監修　清田卓也 著)

福井睦夫 全国食用きのこ種菌協会 40

2007 平成19年 2 779 コラム（こだま） くま (編集委員） 41

2007 平成19年 2 779 表紙写真
『山村の作業』　第53回森林・林業写真コン
クール　特選

五十嵐清光 秋田県横手市

2007 平成19年 3 780 論壇
環境整備につながる建築づくり　－長野県稲
荷山養護学校建設をとおして－

上原珠枝 北川原温建築都市研究所 2

2007 平成19年 3 780
継続教育
（CPD）二題

測量継続教育(CPD)制度について 佐藤春治 日本測量協会 8

2007 平成19年 3 780
継続教育
（CPD）二題

造園CPDの概要 三島孔明 千葉大学園芸学部 13

2007 平成19年 3 780 解説 『山村力誘発モデル事業』について 廣田明
林野庁 森林総合利用・山
村振興室

16

2007 平成19年 3 780 解説
木材利用に関する教育活動(「木育」)の推進
について

児玉史章 林野庁 木材利用課 20

2007 平成19年 3 780 解説 保護林に関する新しい動き 竹中二葉 林野庁 経営企画課 22

2007 平成19年 3 780
コラム（緑の
キーワード　）

提案型施業 藤森隆郎 日本森林技術協会 25

2007 平成19年 3 780 会員の広場
インドネシア・ジャワ農村における持続可能
な森林経営の試み

高橋志麻子 国連大学 26

2007 平成19年 3 780 会員の広場 15年間の森林ボランティア活動を終えて 中山幾雄 神奈川新聞社 30
2007 平成19年 3 780 会員の広場 長寿の樹ブリッスルコーン・パインの森を訪 小笠原隆三 鳥取大学名誉教授 32

2007 平成19年 3 780
連載（山村の食
文化）

19.ぎんなん 杉浦孝蔵 東京農業大学名誉教授 37

2007 平成19年 3 780
連載（リレー連
載　レッドリスト
の生き物たち）

42. 紀伊半島のイワナ(キリクチ) 斉藤裕也 プロファ設計 38

2007 平成19年 3 780
連載（誌上教材
研究）

その20　私たちの梅田川 永井一也
仙台市立北六番丁小学校
教諭

40
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2007 平成19年 3 780
連載（誌上教材
研究）

その20　私たちの梅田川 山下宏文 京都教育大学 40

2007 平成19年 3 780
コラム（本の紹
介）

『森林<林地・立木>評価の大改訂』(小倉康
彦・小倉康秀 共著)

岡和夫 元東京農工大学教授 42

2007 平成19年 3 780
コラム（本の紹
介）

『木を植えた男』(ジャン・ジオノ著　山本省
訳)

馬場多久男 信州大学農学部 42

2007 平成19年 3 780 コラム（こだま）
バードウォッチング愛好会稲
毛支部(編集委員）

43

2007 平成19年 3 780 表紙写真
『山里炭焼きの頃』　第53回森林・林業写真コ
ンクール　2席

松崎盛樹 静岡市

2007 平成19年 4 781 論壇 日本の森林リモートセンシングはどう進むべ 加藤正人 信州大学農学部 2

2007 平成19年 4 781
コラム（緑の
キーワード　）

施業・経営の団地化 藤森隆郎 日本森林技術協会 7

2007 平成19年 4 781 今月のテーマ
ニセアカシアの分布拡大と種子の役割　－種
子異型性とその意義－

高橋文
山形大学大学院農学研究
科

8

2007 平成19年 4 781 今月のテーマ
ニセアカシアの遺伝的構造　－多摩川河川
敷の場合－

宝月岱造
東京大学大学院農学生命
科学科

12

2007 平成19年 4 781 今月のテーマ
ニセアカシアの遺伝的構造　－多摩川河川
敷の場合－

練春蘭
東京大学アジア生物資源
環境研究センター

12

2007 平成19年 4 781 今月のテーマ
ニセアカシアの駆除　－刈り払いの効果を中
心として－

小川泰弘 長野県林業総合センター 16

2007 平成19年 4 781 今月のテーマ 外来種ニセアカシアシンポジウムから 尾崎絵梨奈 信州大学大学院農学研究 20
2007 平成19年 4 781 今月のテーマ 養蜂とニセアカシア 和田依子 フリーライター 22
2007 平成19年 4 781 会員の広場 アテ主要3品種の挿し木発根比較 中野敞夫 元石川県林務関係職員 26

2007 平成19年 4 781 会員の広場 「プラ」印の進路を考える 飯村武
神奈川県チーフ森林イン
ストラクター

30

2007 平成19年 4 781
連載（山村の食
文化　）

今月のお品書き　二十の膳　ソバ 杉浦孝蔵 東京農業大学名誉教授 33

2007 平成19年 4 781
連載（リレー連
載　レッドリスト
の生き物たち）

43. キイロネクイハムシ 久保田正秀
(財)自然環境研究セン
ター

34

2007 平成19年 4 781
コラム（本の紹
介）

『十三戸のムラ輝く　山形県金山町杉沢集
落』(栗田和則・栗田キエ子・内山節・三宅岳

高橋章 山形県金山町役場 36

2007 平成19年 4 781
コラム（本の紹
介）

『森林・林業・木材産業の将来予測－データ・
理論・シミュレーション－』(森林総合研究所

山田壽夫 九州森林管理局 36

2007 平成19年 4 781
コラム（こだま
「もらってうれし
いもの」）

木通(編集委員） 37

2007 平成19年 4 781 森業・山業
《林野庁補助事業》平成19年度「森業・山業
創出支援総合対策事業」　美しい森林と山を
活かす、森林ビジネスプランを募集していま

森業・山業事務局 40

2007 平成19年 4 781 表紙写真
『天城を歩く』　第54回森林・林業写真コン
クール　佳作

深沢真 静岡県下田市

2007 平成19年 5 782 論壇
百彩の森、全村森林公園の「諸塚」　－ひと
づくり60年、森の恵み享受する森の村－

上善峰男
朝日新聞社友（森林文化
教育研究会）

2

2007 平成19年 5 782 今月のテーマ
森と木の環境part3 森林・林業のゆくえ　－
九州の現場最前線から－

佐藤宣子
九州大学大学院農学研究
院

10

2007 平成19年 5 782 今月のテーマ
「樹木根-菌根」合同研究集会から　－根も葉
もある話を目指して－

松田陽介 三重大学大学院 13

2007 平成19年 5 782 今月のテーマ
第12回森林施業研究会シンポジウム「強度
間伐で勝負する」

原勇治
島根県中山間地域研究セ
ンター

16

2007 平成19年 5 782 今月のテーマ マツ枯れ・マツ材線虫病研究の現在2007 中村克典 森林総合研究所東北支所 18
2007 平成19年 5 782 今月のテーマ 森林環境と資源管理のためのリモートセンシ 加藤正人 信州大学農学部 20

2007 平成19年 5 782 今月のテーマ
森林環境の持つ保健休養機能の解明アプ
ローチとその活用

上原巌
東京農業大学森林総合科
学科

22

2007 平成19年 5 782 今月のテーマ
メコン川流域を中心としたインドシナ半島領
域における　森林環境及び管理に関する研

玉井幸治 森林総合研究所九州支所 24

2007 平成19年 5 782
コラム（緑の
キーワード　）

音と匂い 今村祐嗣
京都大学生存圏研究所
日本木材学会会長

26

2007 平成19年 5 782
連載（誌上教材
研究（隔月連
載））

その21　さくらの花 山下宏文 京都教育大学 33

2007 平成19年 5 782
連載（誌上教材
研究（隔月連
載））

その21　さくらの花 中村俊哉 川崎市立南菅小　教諭 33

2007 平成19年 5 782 会員の広場 老齢人工林のヘクタール当たり立木材積の 鈴木正男 東京林業研究会 34

2007 平成19年 5 782
連載（山村の食
文化　）

今月のお品書き　二十一の膳　ヨモギの食べ
方

杉浦孝蔵 東京農業大学名誉教授 37

2007 平成19年 5 782
連載（リレー連
載　レッドリスト
の生き物たち）

44. ワシミミズク 早矢仕有子 札幌大学法学部 38

2007 平成19年 5 782
コラム（本の紹
介）

『昭和林業逸史』(大日本山林会　編) 弘中義夫 日本森林技術協会顧問 42

2007 平成19年 5 782
コラム（本の紹
介）

『写真で見る北海道の森林と人々の歴史』(北
海道林業技士会(日本林業技士会北海道支

中村大志 北海道大学大学院 42

2007 平成19年 5 782 コラム（こだま） 「出ておいで、木材たち」 M(編集委員） 43
2007 平成19年 5 782 表紙写真 『里山』　第54回森林・林業写真コンクール 武田治 兵庫県

2007 平成19年 6 783 論壇
NPO法人才の木　－設立の経緯と活動目標
－

川井秀一
NPO法人才の木　京都大
学生存圏研究所

2

2007 平成19年 6 783 特別寄稿 スギの復権を願って 只木良也 プレック研究所 8

2007 平成19年 6 783
コラム（緑の
キーワード　）

健全な森林を育てる力強い林業・木材産業を
目指して

小池秀夫 13

2007 平成19年 6 783
連載（新連載
森林系技術者
コーナー）

1. 林業技士とCPD(継続教育)について 林業技士事務局 14

2007 平成19年 6 783 報告
箕面森林環境保全ふれあいセンターにおけ
る里山再生推進モデル事業の取組みについ

本田茂光
箕面森林環境保全ふれあ
いセンター

16
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2007 平成19年 6 783
連載（山村の食
文化　）

今月のお品書き　二十二の膳　クサギ 杉浦孝蔵 東京農業大学名誉教授 31

2007 平成19年 6 783
連載（リレー連
載　レッドリスト
の生き物たち）

45. 日本のアメンボの仲間 立川周二 前東京農業大学助教授 32

2007 平成19年 6 783
コラム（本の紹
介）

『改訂 森林資源科学入門』(日本大学森林資
源科学科 編)

大河和夏 日本大学生物資源科学部 36

2007 平成19年 6 783
コラム（本の紹
介）

『主張する森林施業論』(森林施業研究会 編) 藤森隆郎 日本森林技術協会 36

2007 平成19年 6 783 コラム（こだま） 「2日で12万人」 KEA NA(編集委員） 37

2007 平成19年 6 783 表紙写真
『木に親しむ』　第54回森林・林業写真コン
クール　1席

赤瀬明 熊本県

2007 平成19年 7 784 論壇
タケを竹として活用する時世に思う　－この
植物に光明を与えることは可能か－

内村悦三 富山県中央植物園 2

2007 平成19年 7 784
第53回森林技
術賞（要旨）

組織培養による木本生植物クローン苗木生
産システムの構築

錦織正智 北海道立林業試験場 8

2007 平成19年 7 784
第53回森林技
術賞（要旨）

スギ間伐材を用いた積雪グライド抑制工の
開発と実用化

柴和宏 富山県林業技術センター 10

2007 平成19年 7 784
第53回森林技
術賞（要旨）

スギ・ヒノキ長伐期施業に対応したシステム
収穫表の開発とその普及

長濱孝行 鹿児島県林業振興課 12

2007 平成19年 7 784
第53回森林技
術賞（要旨）

北海道の野外環境下における木材・木製土
木構造物の耐久性の解明および耐久性予測
手法の確立と普及

森満範 北海道立林産試験場 14

2007 平成19年 7 784
コラム（緑の
キーワード　）

大分方式 岡野健 16

2007 平成19年 7 784
連載（誌上教材
研究（隔月連
載））

その22　木を伐ることによって守られる森林 橋本祥夫
京都教育大付属京都小
教諭

30

2007 平成19年 7 784
連載（誌上教材
研究（隔月連
載））

その22　木を伐ることによって守られる森林 山下宏文 京都教育大学　教授 30

2007 平成19年 7 784
連載（森林系技
術者コーナー）

2. 地理空間情報活用推進基本法の効用 古橋大地 マップコンシェルジュ 36

2007 平成19年 7 784
連載（山村の食
文化　）

今月のお品書き　二十三の膳　カキの葉と干
し柿

杉浦孝蔵 東京農業大学名誉教授 39

2007 平成19年 7 784
連載（リレー連
載　レッドリスト
の生き物たち）

46. 日本のカミキリムシの仲間 槇原寛 前(独)森林総合研究所 40

2007 平成19年 7 784
コラム（本の紹
介）

『森林情報学入門』(田中　万里子 著) 木平勇吉 東京農工大学名誉教授 42

2007 平成19年 7 784 コラム（こだま） 「育林の夢」 （い） 43

2007 平成19年 7 784 表紙写真
『森人登場』　第54回森林・林業写真コンクー
ル　佳作

奥田康弘 新潟県

2007 平成19年 8 785 論壇
土壌とともに40年、最大の難問とその解決に
向けて

八木久義 東京大学名誉教授 2

2007 平成19年 8 785
コラム（緑の
キーワード　）

樟脳の復活 赤堀楠雄 林材ライター 7

2007 平成19年 8 785 会員の広場
大西洋上でスギが大事にされている島　アゾ
レス諸島－サンミゲル島のスギを訪ねて

福井昭一郎 22

2007 平成19年 8 785
連載（森林系技
術者コーナー）

3. 林業技士登録更新Q&A 林業技士事務局 24

2007 平成19年 8 785
連載（山村の食
文化　）

二十四の膳　ハスの食べ方いろいろ(1) 杉浦孝蔵 東京農業大学名誉教授 41

2007 平成19年 8 785
連載（リレー連
載　レッドリスト
の生き物たち）

47. クマゲラ 中村充博 森林総合研究所東北支所 42

2007 平成19年 8 785
コラム（本の紹
介）

『森を育てる技術』(内田健一 著) 藤森隆郎
日本森林技術協会技術指
導役

44

2007 平成19年 8 785 コラム（こだま） どうなる？「総合学習」 （草刈） 編集委員 45

2007 平成19年 8 785
コラム（ご案内
募集）

木平勇吉 東京農工大学名誉教授 45

2007 平成19年 8 785 表紙写真
『大西洋アゾレス諸島のひとつであるサン・ミ
ゲル島のカルデラ湖景観』

福井昭一郎 東京都

2007 平成19年 9 786 論壇
林政基本法の提案　－「森の文化」と「木の
文化」の融合

筒井迪夫 東京大学名誉教授 2

2007 平成19年 9 786
コラム（緑の
キーワード　）

生物多様性がもたらす価値 杉村乾
森林総合研究所　企画部
上席研究員

7

2007 平成19年 9 786
第9回　JAFTA
学術奨励金研
究成果の紹介

樹冠構造と機能の生理生態学的プロセスを
考慮した光合成量推定モデルの開発

飯尾淳弘 静岡大学農学部 9

2007 平成19年 9 786
第9回　JAFTA
学術奨励金研
究成果の紹介

中分解能衛星データと森林資源モニタリング
調査データを用いた林分材積推定法の検討

加治佐剛 九州大学大学院 11

2007 平成19年 9 786
第9回　JAFTA
学術奨励金研
究成果の紹介

森林における風害リスクを考慮した森林管理
方法の研究

上村佳奈 東京大学大学院 13

2007 平成19年 9 786 報告
IUFRO タスクフォース「Forests Human
Health」に参加して

宮崎良文 千葉大学 15

2007 平成19年 9 786 報告
IUFRO タスクフォース「Forests Human
Health」に参加して

恒次祐子 森林総合研究所 15

2007 平成19年 9 786 報告
IUFRO タスクフォース「Forests Human
Health」に参加して

朴範鎭 千葉大学 15

2007 平成19年 9 786 語りたい人 千葉徳爾先生の見た山 大住克博 森林総合研究所　関西支 18

2007 平成19年 9 786
連載（森林系技
術者コーナー）

4. 高齢化する人工林の今後 千葉幸広
森林総合研究所　物質生
産研究室長

24

2007 平成19年 9 786
連載（森林系技
術者コーナー）

5. 素晴らしい図書が沢山あります 普及部（編集担当） 24
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2007 平成19年 9 786
連載（誌上教材
研究）

23.木の命に感謝する 波多野達二 林業家・元小学校教諭 34

2007 平成19年 9 786 会員の広場
米国における森林所有者向けのコンピュー
タ・プログラムの紹介

中村亨 林野庁　海外林業協力室 35

2007 平成19年 9 786
連載（山村の食
文化　）

25.ハスの食べ方いろいろ(2) 杉浦孝蔵 東京農業大学名誉教授 39

2007 平成19年 9 786
連載（リレー連
載　レッドリスト
の生き物たち）

48. オジロワシ 白木彩子
東京農業大学　生物産業
学部

40

2007 平成19年 9 786
コラム（本の紹
介）

『屋久島の森の姿』(金谷整一・吉丸博志 編) 長坂壽俊
森林総合研究所　森林遺
伝研究領域長

42

2007 平成19年 9 786
コラム（本の紹
介）

『桜I、II』(有岡利幸 著) 田中潔 日本森林技術協会 顧問 42

2007 平成19年 9 786 コラム（こだま） SGECのさらなる発展に向けて （Mosaic） 編集委員 43

2007 平成19年 9 786 表紙写真
『植樹体験』　第54回森林・林業写真コンクー
ル　特選(農林水産大臣賞)

杉浦幸雄 愛知県

2007 平成19年 10 787 論壇
山村・林業の生きる道　－「森の文化」と「木
の文化」の融合

杉浦孝蔵 東京農業大学名誉教授 2

2007 平成19年 10 787 今月のテーマ 空中写真の現場で 板垣恒夫 技術士事務所森林航測研 8

2007 平成19年 10 787 今月のテーマ
シリア砂漠とユーフラテス川　－アル・ラッカ
にて 2007年8月16日－

長谷川均 国士舘大学 11

2007 平成19年 10 787 今月のテーマ 中国－内モンゴル訪問記 比屋根哲 岩手大学大学院 14
2007 平成19年 10 787 今月のテーマ カラマツのねじれとアサガオのつる 吉田孝久 長野県林業総合センター 17
2007 平成19年 10 787 今月のテーマ この夏　シカ対策戦線からの報告 杉山要 要林産 21

2007 平成19年 10 787 今月のテーマ
メンケル独首相来日記念シンポジウム(京都
議定書採択10年)を聞いて

芝正己 京都大学芦生研究林 24

2007 平成19年 10 787 今月のテーマ 驚異のDNAシーケンサー 楠城時彦 森林総合研究所 26

2007 平成19年 10 787
コラム（緑の
キーワード　）

森林吸収源対策と木材利用 有馬孝禮
宮崎県木材利用技術セン
ター

29

2007 平成19年 10 787 報告 韓国の森林セラピー 朴範鎭 千葉大学 31
2007 平成19年 10 787 報告 韓国の森林セラピー 李峻雨 韓国忠南大学校 31

2007 平成19年 10 787
連載（森林系技
術者コーナー）

6. 林業労働安全衛生対策－林業技士を通し
て

松隈茂
林業・木材製造業労働災
害防止協会

34

2007 平成19年 10 787
連載（山村の食
文化　）

26.きのこ 杉浦孝蔵 東京農業大学名誉教授 39

2007 平成19年 10 787
連載（リレー連
載　レッドリスト
の生き物たち）

48.チョウセンケナガニイニイ 大林隆司 東京都農林水産部 40

2007 平成19年 10 787
コラム（本の紹
介）

『ピタゴラスの定理100の証明法』(森下四郎
著)

関厚 普及部 42

2007 平成19年 10 787 コラム（こだま） 子どもの成長 （雪） 編集委員 43

2007 平成19年 10 787 表紙写真
『収穫の後』　第54回森林・林業写真コンクー
ル　佳作

田岡穂積 和歌山県

2007 平成19年 11 788 論壇 流域圏学会と青の革命 蔵治光一郎 東京大学愛知演習林 2

2007 平成19年 11 788
コラム（緑の
キーワード　）

樹種識別 今村祐嗣 7

2007 平成19年 11 788
連載（誌上教材
研究（隔月連
載））

その24　木の命に感謝する 山下宏文 京都教育大学 8

2007 平成19年 11 788
連載（誌上教材
研究（隔月連
載））

その24　木の命に感謝する 波多野達二 林業家・元小学校教諭 8

2007 平成19年 11 788 今月のテーマ 炎天下の植生調査 長谷川幹夫
富山県林業技術センター
林業試験場

9

2007 平成19年 11 788 今月のテーマ 官僚たちとの夏 田中伸彦 (独)森林総合研究所 12
2007 平成19年 11 788 今月のテーマ 「夏休み」の思い出 寺嶋嘉春 千葉県農林水産部林務課 15
2007 平成19年 11 788 今月のテーマ 先輩諸氏からの伝言 平川泰彦 (独)森林総合研究所 20

2007 平成19年 11 788 今月のテーマ 群馬県川場村における森林づくり 関岡東生
東京農業大学地球環境科
学部

22

2007 平成19年 11 788 報告
平成19年度　独立行政法人　森林総合研究
所「公開講演会」　木質バイオマスのトリプル
活用化戦略

田中潔
(社)日本森林技術協会顧
問

28

2007 平成19年 11 788 会員の広場 戦後の拡大造林による針葉樹人工林に思う 山谷孝一 岩手林業株式会社 30

2007 平成19年 11 788
連載（森林系技
術者コーナー）

7. 製材・集成材JASをめぐる情勢(上) 赤堀楠雄 林材ライター 33

2007 平成19年 11 788
連載（山村の食
文化　）

27.　コイ 杉浦孝蔵 東京農業大学名誉教授 39

2007 平成19年 11 788
連載（リレー連
載　レッドリスト
の生き物たち）

50.ヤチヤナギ 井上みずき
京都大学大学院農学研究
科

40

2007 平成19年 11 788
コラム（本の紹
介）

『写真図解　作業道づくり』(大橋慶三郎・岡橋
清元 著)

酒井秀夫 東京大学 42

2007 平成19年 11 788 コラム（こだま） おおきくなったら何になる？ （めだかの兄弟） 編集委員 43
2007 平成19年 11 788 表紙写真 『匠』　第54回森林・林業写真コンクール　佳 北川孝 滋賀県
2007 平成19年 12 789 論壇 山林・山村と共存する山野草 奥山徹 明治薬科大学 2

2007 平成19年 12 789
コラム（緑の
キーワード　）

シカの被害対策 藤森隆郎 (社)日本森林技術協会 7

2007 平成19年 12 789 焦点 長伐期林への道しるべ 千葉幸弘 (独)森林総合研究所 8

2007 平成19年 12 789 報告 魅力ある散策コースと森林景観づくり 由田幸雄
(社)日本治山治水協会
（元日光森林管理署長）

15

2007 平成19年 12 789
連載（森林系技
術者コーナー）

8. 製材・集成材JASをめぐる情勢(下) 赤堀楠雄 林材ライター 21

2007 平成19年 12 789 会員の広場 裸子植物に見る世界の主な巨樹、老樹 小笠原隆三 鳥取大学名誉教授 26

2007 平成19年 12 789
連載（山村の食
文化　）

28.　クリの実 杉浦孝蔵 東京農業大学名誉教授 33
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2007 平成19年 12 789
連載（リレー連
載　レッドリスト
の生き物たち）

51.アポイカンバ 光永輝義
(独)森林総合研究所北海
道支所

34

2007 平成19年 12 789
コラム（本の紹
介）

『森林・林業実務必携』(東京農工大学森林・
林業実務必携編集委員会編)

片桐成夫 島根大学生物資源科学部 36

2007 平成19年 12 789 コラム（こだま） アロマテラピーと間伐 （間） 編集委員 37

2007 平成19年 12 789
コラム（陶山正
憲先生と林業
技士養成研修）

林業技士事務局 38

2007 平成19年 12 789 表紙写真
『自然の中で』　第54回森林・林業写真コン
クール　佳作

大西宏徳 愛知県

2008 平成20年 1 790
年頭のごあいさ
つ

年頭のごあいさつ 根橋達三
社団法人　日本森林技術
協会　理事長

2

2008 平成20年 1 790 今月のテーマ 生物多様性の価値とは 福山研二 (独)森林総合研究所 3

2008 平成20年 1 790 今月のテーマ
生物多様性の保全－人工林マトリックスの管
理の提案

山浦悠一 (独)森林総合研究所 8

2008 平成20年 1 790 今月のテーマ
生物多様性の保全－人工林マトリックスの管
理の提案

由井正敏
岩手県立大学総合政策学
部

8

2008 平成20年 1 790 今月のテーマ
天敵昆虫による穿孔性外注の生物的防除は
可能か？

浦野忠久
(独)森林総合研究所関西
支所

13

2008 平成20年 1 790 今月のテーマ
「追い風」というけれど・・・・・・　－新森林・林
業基本法下での林業の動向と課題－

植木達人 信州大学農学部 18

2008 平成20年 1 790 今月のテーマ
林業界で求められる人材づくりを目指す　－
鹿児島大学による新たな取組み－

枚田邦宏 鹿児島大学農学部 23

2008 平成20年 1 790

連載（森林系技
術者コーナー：
CPD-009-環境
-001-200801）

9. 学校における森林環境教育のあり方(上) 山下宏文 京都教育大学教育学部 28

2008 平成20年 1 790
連載（誌上教材
研究（隔月連
載））

25. 日本の緑を守り、安全で安心な生活を守
る

山下宏文 京都教育大学教育学部 32

2008 平成20年 1 790
連載（誌上教材
研究（隔月連
載））

25. 日本の緑を守り、安全で安心な生活を守
る

土居隆行 林野庁治山課 32

2008 平成20年 1 790
コラム（森林系
技術者コー

森林浴効果実証試験の李先生が明かす・・・
私の1週間の健康法

李卿 日本医科大学 34

2008 平成20年 1 790 報告
樹木医学会公開シンポジウム　ブナ科樹木
の萎凋枯死被害(ナラ枯れ)の研究と防除の

福田健二 東京大学大学院 36

2008 平成20年 1 790
連載（山村の食
文化　）

29.　こんにゃく (1) 杉浦孝蔵 東京農業大学名誉教授 39

2008 平成20年 1 790
コラム（本の紹
介）

森林科学 岡田秀二 岩手大学 40

2008 平成20年 1 790
コラム（緑の
キーワード）

生態系サービス 佐野真琴 (独)森林総合研究所 42

2008 平成21年 1 802 表紙写真 『飛翔』第 51回森林・林業写真コンクール佳 小泉辰雄 北海道釧路市在住

2008 平成20年 1 790 表紙写真
『ある樹型』　第54回森林・林業写真コンクー
ル　1席

北野宏幸 北海道釧路町

2008 平成20年 2 791 論壇 林業のインタープリテーションを考える 水野雅夫
Forester's NPO
Woodsman Workshop

2

2008 平成20年 2 791 報告 クマタカと列状間伐 木下仁 山形森林管理署最上支署 9
2008 平成20年 2 791 特別寄稿 チューリンゲンの森 －ゲーテとイルメナウ－ 杉野千鶴 ストラテジーコンサルタント 15

2008 平成20年 2 791 報告
道東における素材生産の現場から　－北海
林友株式会社の冬期事業－

宮本廣 北海林友株式会社 24

2008 平成20年 2 791
コラム（緑の
キーワード）

広がるシカの波紋 小泉透 (独)森林総合研究所 29

2008 平成20年 2 791
連載（森林系技
術者コーナー）

：CPD-010-環境-002-200802)10. 学校にお
ける森林環境教育のあり方(下)

山下宏文 京都教育大学教育学部 30

2008 平成20年 2 791 予算 平成20年度　森林・林業関係予算案の概要 石井康彦 林野庁森林整備部計画課 34

2008 平成20年 2 791
連載（山村の食
文化　）

30.こんにゃく (2) 杉浦孝蔵 東京農業大学名誉教授 41

2008 平成20年 2 791
コラム（本の紹
介）

森林の再発見 丹下健 東京大学 42

2008 平成20年 2 791 表紙写真
『春を待つ森林』　第54回森林・林業写真コン
クール　2席

松崎盛樹 静岡市

2008 平成20年 3 792 論壇
森林科学に基づく森林環境教育を目指して
－多摩森林科学園における取組み－

大石康彦
(独)森林総合研究所　多
摩森林科学園

2

2008 平成20年 3 792
コラム（緑の
キーワード）

「間伐遅れ」の造林学 正木隆 (独)森林総合研究所 9

2008 平成20年 3 792 特別寄稿
自然の妙味、人の技－置戸照査法試験林50
年の軌跡－

青柳正英
元 北見道有林管理セン
ター

10

2008 平成20年 3 792 解説
平成20年度新規事業　山村再生総合対策事
業の展開について

吉井巧
林野庁計画課　森林総合
利用・山村振興室

16

2008 平成20年 3 792 報告 過疎山への挑戦 斎藤和彦 三河炭やき塾 22

2008 平成20年 3 792
連載（誌上教材
研究（隔月連
載）　特別編）

26. 校庭の樹木を守ろう 山下宏文 京都教育大学 27

2008 平成20年 3 792
連載（誌上教材
研究（隔月連
載）　特別編）

26. 校庭の樹木を守ろう 森林文化研究会 鹿熊誠 関東森林管理局 27

2008 平成20年 3 792
連載（誌上教材
研究（隔月連
載）　特別編）

26. 校庭の樹木を守ろう
森林文化研究会 木俣かお
り

関東森林管理局 27

2008 平成20年 3 792
連載（誌上教材
研究（隔月連
載）　特別編）

26. 校庭の樹木を守ろう 森林文化研究会 鈴木真
練馬区立中村西小学校教
諭

27

2008 平成20年 3 792 トピック 山梨県森林生態系モニタリング調査事業か 長池卓男 山梨県森林総合研究所 32
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2008 平成20年 3 792
連載（森林系技
術者コーナー：

CPD-011-解説-003-200803)11. 林業技士登
録更新Q&A

林業技士事務局 34

2008 平成20年 3 792
連載（山村の食
文化　）

31.　タニシ 杉浦孝蔵 東京農業大学名誉教授 37

2008 平成20年 3 792
コラム（本の紹
介）

草原の科学への招待 浜口哲一 平塚市博物館 38

2008 平成20年 3 792 会員の広場
有岡利幸氏の「桜I・II」を読んで　－二、三の
私見－

鶴田誠 (財)日本花の会 40

2008 平成20年 3 792 表紙写真 『ウメ』　埼玉県飯能市郊外にて 編集部（当時）

2008 平成20年 4 793 論壇
丹沢大山自然再生委員会の活動　－市民参
加から協働へ－

木平勇吉 丹沢大山自然再生委員会 2

2008 平成20年 4 793 今月のテーマ
わが校森林・環境コース紹介　－群馬県立農
林大学校

石田敏之 群馬県立農林大学校 9

2008 平成20年 4 793 今月のテーマ
明日の地域林業の担い手を養成　－静岡県
立農林大学校　林業分校

伏見裕之
静岡県立農林大学校　林
業分校

14

2008 平成20年 4 793 今月のテーマ
自然のなかに　心のなかに　森林を育てる
－長野林業大学校

武田雅宏 長野県林業大学校 19

2008 平成20年 4 793 今月のテーマ
地域林業の担い手の育成確保のために　－
島根県立農業大学校　森林管理科

菅田勲 島根県立農業大学校 24

2008 平成20年 4 793 今月のテーマ
後進を育てること、私の思い　－京都府立農
業大学校　林業課程

上家祐
前：京都府立農業大学校
（現・京都府立大学）

29

2008 平成20年 4 793 報告
岩手・木質バイオマス研究会の歩みと現状・
課題　－木質バイオマス普及パンフレット『火
のある暮らしを楽しむ』の発行にあたって

岩手・木質バイオマス研究
会

30

2008 平成20年 4 793
連載（森林系技
術者コーナー：

CPD-012-解説-004-200803)12. 林業技士養
成研修の再チャレンジ制度ほか

(社)日本森林技術協会 林業
技士事務局

34

2008 平成20年 4 793
コラム（緑の
キーワード）

木造の防耐火構造 有馬孝禮
宮崎県木材利用技術セン
ター

35

2008 平成20年 4 793
連載（山村の食
文化　）

32.　そば(2) 杉浦孝蔵 東京農業大学名誉教授 37

2008 平成20年 4 793 コラム（ひびく） 　京都議定書6%削減約束の達成に向けて （編集委員） 38

2008 平成20年 4 793
コラム（本の紹
介）

　「入門　環境保護と森林」 井上真理子
森林総合研究所　多摩森
林科学園

38

2008 平成20年 4 793 コラム（こだま） 　メタボリック症候群 （編集委員） 39

2008 平成20年 4 793
コラム（宮下國
弘氏を偲んで）

『まちの森林(もり)づくり10年余』 （普及部編集担当） 44

2008 平成20年 4 793 表紙写真 『サクラ』　多摩森林科学園(東京都八王子 編集部（当時）

2008 平成20年 5 794 論壇 森林軌道の現代的利用 酒井秀夫
東京大学大学院農学生命
科学　研究科森林利用学
研究室 教授

2

2008 平成20年 5 794
コラム（統計に
見る日本の林

山村の現状と課題 (普及部編集担当) 8

2008 平成20年 5 794 今月のテーマ
テーマ別セッション「生物多様性の保全に配
慮した森林管理」

山浦悠一 森林総合研究所 10

2008 平成20年 5 794 今月のテーマ
テーマ別セッション「生物多様性の保全に配
慮した森林管理」

尾崎研一
森林総合研究所北海道支
所

10

2008 平成20年 5 794 今月のテーマ
テーマ別セッション「森林経営・計画・施業の
最前線」

當山啓介
東京大学大学院農学生命
科学研究科

12

2008 平成20年 5 794 今月のテーマ
テーマ別セッション「環境変動下における物
質循環と森林施業の関わり」

戸田浩人 東京農工大学 14

2008 平成20年 5 794 今月のテーマ
テーマ別セッション「環境変動下における物
質循環と森林施業の関わり」

柴田英昭
北海道大学北方生物圏
フィールド科学センター

14

2008 平成20年 5 794 今月のテーマ
テーマ別セッション「森林の環境応答と炭素
固定機能の統合モデル」

千葉幸弘 森林総合研究所 16

2008 平成20年 5 794 今月のテーマ
テーマ別セッション「森林環境資源の利用と
保全をめぐる諸問題」

八巻一成 森林総合研究所東北支所 18

2008 平成20年 5 794 今月のテーマ
テーマ別セッション「森林環境教育と社会・森
林科学・ESD」

大石康彦
森林総合研究所多摩森林
科学園

20

2008 平成20年 5 794 今月のテーマ
テーマ別セッション「スギ花粉発生源対策の
ために」

篠原健司 森林総合研究所 22

2008 平成20年 5 794 今月のテーマ
テーマ別セッション「文化景観としての森林を
考える」

奥敬一 森林総合研究所関西支所 24

2008 平成20年 5 794 今月のテーマ
関連研究集会より「森林施業研究会・森林計
画学会合同シンポジウム　-計画と施業を結

小山泰弘 長野県林業総合センター 26

2008 平成20年 5 794
コラム（本の紹
介）

『富士山国有林台風被害-復旧10年の歩み-
』(林野庁関東森林管理局静岡森林管理署
2008年2月発行)

(普及部編集担当) 28

2008 平成20年 5 794
コラム（本の紹
介）

『21世紀の森づくりを担う君達へ-20世紀の
造林者から-』(佐藤彦一著　秋田県林業改良
普及協会2008年3月発行)

(普及部編集担当) 28

2008 平成20年 5 794
コラム（緑の付
せん紙）

松野?氏の墓地修復なる （普及部編集担当） 28

2008 平成20年 5 794 コラム（こだま） ネーミング （編集委員） 29

2008 平成20年 5 794
連載（山村の食
文化　）

33.　たけのこ(1)-モウソウチク- 杉浦孝蔵 東京農業大学名誉教授 31

2008 平成20年 5 794
連載（誌上教材
研究（隔月連
載））

その27　地域の人に支えられる校庭の樹木 荒木俊夫
前 武蔵野市立井之頭小
学校（現 武蔵野市立第三
小学校　校長）

32

2008 平成20年 5 794
連載（誌上教材
研究（隔月連
載））

その27　地域の人に支えられる校庭の樹木 山下宏文 京都教育大学教授 32

2008 平成20年 5 794
連載（誌上教材
研究(2008年3
月号余滴)）

卒業記念の知的遺産「校庭の樹木図鑑」　-
千葉市立みつわ台北小学校-

上善峰男
森林文化教育研究会　事
務局長

32

2008 平成20年 5 794
連載（森林系技
術者コーナー）

CPD-014-土木-001-200805　-土木事業へ
の国産材の利活用-

今村祐嗣
京都大学生存圏研究所教
授

34
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2008 平成20年 5 794
連載（森林系技
術者コーナー）

CPD-013-情報-002-200805　-森林情報士
制度と森林情報教育-

箕輪光博 (社)大日本山林会 副会長 34

2008 平成20年 5 794 表紙写真 『穂高連峰』　長野県上高地にて 編集部（当時）

2008 平成20年 6 795 論壇
51年目の林木育種事業　-期待される情報の
活用-

井出雄二

東京大学大学院農学生命
科学　研究科生圏システ
ム学専攻　森圏管理学研
究室 教授

2

2008 平成20年 6 795 今月のテーマ
テーマ別セッション「森林資源利用・育成の新
たな手法と技術」

仁多見俊夫
東京大学大学院農学生命
科学研究科

8

2008 平成20年 6 795 今月のテーマ
テーマ別セッション「森林生態系における窒
素の動態」

稲垣善之 森林総合研究所 18

2008 平成20年 6 795 今月のテーマ
テーマ別セッション「森林生態系における窒
素の動態」

小林元
信州大学農学部付属アル
プス圏フィールド科学教育
研究センター

18

2008 平成20年 6 795 今月のテーマ
テーマ別セッション「森林生態系における窒
素の動態」

平井敬三 森林総合研究所東北支所 18

2008 平成20年 6 795
連載（森林系技
術者コーナー：

CPD-015-経営-003-200806)新たな森林・林
業技術者像としての森林施業プランナー

藤森隆郎
(社)日本森林技術協会
技術指導役

22

2008 平成20年 6 795
連載（山村の食
文化　）

34.　たけのこ(2)　-ハチク・マダケとチシマザ
サ、シホウチク-

杉浦孝蔵 東京農業大学名誉教授 25

2008 平成20年 6 795
コラム（緑の
キーワード）

木造伝統構法 赤堀楠雄 林材ライター 26

2008 平成20年 6 795
コラム（緑の付
せん紙）

初の快挙林業技士全7部門で登録　広島の
豊原稔和氏

（普及部編集担当） 28

2008 平成20年 6 795
コラム（本の紹
介）

『森の芽生えの生態学』(正木隆編　(株)文一
総合出版発行)

大住克博 森林総合研究所関西支所 28

2008 平成20年 6 795 コラム（こだま） 一生懸命、一所懸命 （編集委員） 29
2008 平成20年 6 795 表紙写真 『苗畑での作業風景』　茨城県高萩にて 編集部（当時）
2008 平成20年 7 796 新任のご挨拶 理事長 廣居忠量 2

2008 平成20年 7 796 論壇
新時代における森林及び林業の人材育成に
ついて考える　-体験的人材育成論-

小澤普照
(財)林政総合調査研究所
理事長　(社)海外林業コン
サルタンツ協会 会長

3

2008 平成20年 7 796 解説
岐阜県における林業後継者づくりの変遷　-
緑化促進青年隊から岐阜県立森林文化アカ

加納誠一
岐阜県立森林文化アカデ
ミー教務課

9

2008 平成20年 7 796 焦点
長伐期林への道しるべ　-生態的な森林管理
における位置づけ-

長池卓男 山梨県森林総合研究所 14

2008 平成20年 7 796 会員の広場 ”演習林”について思う 市川貴大 とちぎ農林倶楽部 20
2008 平成20年 7 796 会員の広場 寒冷地年越し枯れは一筋縄ではない 松浦邦昭 元森林総合研究所 22

2008 平成20年 7 796
第19回学生森林技術研究論文コンテスト受
賞論文の紹介

本間晴海/安田幸治/徳重
麻美/柳澤萌人

26

2008 平成20年 7 796 エッセイ 焚き火　-国木田独歩と湘南の海- 田中伸彦
森林総合研究所　上席研
究員

29

2008 平成20年 7 796
連載（誌上教材
研究(隔月連

28.紀州の林業を引き継ぐ人々 山下宏文 京都教育大学教授 33

2008 平成20年 7 796
連載（誌上教材
研究(隔月連

28.紀州の林業を引き継ぐ人々 木村安男
和歌山県和歌山市立三田
小学校教諭

33

2008 平成20年 7 796
連載（森林系技
術者コー

CPD-016-経営-004-20080716.雑木林はい
かにして雑木林となったのか

大住克博 森林総合研究所関西支所 34

2008 平成20年 7 796
連載（山村の食
文化　）

35.ワラビ 杉浦孝蔵 東京農業大学名誉教授 39

2008 平成20年 7 796
コラム（緑の
キーワード）

住民参加型管理の効用 杉村乾
森林総合研究所　企画部
上席研究員

40

2008 平成20年 7 796
コラム（本の紹
介）

林木の集団遺伝学入門 吉丸博志
森林総合研究所森林遺伝
領域

42

2008 平成20年 7 796 コラム（こだま） 造林と育林のシステムを （編集委員） 43

2008 平成20年 7 796
コラム（統計に
みる日本の林

森林の地球温暖化防止機能等に対する期待
の高まり

（普及部編集担当） 44

2008 平成20年 7 796 表紙写真
『静岡県 安倍川上流の山村集落』　汗だくで
山をくだる折、盛夏を迎えようとしている集落
の営みに惹かれて・・・・・

志賀

2008 平成20年 8 797 論壇 環境と森林の変化を追う 高橋正通
(独)森林総合研究所　立
地環境研究領域　領域長

2

2008 平成20年 8 797 解説
間伐放置材はどれくらいの速さで分解する
か？

酒井佳美
(独)森林総合研究所　立
地環境研究領域 土壌資

8

2008 平成20年 8 797 特別寄稿 ニュージーランド林業の今 矢野俊夫
農林中央金庫　農林水産
金融部　主監(技術士：森
林部門-林業)

12

2008 平成20年 8 797 特別寄稿
｢松野 ?とクララ夫人｣補遺　―松野墓地修復
を機に―

小林富士雄
(財)林業科学技術振興所
理事長

19

2008 平成20年 8 797
第54回森林技
術賞の紹介

流域生態系に配慮した森林管理技術の開発 長坂晶子
北海道立林業試験場　企
画指導部　企画課　研究

24

2008 平成20年 8 797
第54回森林技
術賞の紹介

流域生態系に配慮した森林管理技術の開発 長坂有
北海道立林業試験場　森
林環境部　流域保全科長

24

2008 平成20年 8 797
第54回森林技
術賞の紹介

多雪地帯におけるスギ人工林の混交林への
誘導に関する研究とその普及

長谷川幹夫
富山県農林水産総合技術
センター　森林研究所　副
主幹研究員

26

2008 平成20年 8 797
第54回森林技
術賞の紹介

山地災害地区における三次元地理情報の時
系列変化を用いた評価・予測システムの開

馬場宰
長崎県島原振興局林務課
森林土木班　専門幹ほか

28

2008 平成20年 8 797 会員の広場 これからの森林を考える 今永正明
鹿児島大学・静岡大学名
誉教授

30

2008 平成20年 8 797
連載（リレー連
載　レッドリスト
の生き物たち）

52.マメナシ 加藤珠理
岐阜大学　応用生物科学
部　森林生態研究室

32

2008 平成20年 8 797
連載（森林系技
術者コーナー：

CPD-017-土木-002-200808)17.最近の緑化
工技術

谷口伸二
日本植生株式会社　大阪
設計室　設計部長　技術
士(森林土木)

34
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2008 平成20年 8 797
コラム（緑の
キーワード）

新しい林業経営者 岩井吉彌
京都大学大学院農学研究
科　教授

39

2008 平成20年 8 797
連載（山村の食
文化　）

36.サンショウ 杉浦孝蔵 東京農業大学名誉教授 41

2008 平成20年 8 797
コラム（本の紹
介）

21世紀を森林の時代に 田中潔
(社)日本森林技術協会
顧問

42

2008 平成20年 8 797
コラム（本の紹
介）

森林文化の社会学 北村昌美 山形大学名誉教授 42

2008 平成20年 8 797 コラム（こだま） センス・オブ・ワンダー （編集委員） 43

2008 平成20年 8 797
コラム（統計に
みる日本の林

木材価格の動向 （普及部編集担当） 44

2008 平成20年 8 797 表紙写真 『大雪湖と石狩岳』　北海道大雪湖岸にて 編集部(当時) (保存ポジから)

2008 平成20年 9 798 論壇
マツ材線虫病抵抗性クロマツ　―その必要性
と種苗生産技術の開発―

井田篤雄
独立行政法人森林総合研
究所　林木育種センター
九州育種場場長

2

2008 平成20年 9 798 焦点 海岸林生態系を支える菌根菌 松田陽介

三重大学大学院生物資源
学研究科　資源循環学専
攻　森林生物循環学教育
研究分野

7

2008 平成20年 9 798 解説 宮崎スギ林業の現在とこれから 藤掛一郎
宮崎大学農学部　地域農
業システム学科　地域農
林システム学講座教授

15

2008 平成20年 9 798 会員の広場 アテの生節における入皮の研究 中野敞夫 20

2008 平成20年 9 798
第10回JAFTA
学術奨励助成
金研究成果の

森林バイオマス収穫費用関数の作成と最適
作業システムの検討

有賀一広
宇都宮大学農学部　森林
科学科准教授

24

2008 平成20年 9 798
第10回JAFTA
学術奨励助成
金研究成果の

高解像度リモートセンシングデータを用いた
森林管理のためのパッチの抽出

板谷明美
三重大学大学院生物資源
学研究科　森林環境資源
利用学教育研究分野

26

2008 平成20年 9 798
第10回JAFTA
学術奨励助成
金研究成果の

持続的経営管理を目指した立木管理　デー
タベース構築と運用方法の検討

安田哲也
加古川流域森林資源　活
用検討協議会

28

2008 平成20年 9 798 取材報告
全国高等学校森林・林業教育研究協議会
研究大会｢自由研修｣及び森林総合研究所主
催第3回｢森林・林業教育セミナー｣

普及部(編集担当) 30

2008 平成20年 9 798
連載（誌上教材
研究(隔月連

29.10年後も残しておきたい私達のふるさと 山下宏文 京都教育大学教授 32

2008 平成20年 9 798
連載（誌上教材
研究(隔月連

29.10年後も残しておきたい私達のふるさと 鶴尾由美
京都府南丹市立八木小学
校教諭

32

2008 平成20年 9 798
連載（森林系技
術者コーナー：

CPD-018-情報-003-200809)18.森林GISに
関するアンケート調査について

菅野正人

森林GISフォーラム運営委
員(北海道地区)　北海道
立林業試験場企画指導部
森林情報室資源解析科

34

2008 平成20年 9 798
連載（山村の食
文化　）

37.ワサビ 杉浦孝蔵 東京農業大学名誉教授 39

2008 平成20年 9 798
コラム（緑の
キーワード）

｢ミニ開発｣規制-フランスを中心に- 古井戸宏通
東京大学大学院　農学生
命科学研究科准教授

40

2008 平成20年 9 798
コラム（本の紹
介）

竹の経済史 岩井吉彌
京都大学大学院農学研究
科教授

42

2008 平成20年 9 798
コラム（本の紹
介）

育てて楽しむササ・タケ手入れのコツ 内村悦三 富山県中央植物園園長 42

2008 平成20年 9 798 コラム（こだま） 間伐促進から国内林業の活性化へ （編集委員） 43

2008 平成20年 9 798
コラム（統計に
みる日本の林

安定供給可能な資源としての国産材への期
待の高まり

（普及部編集担当） 44

2008 平成20年 9 798 表紙写真 『初秋のブナ林』　近畿地方にて 編集部(当時) (保存ポジから)

2008 平成20年 10 799 論壇
地方分権と広域合併が進む市町村の森林・
林業行政を考える～日本一の森林都市「飛
騨高山」から～

長沼隆 2

2008 平成20年 10 799 偶数月連載 フォレスターのウォッチ・スケッチ　1.プロロー 平田美紗子 10
2008 平成20年 10 799 今月のテーマ ウェブサイト　準備体操… 普及部（編集担当） 11
2008 平成20年 10 799 今月のテーマ 利用と運営　インターネット活用術について 赤堀楠雄 12

2008 平成20年 10 799 今月のテーマ
私のサイト観　信頼性のあるサイト原則論と、
「ウィキペディア」

明間民央 16

2008 平成20年 10 799 今月のテーマ
サイト紹介　特定非営利活動法人Degital北
海道研究会

柳井清治 22

2008 平成20年 10 799 今月のテーマ サイト紹介　森林土壌博物館… 山田毅 24

2008 平成20年 10 799

“風致林施業”
を語る技術者
の輪　一人と森
がいきる森林
風致を求めて

　1.森林風致に想うこと 清水裕子、伊藤精晤 26

2008 平成20年 10 799
森林系技術者
コーナー

CPD-019-環境-003-200810　19.国際シンポ
ジウム侵略的外来哺乳類の防除戦略～生物
多様性の保全をめざして～の開催迫る

山田文雄、池田透、小倉剛 28

2008 平成20年 10 799 会員の広場 私の林道40年からー「林道規程」にかこつけ 田中敬造 30

2008 平成20年 10 799 会員の広場
植えようニホンギリースギ・ヒノキ造林の次は
ニホンギリの植栽を

山内健雄 35

2008 平成20年 10 799 山村の食文化 　38.ドジョウ 杉浦孝蔵 39
2008 平成20年 10 799 〈表紙写真〉 初秋のカラマツ林　八ヶ岳山麓にて 編集部

2008 平成20年 11 800 論壇
都市農山村交流のために  ― 地域ブランド
開発の難しさ―

古藤田香代子 2

2008 平成20年 11 800
コラム  緑の
キーワード

ユースクラス 今村祐嗣 9

2008 平成20年 11 800
連載  誌上教
材研究（隔月連

30.奥多摩の水源林 山下宏文 10

2008 平成20年 11 800
連載  誌上教
材研究（隔月連

30.奥多摩の水源林 鈴木真 10
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2008 平成20年 11 800 解説 全国初木造2階建て特別養護老人ホーム完 吉村和世 11

2008 平成20年 11 800 焦点
森林整備の展開と農山村の振興  ― 埼玉県
飯能市の着地型エコツーリズム

犬井正 18

2008 平成20年 11 800
Photo チョップ
一閃

「第9回林業Iターン・ミーティング」から 杉山要 25

2008 平成20年 11 800
連載  森林系
技術者コー

CPD-020- 機械-001-20081120.森林整備シ
ンポジウム2008 in 福島に参加して

武部広 31

2008 平成20年 11 800
連載  山村の
食文化

39.五平餅 杉浦孝蔵 35

2008 平成20年 11 800

連載“風致林施
業”を語る技術
者の輪　―人と
森がいきる森
林風致を求め

2.県の森林風致の実態は？ 小山泰弘 36

2008 平成20年 11 800

連載“風致林施
業”を語る技術
者の輪　―人と
森がいきる森
林風致を求め

2.県の森林風致の実態は？ 清水裕子 36

2008 平成20年 11 800 コラム  本の紹 豪雨の災害情報学 北澤秋司 40
2008 平成20年 11 800 紙碑 松井光瑤氏を偲ぶ 小林富士雄 45
2008 平成20年 11 800 表紙写真 『ヨッ！木場の角乗』 普及部・志賀 東京都江東区
2008 平成20年 12 801 論壇 元気出していこう 佐藤彦一 2

2008 平成20年 12 801
コラム 緑の
キーワード

研究戦略と戦略的投資 小泉透 7

2008 平成20年 12 801
連載 偶数月連
載 フォレスター
のウォッチ・ス

2.シカの食害と向き合う 平田美紗子 8

2008 平成20年 12 801
Photo チョップ
一閃

「2008森林・林業・環境機械展示実演会」から 西原和也 16

2008 平成20年 12 801
連載 森林系技
術者コーナー

CPD-021一機械-002-20081221.林業機械一
開発動向と森林施業の中での役割

高麗泰行 18

2008 平成20年 12 801

連載 “風致林
施業”を語る技
術者の輪 ‐人と
森がいきる森
林風致を求め

3.風致的配慮の可能性 清水裕子 22

2008 平成20年 12 801

連載 “風致林
施業”を語る技
術者の輪 ‐人と
森がいきる森
林風致を求め

3.風致的配慮の可能性 田中延佳 22

2008 平成20年 12 801 サイト紹介 静岡県森林情報共有システムの紹介 大萱直花 26

2008 平成20年 12 801 トピック
(独)森林総研移転・改組記念式典参加者OB
見聞記

加藤秀春 30

2008 平成20年 12 801 会員の広場 木質バイオマスの本尊は木炭粉工業 頼信文夫 32

2008 平成20年 12 801
連載 山村の食
文化

40.おやきかんこ焼き 杉浦孝蔵 35

2008 平成20年 12 801 コラム 本の紹 紅葉ハンドブック 長島成和 36

2008 平成20年 12 801 焦点
長伐期化への道筋を考える(Ｉ)‐高齢林の成
長特性

千葉幸弘

2008 平成20年 12 801 表紙写真 『窯入れ』第48回森林･林業写真コンクール 長内寿太郎 岩手県久慈市在住
2009 平成21年 1 802 ごあいさつ 年頭のごあいさつ理事長 廣居忠量 2

2009 平成21年 1 802 焦点
森林・林業は新時代を迎えうるか　 ―「持続
可能な森林経営研究会」の課題

加藤鐵夫 3

2009 平成21年 1 802 奇数月連載
誌上教材研究 31　知ろう。学ぼう。校庭の公
園から

山下宏文 10

2009 平成21年 1 802 奇数月連載
誌上教材研究 31　知ろう。学ぼう。校庭の公
園から

長瀬雅一 10

2009 平成21年 1 802 焦点
長伐期化への道筋を考える(Ⅱ)　―樹冠長を
目安とした高齢林の管理

千葉幸弘 11

2009 平成21年 1 802 報告
林道災害概況調査の迅速化　―能登半島地
震発生後の取組みから―

岡山剛 18

2009 平成21年 1 802 連載
“風致林施業 ”を語る技術者の輪 ―人と森
がいきる森林風致を求めて 4　「風致」はどこ
へ行ったのか ―3回の通信記事を読んで

奥敬一 22

2009 平成21年 1 802 レポート 「持続可能な森林経営研究会」レポート ④ 相川高信 24

2009 平成21年 1 802 会員の広場
私の林道 40年から―「林道技術指針(調査・
測量・設計)」

田中敬造 26

2009 平成21年 1 802 会員の広場 協力隊の森 川又由行 31
2009 平成21年 1 802 緑のキーワード 炭素の吸収と貯蔵 藤森隆郎 35
2009 平成21年 1 802 連載 山村の食文化 41　きのこ(2) 杉浦孝蔵 37

2009 平成21年 1 802
森林系技術者
コーナー

CPD-022-情報 -004-200901 ステレオ空中
写真から海岸砂丘の微地形を計測

小玉哲大 38

2009 平成21年 1 802
森林系技術者
コーナー

CPD-022-情報 -004-200901 ステレオ空中
写真から海岸砂丘の微地形を計測

萩野裕章 38

2009 平成21年 1 802 取材報告 産官学連携プラットフォームキックオフミー 普及部 40

2009 平成21年 1 802 本の紹介
CAD/CG/GISユーザーのための航空・衛星
写真画像ハンドブック

志賀亮介 42

2009 平成21年 1 802 本の紹介 日本の記録林業人列伝 Vol.1 菅原俊和 42

2009 平成22年 1 814 表紙写真
『屹立する針葉樹林』(北海道上士幌町糠平
方面にて)

十勝西部森林管理署東大
雪支署

2009 平成21年 2 803 論壇
産業・文化遺産として見直そう、あがりこ　日
本における台伐り萌芽の系譜　―その背景と
生態、そして保護―

鈴木和次郎
(独)森林総合研究所　森
林植生研究領域　主任研
究員

2
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2009 平成21年 2 803

森林技術者
コーナー：
CPD-023-環境
-004-200902

新学習指導要領から　森林環境教育ワンポ
イント

山下宏文
京都教育大学　教育学部
教授

7

2009 平成21年 2 803
偶数月連載
フォレスターの
ウォッチスケッ

第3回　冬芽の観察のススメ 平田美紗子
静岡森林管理署　静岡森
林事務所　森林官

8

2009 平成21年 2 803 今月のテーマ
1.外来動物について　ここが知りたい！　外
来動物

小泉透
(独)森林総合研究所　野
生動物研究領域長

10

2009 平成21年 2 803 今月のテーマ
2.アライグマの繁殖力　アライグマ問題から
学ぶべきこと

淺野玄
岐阜大学応用生物科学部
野生動物医学分野

12

2009 平成21年 2 803 今月のテーマ 3.アライグマの活動空間　木の上も土の中も 岡野美佐夫
(株)野生動物保護管理事
務所

14

2009 平成21年 2 803 今月のテーマ
4.アライグマの被害対策　効率的なアライグ
マ防除を目指して

阿部豪
NPO法人EnVision　環境
保全事務所　特別研究員

16

2009 平成21年 2 803 今月のテーマ
5.ハクビシンの繁殖力　ハクビシンは身近な
場所で増えている？

加藤卓也
日本獣医生命科学大学大
学院　獣医学専攻博士課
程　野生動物学教室

18

2009 平成21年 2 803 今月のテーマ
6.ハクビシンの生活パターン　-前線基地をつ
ぶせ-生活パターンから対策を考える-

古谷益朗
埼玉県農林総合研究セン
ター　中山間営農担当

20

2009 平成21年 2 803 今月のテーマ
7.ハクビシンの行動　ハクビシンの素顔を
追って

江口祐輔

(独)農業・食品産業技術
総合研究機構　近畿中国
四国農業研究センター
鳥獣害研究チーム

22

2009 平成21年 2 803 今月のテーマ
8.ハクビシンの被害対策　柵でハクビシンか
ら果樹を護る

竹内正彦

農業・食品産業技術総合
研究機構　中央農業総合
研究センター　鳥獣害研
究サブチーム

24

2009 平成21年 2 803 今月のテーマ
9.ヌートリアの生態とイギリスでの防除　優良
毛皮獣から特定外来生物へ

坂田宏志
兵庫県立大学　自然・環
境科学研究所　兵庫県森
林動物研究センター

26

2009 平成21年 2 803 今月のテーマ
10.ヌートリアの被害対策　”じゃことり”でヌー
トリアを駆逐する　-ため池管理による外来種
防除の試み-

立澤史郎
北海道大学大学院　文学
研究科　地域システム科
学講座

28

2009 平成21年 2 803 今月のテーマ
11.マングースの捕食圧　マングースは何を
食べているのか？　-外来生物の食性分析
結果の正しい見方-

亘悠哉
(独)森林総合研究所　鳥
獣生態研究室　学術振興
会特別研究員(PD)

30

2009 平成21年 2 803

連載　”風致林
施業”を語る技
術者の輪－人
と森がいきる森
林風致を求め

書簡No.5　補いあう両輪-森林景観と風致に
ついて-

清水裕子 森林風致研究者 32

2009 平成21年 2 803
連載　山村の
食文化

42　ざざむし・蜂の子 杉浦孝蔵 東京農業大学名誉教授 35

2009 平成21年 2 803
レポート　持続
可能な森林経
営研究会　5

第6回セミナー「森林整備目標や森林区分は
機能しうるものとなっているか」　<講師>石塚
森吉　氏

相川高信
三菱UFJリサーチ＆コンサ
ルティング

36

2009 平成21年 2 803 予算 平成21年度　森林・林業関係予算案の概要 石井康彦 林野庁森林整備部計画課 37

2009 平成21年 2 803 本の紹介
『花実でわかる樹木　951種の検索』(馬場多
久男　著　信濃毎日新聞社)

吉村勉
社団法人　日本森林技術
協会

42

2009 平成21年 2 803 本の紹介
『究極の森林』(梶原幹弘　著　京都大学学術
出版会)

田中和博 京都府立大学大学院教授 42

2009 平成21年 2 803 コラム　こだま 初の東京暮らし 編集委員 43

2009 平成21年 2 803 緑のキーワード 森林施業の『技術』 正木隆
(独)森林総合研究所　群
落動態研究室長

45

2009 平成21年 2 803 表紙写真
『戸隠神社杉並木』　第43回森林・林業写真
コンクール三席

吉田悟郎 長野県松本市

2009 平成21年 3 804 論壇
森林認証制度と持続可能な森林管理　-｢森
林認証フォーラムin栃木｣から-

内藤健司 宇都宮大学農学部教授 2

2009 平成21年 3 804 緑のキーワード ジオタグ 古橋大地
マップコンシェルジュ(株)
代表取締役社長

7

2009 平成21年 3 804
奇数月連載（誌
上教材研究）

32　小学校教師による小3社会科”身近な地
域や市”の教材研究　-1枚の写真を通して-
神社の森(鎮守の森)で学ぼう

山下宏文
京都教育大学教育学部教
授

8

2009 平成21年 3 804
奇数月連載（誌
上教材研究）

32　小学校教師による小3社会科”身近な地
域や市”の教材研究　-1枚の写真を通して-
神社の森(鎮守の森)で学ぼう

立花禎唯
大阪府高槻市立大冠小学
校

8

2009 平成21年 3 804 今月のテーマ 収穫調査のおもいで 関厚 日林協普及部　森林認証 10
2009 平成21年 3 804 今月のテーマ ゆとりの中での努力-今忘れかけているもの 市川貴大 とちぎ農林倶楽部 12

2009 平成21年 3 804 今月のテーマ
持続可能な森林づくりを目指す　-オーストリ
ア・ドイツ林業を視察して-

長瀬雅彦
(株)長瀬土建　代表取締
役

14

2009 平成21年 3 804 今月のテーマ
九頭竜川流域の植樹活動　-地域住民の取
り組み-

沖田ちづる 18

2009 平成21年 3 804 今月のテーマ
ビオトープと森林造成技術　-森林・林業技術
の多面的活用例-

古越隆信
元森林総合研究所　海外
植物遺伝資源支援つくば
協議会理事

22

2009 平成21年 3 804
トピック　森林
分野CPD制度
の創設にあ

森林・自然環境技術者会議(JAFEE)による
CPD(技術者継続教育)制度のあらまし

太田猛彦
森林・自然環境技術者教
育会　会長

27

2009 平成21年 3 804
レポート　持続
可能な森林経
営研究会　6

第7回セミナー「造林コストはどこまで下げう
るか」　<講師>寺岡 行雄 氏　　鹿児島大学
農学部生物環境学科

相川高信
三菱UFJリサーチ＆コンサ
ルティング

31

2009 平成21年 3 804

連載　”風致林
施業”を語る技
術者の輪－人
と森がいきる森
林風致を求め

書簡No.6　「森林文化の森」の紹介　－山梨
県の取り組み－

川野二郎
山梨県森林環境部　県有
林課

32
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2009 平成21年 3 804
森林技術者
コーナー：

CPD-024-情報-005-200903森林情報のIT化
は何を可能にするか　－IT化に於ける問題
点と課題－

佐藤亮
株式会社システムティーア
ンドエス取締役副社長

35

2009 平成21年 3 804 エッセイ ｢森林家必携｣の100年 関厚 日林協普及部森林認証室 39

2009 平成21年 3 804
連載　山村の
食文化

43　ほうとう・おきりこみ 杉浦孝蔵 東京農業大学名誉教授 41

2009 平成21年 3 804 本の紹介
『林業地域における生物多様性保全技術』
(大河内 勇 他5名共著)

箕輪光博 (社)大日本山林会 副会長 42

2009 平成21年 3 804 コラム　こだま 私のレコーディング・ダイエット 編集委員 43
2009 平成21年 3 804 表紙写真 『代々木公園にて』　1985年頃 編集部(当時)

2009 平成21年 4 805 論壇 新人の皆様へ、新人を迎える皆様へ 桜井尚武
日本大学生物資源科学部
森林資源科学科教授

2

2009 平成21年 4 805 緑のキーワード 森林と森林土壌 八木久義
森林立地学会会長　東京
大学名誉教授

6

2009 平成21年 4 805 メッセージ 新人の皆さんへ 高谷俊和
北海道立林業試験場　副
場長兼緑化樹センター所

7

2009 平成21年 4 805 偶数月連載
フォレスターのウォッチ・スケッチ4　頼りにな
る山の男

平田美紗子
静岡森林管理署富士宮総
合事務所　表富士森林官

10

2009 平成21年 4 805 新連載 現場作業班員徒然1　初めまして 菅原俊和
阿蘇ペンクラブ会員　阿蘇
林業保険組合

11

2009 平成21年 4 805 現場から
強い林業を目指す！　岡山県美作地方の
(株)板坂林業

板坂秀人 (株)板坂林業代表取締役 12

2009 平成21年 4 805 特別寄稿
スイスの森　ヴィルヘルム・テルからニーチェ
の森へ(I)

杉野千鶴 ストラテジーコンサルタント 17

2009 平成21年 4 805 連載
”風致林施業”を語る技術者の輪－人と森が
いきる森林風致を求めて－7 新潟県松之山
ブナ林　― 生活と文化が織り成す森の景観

清水裕子 森林風致研究者 22

2009 平成21年 4 805 連載
”風致林施業”を語る技術者の輪－人と森が
いきる森林風致を求めて－7 新潟県松之山
ブナ林　― 生活と文化が織り成す森の景観

澤畠拓夫

(独)農業・食品産業技術
総合研究機構　果樹研究
所　農研機構特別研究員
前キョロロ専門委員

22

2009 平成21年 4 805
森林技術者
コーナー

CPD-025-環境-005-200904北海道の里山
にアライグマを追って　― 道央地区の野生化
アライグマの生態と防除 ―

青柳正英
林業・環境部門技術士
(北海道森林整備公社)

26

2009 平成21年 4 805 レポート

持続可能な森林経営研究会　7第8回セミ
ナー「望ましい森林施業を達成するための森
林計画等はいかにあるべきか」白石則彦氏
(東京大学大学院農学生命科学研究科)

相川高信
三菱UFJリサーチ＆コンサ
ルティング

32

2009 平成21年 4 805 レポート
持続可能な森林経営研究会　8 第9回セミ
ナー「施業集約化はどこまで可能か」梶山恵
司氏(富士通総研)

相川高信
三菱UFJリサーチ＆コンサ
ルティング

33

2009 平成21年 4 805 エッセイ 山菜をたずねて─「山村の食文化」補遺 関厚 (社)日本森林技術協会 34
2009 平成21年 4 805 報告 平成20年度 森林情報士 合格者氏名 森林情報士事務局 (社)日本森林技術協会 36
2009 平成21年 4 805 報告 森林情報士2級資格養成機関登録認定 森林情報士事務局 (社)日本森林技術協会 37

2009 平成21年 4 805 報告
平成20年度 林業技士及び森林評価士 合格
者氏名

林業技士事務局 (社)日本森林技術協会 38

2009 平成21年 4 805 本の紹介
オオタカの生態と保全　─ その個体群保全
に向けて ─

東條一史
(独)森林総合研究所　主
任研究員

42

2009 平成21年 4 805 コラム　こだま さるベストセラーを読んで 編集委員 43
2009 平成21年 4 805 表紙写真 『静寂』 佐藤一善 新潟県十日町市松之山在

2009 平成21年 5 806 論壇
木曽山林高校から木曽青峰高校へ　－近代
日本林業教育108年－

高倉章
木曽山林高等学校　蘇門
会(同窓会)会長

2

2009 平成21年 5 806 緑のキーワード 伐採木材(HWP：Harvested Wood Products) 有馬孝禮
宮崎県木材利用技術　セ
ンター所長　東京大学名
誉教授

7

2009 平成21年 5 806 奇数月連載 誌上教材研究33　木材から見る森林資源 河野卓也
滋賀大学教育学部　付属
中学校教諭

8

2009 平成21年 5 806 奇数月連載 誌上教材研究33　木材から見る森林資源 山下宏文
京都教育大学　教育学部
教授

8

2009 平成21年 5 806 連載 現場作業班員徒然2　カヤ場の植え付け 菅原俊和
阿蘇ペンクラブ会員　阿蘇
林業保険組合

9

2009 平成21年 5 806 今月のテーマ
森林リモートセンシング　－利用分野の拡大
と展望－

加藤正人 信州大学農学部 12

2009 平成21年 5 806 今月のテーマ
シカが森林生態系に及ぼす影響　―これか
らの研究に必要な視点・アプローチ

藤木大介
兵庫県立大学　兵庫県森
林動物研究センター

14

2009 平成21年 5 806 今月のテーマ “ナラ枯れ”に関係する微生物たち 二井一禎 京都大学大学院農学研究 16
2009 平成21年 5 806 今月のテーマ 再造林放棄地の森林再生と公益的機能評価 伊藤哲 宮崎大学農学部 18
2009 平成21年 5 806 今月のテーマ 再造林放棄地の森林再生と公益的機能評価 吉田茂二郎 九州大学大学院農学研究 18

2009 平成21年 5 806 今月のテーマ
物質循環を基礎にした森林生態系サービス
の理解と新しい森林施業の模索

藤巻玲路
横浜国立大学　環境情報
研究院

20

2009 平成21年 5 806 今月のテーマ
物質循環を基礎にした森林生態系サービス
の理解と新しい森林施業の模索

徳地直子
京都大学フィールド　科学
教育研究センター

20

2009 平成21年 5 806 今月のテーマ タケ資源の持続的利用のための竹林管理 鳥居厚志
(独)森林総合研究所四国
支所

22

2009 平成21年 5 806 今月のテーマ
森林と河川のつながり ―物質循環，生物多
様性，土地利用に関する最近の研究―

鎌内宏光
京都大学フィールド　科学
教育研究センター

24

2009 平成21年 5 806 今月のテーマ
森林と河川のつながり ―物質循環，生物多
様性，土地利用に関する最近の研究―

佐藤拓哉
奈良女子大学　共生科学
研究センター

24

2009 平成21年 5 806 今月のテーマ
森林と河川のつながり ―物質循環，生物多
様性，土地利用に関する最近の研究―

福澤加里部
北海道大学北方生物圏
フィールド科学センター

24

2009 平成21年 5 806 今月のテーマ
森林流域環境と人間社会のつながりの理解
に向けて

舘野隆之輔 鹿児島大学農学部 26

2009 平成21年 5 806 今月のテーマ
森林流域環境と人間社会のつながりの理解
に向けて

吉岡崇仁
京都大学フィールド　科学
教育研究センター

26

2009 平成21年 5 806 今月のテーマ
森林流域環境と人間社会のつながりの理解
に向けて

勝山正則
総合地球環境学研究所
(現　京都大学農学研究

26



西暦
(数値)

年号
月
(数値)

No(数
値文

記事区分 記事タイトル 筆者・編者 所属等
頁
(数値)

2009 平成21年 5 806 今月のテーマ
沖縄島北部やんばる地域の持続可能な森林
利用について考える

小高信彦 森林総合研究所九州支所 28

2009 平成21年 5 806 今月のテーマ “園芸林業”－北山林業を視察して－ 市川貴大 とちぎ農林倶楽部 30

2009 平成21年 5 806 連載
”風致林施業”を語る技術者の輪-人と森が
いきる森林風致を求めて-8 情報共有による
景観保全　─ ダイジンガープロジェクトから

清水裕子 森林風致研究者 32

2009 平成21年 5 806 連載
”風致林施業”を語る技術者の輪-人と森が
いきる森林風致を求めて-8 情報共有による
景観保全　─ ダイジンガープロジェクトから

澤畠拓夫
長野大学　教育GP研究員
前キョロロ専門委員

32

2009 平成21年 5 806
森林技術者
コーナー

　CPD-026-環境-006-200905樹冠遮断　─
降雨中に大量の水が蒸発する不思議

村上茂樹
(独)森林総合研究所　十
日町試験地長

36

2009 平成21年 5 806 レポート

持続可能な森林経営研究会　8第10回セミ
ナー　路網整備を加速化させるためには何を
すべきか　<講師>酒井秀夫氏　東京大学大
学院　農学生命科学研究科教授

相川高信
三菱UFJリサーチ＆コンサ
ルティング

38

2009 平成21年 5 806 レポート
持続可能な森林経営研究会　8第11回セミ
ナー　我が国に合った林業機械のあり方とは
何か　<講師>今冨裕樹氏　(独)森林総合研

相川高信
三菱UFJリサーチ＆コンサ
ルティング

40

2009 平成21年 5 806 会員の広場
私の林道40年から　―「林道技術指針(土工・
排水・擁壁・橋梁)」前編

田中敬造 ランド佐藤技術士事務所 43

2009 平成21年 5 806 紙碑
大河原昭二先生とカンキョウ橋　―ご霊前に
―

高鷲淳一
北海道森林管理局　帯広
事務所

44

2009 平成21年 5 806 本の紹介 作業道ゼミナール 基本技術とプロの技 藤森隆郎
日本森林技術協会　技術
指導役

45

2009 平成21年 5 806 表紙写真 『賑わう原木のせり売り』 河島一郎
岡山県岡山市北区建部町
在住

2009 平成21年 6 807 論壇 「森林セラピー」の周辺 宮崎良文 2
2009 平成21年 6 807 緑のキーワード ケミカル・モディフィケーション 今村祐嗣 7
2009 平成21年 6 807 偶数月連載 フォレスターのウォッチ・スケッチ5　森の目覚 平田美紗子 8
2009 平成21年 6 807 連載 現場作業班員徒然3　レジ袋を持って現場へ 菅原俊和 9

2009 平成21年 6 807 特別寄稿
スイスの森　ヴィルヘルム・テルからニーチェ
の森へ(Ⅱ)

杉野千鶴 10

2009 平成21年 6 807 速報 (独)森林総合研究所で「一時預り保育」を開 普及部 17
2009 平成21年 6 807 再考 寺崎の樹型級を再考する(上) 上原巌 18

2009 平成21年 6 807 連載
“風致林施業”を語る技術者の輪　－人と森
がいきる森林風致を求めて9　新潟県松之山
ブナ林　―美人林がもたらしたもの

清水裕子 22

2009 平成21年 6 807 連載
“風致林施業”を語る技術者の輪　－人と森
がいきる森林風致を求めて9　新潟県松之山
ブナ林　―美人林がもたらしたもの

澤畠拓夫 22

2009 平成21年 6 807
森林系技術者
コーナー

CPD-027-経営-005-200906統計学的なサン
プリングプロットによる森林資源調査

家原敏郎 26

2009 平成21年 6 807 会員の広場
私の林道40年から　－「林道技術指針(土工・
排水・擁壁・橋梁)」後編

田中敬造 32

2009 平成21年 6 807 本の紹介 森林土木今昔物語 廣居忠量 36
2009 平成21年 6 807 表紙写真 『座観実験風景』 宮崎良文 千葉大学（論壇参照）
2009 平成21年 6 807 表紙写真 『座観実験風景』 朴範鎭 千葉大学（論壇参照）

2009 平成21年 7 808 論壇
山村へのいざない－飯山市界隈　私たちの
思いと実践例

木村宏 2

2009 平成21年 7 808 奇数月連載
誌上教材研究34　木の中をのぞいてみると
－木の成長－

井上真理子 8

2009 平成21年 7 808 奇数月連載
誌上教材研究34　木の中をのぞいてみると
－木の成長－

山下宏文 8

2009 平成21年 7 808 連載
現場作業班員徒然4　この夏，刺されません
ように！

菅原俊和 10

2009 平成21年 7 808 今月のテーマ
登山道における危機管理対策　─コールポ
イント表示板の設置を実施して─

安達幸作 12

2009 平成21年 7 808 今月のテーマ
登山道における危機管理対策　─コールポ
イント表示板の設置を実施して─

村山正太 12

2009 平成21年 7 808 今月のテーマ
木造住宅キット「れいほくスケルトン」による
高知県嶺北産木材のブランド化の取り組み

三好一樹 14

2009 平成21年 7 808 今月のテーマ 複層林施業地における施業方法の一考察 戸邉賢 16
2009 平成21年 7 808 今月のテーマ 複層林施業地における施業方法の一考察 堀口剛 16

2009 平成21年 7 808 今月のテーマ
天塩川における魚類の生息環境保全に向け
た治山施設の落差解消の取組みとその成果

中谷浩典 18

2009 平成21年 7 808 今月のテーマ
天塩川における魚類の生息環境保全に向け
た治山施設の落差解消の取組みとその成果

飯田俊平 18

2009 平成21年 7 808 今月のテーマ
多様性に富んだ海岸草地への転換をめざし
て　─ハマニンニクとオオハマガヤの見分け

有馬俊英 20

2009 平成21年 7 808 今月のテーマ
群状択伐による木曽ヒノキの天然更新につ
いて　─種子散布量と実生の消長─

栢木洋平 21

2009 平成21年 7 808 今月のテーマ
群状択伐による木曽ヒノキの天然更新につ
いて　─種子散布量と実生の消長─

三村晴彦 21

2009 平成21年 7 808 今月のテーマ
向坂山周辺(五ヶ瀬町内)における公益的機
能向上の取組について　─地域の活性化を

村上英志 22

2009 平成21年 7 808 今月のテーマ
向坂山周辺(五ヶ瀬町内)における公益的機
能向上の取組について　─地域の活性化を

池田稔 22

2009 平成21年 7 808 今月のテーマ
向坂山周辺(五ヶ瀬町内)における公益的機
能向上の取組について　─地域の活性化を

中村重和 22

2009 平成21年 7 808 今月のテーマ
向坂山周辺(五ヶ瀬町内)における公益的機
能向上の取組について　─地域の活性化を

中田有香 22

2009 平成21年 7 808 今月のテーマ
壊れにくい作業路網　─新スイッチバックの
開設について─

藤原敬士 23

2009 平成21年 7 808 今月のテーマ
壊れにくい作業路網　─新スイッチバックの
開設について─

福岡忠行 23

2009 平成21年 7 808 今月のテーマ ＩCタグを利用した境界巡検 川村直樹 24
2009 平成21年 7 808 今月のテーマ 暑熱対策を施したチェーンソー防護服の開発 渡邊茂義 25



西暦
(数値)

年号
月
(数値)

No(数
値文

記事区分 記事タイトル 筆者・編者 所属等
頁
(数値)

2009 平成21年 7 808 今月のテーマ
森林ナビゲーター「MoriView」の開発と活用
について　─誰でも使える森林の案内人─

大輪安信 26

2009 平成21年 7 808 今月のテーマ
森林ナビゲーター「MoriView」の開発と活用
について　─誰でも使える森林の案内人─

鈴木圭 26

2009 平成21年 7 808 緑のキーワード
森が重ねる刻 ―“持続性” Waldzeiten-
“Nachhaltigkeit”

芝正己 27

2009 平成21年 7 808 再考 寺崎の樹型級を再考する(下) 上原巌 28

2009 平成21年 7 808 連載
“風致林施業”を語る技術者の輪 ─ 人と森
がいきる森林風致を求めて　10　森いろい
ろ，風致いろいろ

清水裕子 32

2009 平成21年 7 808
森林系技術者
コーナー

CPD-028-情報-006-200907空中写真のデ
ジタル化に関連して

平田泰雅 36

2009 平成21年 7 808 レポート 「持続可能な森林経営研究会」レポート(9) 相川高信 40
2009 平成21年 7 808 本の紹介 図解　チェーンソーワーク入門 熊崎一也 42
2009 平成21年 7 808 本の紹介 協働でひろがる森づくり　コーディネート術 山本信次 42
2009 平成21年 7 808 表紙写真 『飯山男』 高野賢一 長野県飯山市 在住

2009 平成21年 8 809 論壇
ナラ枯れ増加から見えてきた「望ましい里山
管理」の方向　─ 枯れる前に資源として使う

黒田慶子 2

2009 平成21年 8 809 偶数月連載 フォレスターのウォッチ・スケッチ5つる植物特 平田美紗子 8
2009 平成21年 8 809 連載 (現場作業班員徒然)5　本日の誤伐8本 菅原俊和 9
2009 平成21年 8 809 現場訪問 四国の香美と上勝を訪ねて 杉山要 10
2009 平成21年 8 809 視察団報告 台湾の森林と林業に触れる旅(上) 菊地賢 16

2009 平成21年 8 809
特別寄稿スイ
スの森

ヴィルヘルム・テルからニーチェの森へ(III) 杉野千鶴 22

2009 平成21年 8 809 レポート (持続可能な森林経営研究会)レポート(10) 相川高信 28

2009 平成21年 8 809 連載
“風致林施業”を語る技術者の輪　─ 人と森
がいきる森林風致を求めて11 風致・景観は
「目指すべきもの」でしょうか

下村彰男 30

2009 平成21年 8 809
森林系技術者
コーナー

CPD-029-総合-001-200908森林認証
(SGEC)について

関厚 34

2009 平成21年 8 809
学術奨励助成
金　研究成果

生態系の連続性に配慮した保全地域の設定
―知床世界遺産地域を事例として―

森本淳子 37

2009 平成21年 8 809 本の紹介 森林医学II　─環境と人間の健康科学─ 三塚直樹 42
2009 平成21年 8 809 本の紹介 神去なあなあ日常 大萱直花 42
2009 平成21年 8 809 緑のキーワード 高密路網 岩岡正博 44
2009 平成21年 9 810 論壇 「森林文化都市・鶴岡」を目指して 安達喜代美 2

2009 平成21年 9 810 奇数月連載
誌上教材研究35　湯船地区(京都府和束町)
の杉と日本の林業

山下宏文 8

2009 平成21年 9 810 奇数月連載
誌上教材研究35　湯船地区(京都府和束町)
の杉と日本の林業

山下宏文 8

2009 平成21年 9 810 奇数月連載
誌上教材研究35　湯船地区(京都府和束町)
の杉と日本の林業

小林広和 8

2009 平成21年 9 810 奇数月連載
誌上教材研究35　湯船地区(京都府和束町)
の杉と日本の林業

小林広和 8

2009 平成21年 9 810 連載 現場作業班員 徒然6 特訓の夏 菅原俊和 9
2009 平成21年 9 810 連載 　現場作業班員 徒然6　特訓の夏 菅原俊和 9
2009 平成21年 9 810 視察団報告 台湾の森林と林業に触れる旅(下) 菊地賢 10
2009 平成21年 9 810 視察団報告 台湾の森林と林業に触れる旅(下) 菊地賢 10
2009 平成21年 9 810 緑のキーワード 伐期選択 細田和男 14
2009 平成21年 9 810 緑のキーワード 伐期選択 細田和男 14
2009 平成21年 9 810 今月のテーマ 北海道釧路近郊の森林を視察して 長瀬雅彦 16

2009 平成21年 9 810 今月のテーマ
和歌山県日高地域の林業の目標作りとその
後の状況に見るソフト事業の検証と提案

大西知芳 20

2009 平成21年 9 810 今月のテーマ
私の林道40年から　―災害復旧事業(災害査
定)について

田中敬造 24

2009 平成21年 9 810 今月のテーマ スギの漢字表記とその新語源説 有岡利幸 30

2009 平成21年 9 810 連載
“風致林施業”を語る技術者の輪　─ 人と森
がいきる森林風致を求めて12 環境変動下で
の森林美学考

小池孝良 34

2009 平成21年 9 810 連載
“風致林施業”を語る技術者の輪　─ 人と森
がいきる森林風致を求めて12 環境変動下で
の森林美学考

清水裕子 34

2009 平成21年 9 810 投稿記事 俳句と森林風致 青木陽二 38
2009 平成21年 9 810 投稿記事 俳句と森林風致 青木陽二 38

2009 平成21年 9 810
レポート　「持続
可能な森林経
営研究会」

レポート(11) 相川高信 40

2009 平成21年 9 810
森林系技術者
コーナー

CPD-030-経営-006-200909里山の整備をプ
ロ・アマ協働で　―「口開け」に託す「山屋」の
思いと提案

山本清 42

2009 平成21年 9 810 本の紹介 『日本樹木誌 1』 小林繁男 44
2009 平成21年 9 810 表紙写真 『新・木材会館』 普及部 志賀恵美 東京都江東区新木場

2009 平成21年 10 811 論壇
広葉樹林化を林業再生の起点にしよう  －土
地利用区分ごとの混交割合とその生態学
的・林学的根拠－

清和研二 2

2009 平成21年 10 811 緑のキーワード スギ花粉対策の中に見る東京の山 真田勉 9

2009 平成21年 10 811 偶数月連載
 フォレスターのウォッチ・スケッチ7  縁の下
の力持ち・きのこ特集

平田美紗子 10

2009 平成21年 10 811 連載 現場作業班員 徒然7  山の空気のうまさを実 菅原俊和 11

2009 平成21年 10 811 現場訪問
北山丸太の現在事情  －北山林業を視察し
て(2)－

市川貴大 12

2009 平成21年 10 811 レポート第11回 創造の森・上野村フェスティバル 普及部 15

2009 平成21年 10 811 特別寄稿
スイスの森　ヴィルヘルム・テルからニーチェ
の森へ(IV)

杉野千鶴 18

2009 平成21年 10 811 寄稿 人物伝
異色の山林局長  高橋琢也  －『森林杞憂』・
同復刻版刊行を機に－

小林富士雄 23
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2009 平成21年 10 811 連載
“風致林施業”を語る技術者の輪  ─ 人と森
がいきる森林風致を求めて(最終回)13  今後
の風致施業確立に向けて  人と森を生かす

伊藤精晤 28

2009 平成21年 10 811 連載
“風致林施業”を語る技術者の輪  ─ 人と森
がいきる森林風致を求めて(最終回)13  今後
の風致施業確立に向けて  人と森を生かす

清水裕子 28

2009 平成21年 10 811 レポート 「持続可能な森林経営研究会」レポート(12) 相川高信 32

2009 平成21年 10 811
森林系技術者
コーナー

CPD-031-経営-007-200910振動障害予防
対策に関する通達が改正される

松隈茂 34

2009 平成21年 10 811 会員の広場 アテの品種と球果に関する研究 中野敞夫 37
2009 平成21年 10 811 植林の旅「39 ベトナム植林旅行 小池秀夫 42
2009 平成21年 10 811 本の紹介 提案型集約化施業のカンどころ 梶山恵司 44
2009 平成21年 10 811 本の紹介 四手井綱英が語るこれからの日本の森林づ 桜井尚武 44

2009 平成21年 10 811 表紙写真
『ブナの紅葉』(旧阿仁営林署，現米代東部森
林管理署上小阿仁支署管内)

旧編集部

2009 平成21年 11 812 論壇
かみかつ里山倶楽部　‐様々な立場と思いの
架け橋に

勝瀬真理子 2

2009 平成21年 11 812 奇数月連載
誌上教材研究36　間伐材を活用した教室の
薪ストーブ暖房

山下宏文 8

2009 平成21年 11 812 奇数月連載
誌上教材研究36　間伐材を活用した教室の
薪ストーブ暖房

茶木正 8

2009 平成21年 11 812 連載  現場作業班員徒然8 武道的考察から得たも 菅原俊和 9
2009 平成21年 11 812 エッセイ 劔岳への測量登山と柴崎測量官の追憶 瀬戸島政博 10
2009 平成21年 11 812 特別寄稿 鉄道林の新しい維持管理手法に関する研究 増井洋介 12

2009 平成21年 11 812
Photo チョップ
一閃

車窓森林 上家祐 18

2009 平成21年 11 812
Photo チョップ
一閃

車窓森林 杉本健一 18

2009 平成21年 11 812
Photo チョップ
一閃

車窓森林 大住克博 18

2009 平成21年 11 812
Photo チョップ
一閃

車窓森林 飯島泰男 18

2009 平成21年 11 812 寄稿
車窓の森  －その教育的意義－　東海道新
幹線　品川～新横浜間　右側車窓

山下宏文 20

2009 平成21年 11 812 トピック 簡易バイオマス精油成分抽出装置 平戸昭 21
2009 平成21年 11 812 緑のキーワード 輪 普及部 24

2009 平成21年 11 812 報告
低コスト作業システム現地検討会に参加して
－北海道の網走西部流域にて－

長瀬雅彦 27

2009 平成21年 11 812 レポート 「持続可能な森林経営研究会」レポート(13) 相川高信 32

2009 平成21年 11 812
森林系技術者
コーナー

 CPD-032- 経営-008-200911スギ黒心材の
発生原因

黒田慶子 34

2009 平成21年 11 812 会員の広場 中国の集体林改革について 大西滿信 40

2009 平成21年 11 812 本の紹介
林業現場人道具と技Vol.1　チェーンソーのメ
ンテナンス徹底解説

吉田功 44

2009 平成21年 11 812 表紙写真 『秋のシラカバ林』(長野県内にて) 旧編集部
2009 平成21年 12 813 論壇 森林と木材による循環型社会の創設に向け 大熊幹章 2
2009 平成21年 12 813 緑のキーワード 森林セラピーNPO法人 森林セラピーソサエティ 9

2009 平成21年 12 813 偶数月連載
　フォレスターのウォッチ・スケッチ7  あがりこ
型樹形特集

平田美紗子 10

2009 平成21年 12 813 連載  現場作業班員 徒然9  武道的考察から得た 菅原俊和 11

2009 平成21年 12 813 現場訪問
農山村地域での里山林の保全事情(1)  栃木
県茂木町を訪ねて

市川貴大 12

2009 平成21年 12 813 特別寄稿
養蜂家と山の蜜源樹木  ―ミツバチが育つ山
づくりへの提案―

和田依子 16

2009 平成21年 12 813 レポート 「持続可能な森林経営研究会」レポート(14) 加藤鐵夫 22
2009 平成21年 12 813 レポート  「持続可能な森林経営研究会」レポート(14) 相川高信 22

2009 平成21年 12 813
森林系技術者
コーナー

CPD-033-機械-003-200912コストの視点で
作業システムを考える

岩岡正博 24

2009 平成21年 12 813 焦点
森林総合研究所における女性研究者支援の
取り組み

金指あや子 28

2009 平成21年 12 813

レポート  中山
間地域フォーラ
ム  緊急シンポ
ジウム

新政権に問う！ どうする農山村対策 普及部 32

2009 平成21年 12 813
Photoチョップ
一閃

車窓森林　2 吉田功 34

2009 平成21年 12 813
Photoチョップ
一閃

車窓森林　2 小山泰弘 34

2009 平成21年 12 813 本の紹介 半栽培の環境社会学  ―これからの人と自 上家祐 36

2009 平成21年 12 813 本の紹介
学校林の研究  ―森と教育をめぐる共同関
係の軌跡

藤野珠枝 36

2009 平成21年 12 813 表紙写真 『空撮』(広島県立林業技術センター上空か 弓場憲生
2010 平成22年 1 814 ごあいさつ 年頭のごあいさつ 理事長 廣井忠量 2
2010 平成22年 1 814 緑のキーワード バイオマスエネルギー 有馬孝禮 4

2010 平成22年 1 814 連載
現場作業班員 徒然　10 山に肥やしをまけ
(言葉いろいろ)

菅原俊和 5

2010 平成22年 1 814 奇数月連載
誌上教材研究 37 森林などの自然環境を生
かしたまちづくり

山下宏文 6

2010 平成22年 1 814 奇数月連載
誌上教材研究 37 森林などの自然環境を生
かしたまちづくり

東岳史 6

2010 平成22年 1 814 焦点
製紙産業における国産材利用拡大の可能性
について

上河潔 8

2010 平成22年 1 814 特別寄稿 軽井沢地方の倒木被害と今後への提言I 江川良武 22
2010 平成22年 1 814 特別寄稿 軽井沢地方の倒木被害と今後への提言I 山本博 22
2010 平成22年 1 814 特別寄稿 軽井沢地方の倒木被害と今後への提言I 杉崎孝一郎 22
2010 平成22年 1 814 会員の広場 タケにおける材積式の今日的意義 井上昭夫 30
2010 平成22年 1 814 会員の広場 タケにおける材積式の今日的意義 管秀雄 30
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2010 平成22年 1 814 会員の広場 タケにおける材積式の今日的意義 北原文章 30
2010 平成22年 1 814 報告 平成21年度　国有林野事業業務研究発表会 林野庁業務課 32

2010 平成22年 1 814
森林系技術者
コーナー

CPD-034-評価-001-201001 森林評価基準・
林地評価実務の講義を終えて

合田裕志 35

2010 平成22年 1 814
シンポジウム
報告三題

「木質バイオマスシンポジウムin 丸の内
2009」開催報告

岩手・木質バイオマス研究
会事務局

38

2010 平成22年 1 814
シンポジウム
報告三題

「森のチカラ～森と人との共存を考える 久道篤志 40

2010 平成22年 1 814
シンポジウム
報告三題

「森林と市民を結ぶ全国の集い2009 in
Tokyo」

普及部 42

2010 平成22年 1 814 トピック 根曲がり材を活用した和風トラス構造 田原賢 44
2010 平成22年 1 814 本の紹介 林業GPS 徹底活用術 矢田豊 44
2010 平成22年 2 815 論壇 森林・林業における実学の必要性 山田容三 2
2010 平成22年 2 815 緑のキーワード テイスティング 今村祐嗣 9

2010 平成22年 2 815 偶数月連載
フォレスターのウォッチ・スケッチ9 オオタカモ
デル森林特集

平田美紗子 10

2010 平成22年 2 815 連載 現場作業班員 徒然　11 集積の段取り 菅原俊和 11
2010 平成22年 2 815 特別寄稿 軽井沢地方の倒木被害と今後への提言II 江川良武 12
2010 平成22年 2 815 特別寄稿 軽井沢地方の倒木被害と今後への提言II 山本博 12
2010 平成22年 2 815 特別寄稿 軽井沢地方の倒木被害と今後への提言II 杉崎孝一郎 12

2010 平成22年 2 815 短期連載
広葉樹林化プロジェクト　Vol.1 『広葉樹林化
プロジェクト』の紹介 ～背景・課題・方向性・
中間成果等の概要～

田内裕之 19

2010 平成22年 2 815
シンポジウム
報告三題

『私たちの生活と京都議定書』 普及部 28

2010 平成22年 2 815
シンポジウム
報告三題

『環境教育は林業の未来をつくる』－LEAF環
境教育プログラムに学ぶ－

普及部 31

2010 平成22年 2 815
シンポジウム
報告三題

『～過去から未来へ～ ときをつなぐ漆』シン
ポジウム

普及部 32

2010 平成22年 2 815
森林系技術者
コーナー

CPD-035-解説-005-201002 森林情報士登
録更新の手引き

森林情報士事務局 35

2010 平成22年 2 815 会員の広場
10周年を迎えた空中写真利用の普及活動
“Air Photo Lab”

渡辺宏 38

2010 平成22年 2 815
Photoチョップ
一閃

車窓森林　4 新藤健太 42

2010 平成22年 2 815 会員の広場
車窓森林から想う　－「車窓森林」(2009年11
月号)を読んで－

鈴木圭 42

2010 平成22年 2 815 本の紹介 地球温暖化問題と森林行政の転換 田中潔 44

2010 平成22年 2 815
トピック 緑の付
せん紙

NPO みつばち百花 設立 普及部 44

2010 平成22年 2 815 表紙写真 『薪作り』(長野県伊那市高遠町) 馬場多久男 長野県伊那市在住
2010 平成22年 3 816 論壇 鉄道林の成立と機能 島村誠 2
2010 平成22年 3 816 奇数月連載 誌上教材研究 38 松林の伐採とその売り値 山下宏文 8
2010 平成22年 3 816 奇数月連載 誌上教材研究 38 松林の伐採とその売り値 波多野達二 8

2010 平成22年 3 816 連載
現場作業班員 徒然　12 現場の日常を指か
ら発信《最終回》

菅原俊和 9

2010 平成22年 3 816 緑のキーワード バイオマスエネルギー(その2) 有馬孝禮 10

2010 平成22年 3 816
焦点 温暖化問
題二題

COP15コペンハーゲン会合の結果 －交渉継
続へ－

赤堀聡之 11

2010 平成22年 3 816
焦点 温暖化問
題二題

COP15では森林はどう議論されたのか？ 松本光朗 17

2010 平成22年 3 816 短期連載
広葉樹林化プロジェクト　Vol.2 ランドスケー
プレベルにおける広葉樹林化適地判定技術

岡田恭一 24

2010 平成22年 3 816 短期連載
広葉樹林化プロジェクト　Vol.2 ランドスケー
プレベルにおける広葉樹林化適地判定技術

三樹陽一郎 24

2010 平成22年 3 816 短期連載
広葉樹林化プロジェクト　Vol.2 ランドスケー
プレベルにおける広葉樹林化適地判定技術

小田三保 24

2010 平成22年 3 816 短期連載
広葉樹林化プロジェクト　Vol.2 ランドスケー
プレベルにおける広葉樹林化適地判定技術

谷山徹 24

2010 平成22年 3 816 短期連載
広葉樹林化プロジェクト　Vol.2 ランドスケー
プレベルにおける広葉樹林化適地判定技術

坪田幸徳 24

2010 平成22年 3 816 短期連載
広葉樹林化プロジェクト　Vol.2 ランドスケー
プレベルにおける広葉樹林化適地判定技術

平田泰雅 24

2010 平成22年 3 816 短期連載
広葉樹林化プロジェクト　Vol.2 ランドスケー
プレベルにおける広葉樹林化適地判定技術

豊田伸行 24

2010 平成22年 3 816 短期連載
広葉樹林化プロジェクト　Vol.2 ランドスケー
プレベルにおける広葉樹林化適地判定技術

木村光男 24

2010 平成22年 3 816
シンポジウム報
告

森林GISフォーラム　平成21年度東京シンポ
ジウムから 『森林GISの有効活用 －森林情
報の公開について』

広嶋卓也 34

2010 平成22年 3 816
森林系技術者
コーナー

CPD-036-環境-007-201003 神戸市におけ
る森林ボランティア活動　－安全で楽しい森
林ボランティア活動のために－

高橋敬三 36

2010 平成22年 3 816
Photoチョップ
一閃

車窓森林　5 酒井秀夫 41

2010 平成22年 3 816
Photoチョップ
一閃

車窓森林　5 飯島泰男 41

2010 平成22年 3 816 本の紹介
森林管理の理念と技術 －森林と人間の共生
の道へ－

岡田秀二 44

2010 平成22年 3 816 本の紹介 日本の「分水嶺」をゆく 苅谷愛彦 44

2010 平成22年 3 816 表紙写真
『背山散策路「北野道」からの神戸市街地』
(神戸市中央区)

高橋敬三 神戸市在住

2010 平成22年 4 817 論壇 日本列島の森林帯 堀田満 2
2010 平成22年 4 817 緑のキーワード G空間 露木聡 13

2010 平成22年 4 817 偶数月連載
フォレスターのウォッチ・スケッチ＜番外編＞
いきものカルタの紹介

管理・普及部 14
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2010 平成22年 4 817 新連載
半人前ボタニスト菊ちゃんの植物修行 10 君
に捧ぐ

菊池賢 15

2010 平成22年 4 817 短期連載
広葉樹林化プロジェクト　Vol.3 その人工林は
広葉樹林化できるのか？　(1)概説

田中浩 16

2010 平成22年 4 817 短期連載
広葉樹林化プロジェクト　Vol.3 その人工林は
広葉樹林化できるのか？　(2)北海道のカラ
マツ人工林とトドマツ人工林

今博計 19

2010 平成22年 4 817 短期連載
広葉樹林化プロジェクト　Vol.3 その人工林は
広葉樹林化できるのか？　(3)三重県のスギ・
ヒノキ人工林

島田博 24

2010 平成22年 4 817 現場訪問
農山村地域での里山林の保全事情(2) 栃木
県那珂川町のイノシシ肉

市川貴大 28

2010 平成22年 4 817 報告 平成21年度 森林情報士 合格者氏名 森林情報士事務局 32
2010 平成22年 4 817 報告 森林情報士2級資格養成機関登録認定 森林情報士事務局 33

2010 平成22年 4 817 報告
平成21年度 林業技士及び森林評価士 合格
者氏名

林業技士事務局 34

2010 平成22年 4 817 報告
「森林情報士2級資格養成機関登録制度」に
よる平成21年度 森林情報士登録者名簿

森林情報士事務局 36

2010 平成22年 4 817
森林系技術者
コーナー

CPD-037-情報-007-201004 森林域におけ
るGNSS・FKP測位を適用した視点と展望 前
編(概念と原理)

宮崎敏孝 37

2010 平成22年 4 817
森林系技術者
コーナー

CPD-037-情報-007-201004 森林域におけ
るGNSS・FKP測位を適用した視点と展望 前
編(概念と原理)

長谷川博幸 37

2010 平成22年 4 817 本の紹介 現場の旅　新たな森林管理を求めて　上巻 酒井秀夫 44
2010 平成22年 4 817 本の紹介 みどりの市民参加　森と社会の未来をひらく 中村太士 44
2010 平成22年 4 817 表紙写真 『東京農業大学の桜並木』(東京都世田谷区) 普及部（当時）
2010 平成22年 5 818 論壇 日本の山と外資―もう一つの危機 平野秀樹 2

2010 平成22年 5 818 奇数月連載
誌上教材研究39 イノシシによって荒らされた
里地の稲田

橋本祥夫 9

2010 平成22年 5 818 奇数月連載
誌上教材研究39 イノシシによって荒らされた
里地の稲田

山下宏文 9

2010 平成22年 5 818 緑のキーワード 次世代林業システム 松本哲生 10

2010 平成22年 5 818 今月のテーマ
森林における風害の予測・防止にむけた研
究の新たな展開 ～現状・問題点・今後の方

水永博己 14

2010 平成22年 5 818 今月のテーマ
森林における風害の予測・防止にむけた研
究の新たな展開 ～現状・問題点・今後の方

齊藤哲 14

2010 平成22年 5 818 今月のテーマ 現代版の里山利用システムを作るささやかな 黒田慶子 16

2010 平成22年 5 818 今月のテーマ
長期にわたる天然林施業のもとでの森林構
造の動態

梶幹男 18

2010 平成22年 5 818 今月のテーマ
長期にわたる天然林施業のもとでの森林構
造の動態

尾張敏章 18

2010 平成22年 5 818 今月のテーマ 森林環境における保健休養および医療福祉 上原巌 20

2010 平成22年 5 818 今月のテーマ
機能発揮を目指した森林整備～その現状と
技術的検証～

櫃間岳 22

2010 平成22年 5 818 今月のテーマ
森林害虫の音・振動による種内・間相互作用
の解明とその応用

高梨琢磨 24

2010 平成22年 5 818
シンポジウム報
告

人工林を天然更新で広葉樹林へと誘導でき
るのか？ (広葉樹林化プロジェクト　番外編)

志賀恵美 26

2010 平成22年 5 818 報告
第2回「青年里山フォーラム2010 in 赤目の
森」から

松本類志 28

2010 平成22年 5 818
森林系技術者
コーナー

CPD-038- 情報-008-201005 森林域におけ
るGNSS・FKP 測位を適用した視点と展望 後
編(GPS・FKP の汎用確立から3G・FKP への
展開試験)

宮崎敏孝 32

2010 平成22年 5 818
森林系技術者
コーナー

CPD-038- 情報-008-201005 森林域におけ
るGNSS・FKP 測位を適用した視点と展望 後
編(GPS・FKP の汎用確立から3G・FKP への
展開試験)

長谷川博幸 32

2010 平成22年 5 818 本の紹介 スイスアルプス花図鑑 小池孝良 38
2010 平成22年 5 818 本の紹介 間伐と目標林型を考える 石塚森吉 38
2010 平成22年 5 818 表紙写真 『ブナの向こうに』(宮城県鳴子にて) 編集部（当時）

2010 平成22年 6 819 論壇
森林療法とは何か ～その概要と地域におけ
る今後の可能性～

上原巌 2

2010 平成22年 6 819 偶数月連載 ウォッチ・スケッチ10 蜂特集 平田美紗子 10

2010 平成22年 6 819 連載
半人前ボタニスト菊ちゃんの植物修行　2 赭
鞭一撻　～牧野富太郎の十五箇条

菊地賢 12

2010 平成22年 6 819 特別寄稿
千葉県南房総の森から ～森林組合の経営
展開に思うこと～

寺嶋嘉春 14

2010 平成22年 6 819
森林系技術者
コーナー

CPD-039- 経営-009-201006 細り早見カー
ドの開発

大洞智宏 20

2010 平成22年 6 819 本の紹介 大橋慶三郎林業人生を語る 藤森隆郎 22
2010 平成22年 6 819 会員の広場 薬用樹木・キナについて 篠原武夫 24
2010 平成22年 6 819 表紙写真 『マテバシイの森』(千葉県南房総市和田町地 寺嶋嘉春 千葉県在住

2010 平成22年 7 820 論壇
林木育種の高速化 ～ 5 年で10 m の苗木を
めざす～

冨永茂 2

2010 平成22年 7 820 奇数月連載 誌上教材研究40 里地里山を守る牛 橋本祥夫 9
2010 平成22年 7 820 奇数月連載 誌上教材研究40 里地里山を守る牛 山下宏文 9
2010 平成22年 7 820 今月のテーマ 伐採搬出ガイドラインの策定と普及 松岡明彦 12
2010 平成22年 7 820 今月のテーマ 群状植栽及び列状植栽試験地の現況につい 塩見修平 14

2010 平成22年 7 820 今月のテーマ
地域に根ざした国有林を目指して ～台風被
害跡地復旧への取組み～

安田幸治 16

2010 平成22年 7 820 今月のテーマ
地域に根ざした国有林を目指して ～台風被
害跡地復旧への取組み～

山口穣 16

2010 平成22年 7 820 今月のテーマ 国有林GIS データをGPS で活用する方法の 西秋博 18
2010 平成22年 7 820 今月のテーマ 使える？ GPS ？……東京都の現場から 吉村勉 20
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2010 平成22年 7 820 今月のテーマ
間伐が林内の生物多様性に与える影響の評
価 ～土壌動物を指標にして～

唐沢重考 21

2010 平成22年 7 820 今月のテーマ
間伐が林内の生物多様性に与える影響の評
価 ～土壌動物を指標にして～

樋口真士 21

2010 平成22年 7 820 今月のテーマ
香川森林管理事務所における森林環境教育
の実践について

古庄弘英 22

2010 平成22年 7 820 今月のテーマ
香川森林管理事務所における森林環境教育
の実践について

酒井香里 22

2010 平成22年 7 820 今月のテーマ 森林資源モニタリング調査の品質管理 高岸且 23
2010 平成22年 7 820 今月のテーマ 森林資源モニタリング調査の品質管理 大萱直花 23
2010 平成22年 7 820 今月のテーマ 森林資源モニタリング調査の品質管理 野中崇志 23

2010 平成22年 7 820 今月のテーマ
AHP を用いたサイコベクトルによる治山ダム
景観の定量的評価について

浜浦武昭 24

2010 平成22年 7 820 今月のテーマ
持続的自然資源管理の実現に向けた新たな
試み「ポジティブ・アプローチ」 ～セネガル国
サルーム・デルタにおけるマングローブの持

松本淳一郎 25

2010 平成22年 7 820 一服 木材とクレオソートの仲が良かった日々 山本幸一 26
2010 平成22年 7 820 話題 九州から見たスギ・クローンの未来 福嶋雅喜 30
2010 平成22年 7 820 緑のキーワード 森林療法 上原巌 33

2010 平成22年 7 820
森林系技術者
コーナー

CPD-040- 土木-003-201007 私の作業道づ
くり

佐藤彦一 34

2010 平成22年 7 820 本の紹介
森林経営の新たな展開―団地法人経営の可
能性を探る―

佐藤宣子 40

2010 平成22年 7 820 表紙写真 『白糸の滝』(静岡県富士宮市上井出) 旧編集部
2010 平成22年 8 821 論壇 ベルリンの森 ～首都の森～(前編) 杉野千鶴 2
2010 平成22年 8 821 緑のキーワード 分布境界線 今村祐嗣 15
2010 平成22年 8 821 偶数月連載 ウォッチ・スケッチ11 ツキノワグマ特集 平田美紗子 16
2010 平成22年 8 821 特別寄稿 スギ・ヒノキ択伐林施業の基準と実行方法 梶原幹弘 17

2010 平成22年 8 821 偶数月連載2
半人前ボタニスト菊ちゃんの植物修行3 ふた
りのスミレ修業

菊地賢 22

2010 平成22年 8 821 現場訪問
農山村地域での里山林の保全事情(3) 親子
で森づくり体験in 高原山麓

市川貴大 24

2010 平成22年 8 821 報告
たかやま林業・建設業協同組合の発足 ～林
建協働により高山地域の森林整備・木材生
産を加速化～

長瀬雅彦 28

2010 平成22年 8 821 提言 森林情報データバンク構想の提言 鈴木圭 32

2010 平成22年 8 821
森林系技術者
コーナー

CPD-041- 情報-009-201008 公開シンポジ
ウム報告 「生物多様性とリモートセンシング

野口絵美 34

2010 平成22年 8 821 紹介
林業機械オペレータが受ける精神的・身体的
ストレスとその男女差

岩間望 38

2010 平成22年 8 821 紹介
沖縄島におけるヒルギダマシ(Avicennia
marina )の胎生芽の散布と稚樹定着の動態
および分布域拡大要因の解明に関する研究

藤田ルツ 39

2010 平成22年 8 821 紹介
船生演習林における天然生林の施業履歴と
植生タイプ

新井潤子 40

2010 平成22年 8 821 本の紹介 狩猟の文化―ドイツ語圏を中心として― 小池孝良 44
2010 平成22年 8 821 表紙写真 『オオシラビソの稚樹』(木曽駒ケ岳にて) 旧編集部
2010 平成22年 9 822 焦点 「森林・林業再生プラン」とその「中間とりまと 岡田秀二 2
2010 平成22年 9 822 奇数月連載 誌上教材研究41 「ブナは緑のダム」とは 山下宏文 9
2010 平成22年 9 822 奇数月連載 誌上教材研究41 「ブナは緑のダム」とは 鈴木真 9
2010 平成22年 9 822 論壇 ベルリンの森 ～首都の森～(後編) 杉野千鶴 10

2010 平成22年 9 822 エッセイ
おいしいエゾシカ料理 ～一皿に込められて
いるもの～

小池孝良 28

2010 平成22年 9 822 緑のキーワード CLT(クロス・ラミネイテッド・ティンバー) 有馬孝禮 30

2010 平成22年 9 822
森林系技術者
コーナー

CPD-042- 機械-004-201009 架線集材の実
際(エンドレスタイラー式) 1.架設手順

鈴木康之 34

2010 平成22年 9 822 本の紹介 緑化木の病害虫―見分け方と防除薬剤― 阿部恭久 44
2010 平成22年 9 822 本の紹介 続信州発棚田考 馬場多久男 44
2010 平成22年 9 822 表紙写真 『ドイツのトウヒ林』(ドイツ，ブロッケン山方面 杉野千鶴 東京都在住
2010 平成22年 10 823 論壇 これからの森林施業 ―皆伐林から択伐林へ 梶原幹弘 2
2010 平成22年 10 823 偶数月連載 ウォッチ・スケッチ12 ドングリ特集 平田美紗子 8

2010 平成22年 10 823 偶数月連載2
半人前ボタニスト菊ちゃんの植物修行4 柳に
ソヨ風～進化から見たヤナギの楽しみ～

菊地賢 10

2010 平成22年 10 823 現場訪問
高齢林への思い ―栃木県高原山麓にある
山縣農場の森林を訪ねて―

市川貴大 13

2010 平成22年 10 823 セミナー報告
日本―フィンランド国際林業研究セミナー ―
私有林経営の推進を主題として行われた
セッションを中心に―

岡裕泰 18

2010 平成22年 10 823 セミナー報告
日本―フィンランド国際林業研究セミナー ―
私有林経営の推進を主題として行われた
セッションを中心に―

山本伸幸 18

2010 平成22年 10 823 セミナー報告
日本―フィンランド国際林業研究セミナー ―
私有林経営の推進を主題として行われた
セッションを中心に―

杉村乾 18

2010 平成22年 10 823 セミナー報告
日本―フィンランド国際林業研究セミナー ―
私有林経営の推進を主題として行われた
セッションを中心に―

石崎涼子 18

2010 平成22年 10 823 セミナー報告
日本―フィンランド国際林業研究セミナー ―
私有林経営の推進を主題として行われた
セッションを中心に―

田中亘 18

2010 平成22年 10 823
森林系技術者
コーナー

CPD-043- 機械-005-201010 架線集材の実
際(エンドレスタイラー式) 2.作業法(前編：運

鈴木康之 20

2010 平成22年 10 823 報告 アテの品種と葉型・枝付角度 中野敞夫 34
2010 平成22年 10 823 緑のキーワード 国際山岳年 +10 編集子 41
2010 平成22年 10 823 本の紹介 松野と松野クララ―林学・幼稚園教育事始め 山下宏文 44

2010 平成22年 10 823 表紙写真
『見返り峠付近から羅臼岳を望む』(北海道羅
臼町地内)

赤坂勝美 北海道斜里町在住
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2010 平成22年 11 824 論壇
GIS マッシュアップによる四次元情報システ
ムの構築に向けて

金子正美 2

2010 平成22年 11 824 緑のキーワード 準天頂衛星 古橋大地 9
2010 平成22年 11 824 焦点 2011年は国際森林年です 末松広行 10

2010 平成22年 11 824 奇数月連載
誌上教材研究42 大井川の上流には－ダム
と森林の役割を考えよう－

山下宏文 12

2010 平成22年 11 824 奇数月連載
誌上教材研究42 大井川の上流には－ダム
と森林の役割を考えよう－

匂坂裕一郎 12

2010 平成22年 11 824 現場訪問
廃校を活用した都市農村交流活動 －京都府
綾部市にある綾部市里山交流研修センター

市川貴大 13

2010 平成22年 11 824 レポート 森林・林業・環境機械展示実演会見聞録 櫻井倫 18

2010 平成22年 11 824 レポート
各地の林業従事者が「現場人シンポジウム」
を自主開催 －地域生活者の目線で林業再
生のあり方を議論－

赤堀楠雄 20

2010 平成22年 11 824 レポート ナラ枯れ緊急報告会から 上田正文 22

2010 平成22年 11 824
森林系技術者
コーナー

CPD-044- 機械-006-201011 架線集材の実
際(エンドレスタイラー式) 3.作業法(後編：作
業者の行動)

鈴木康之 26

2010 平成22年 11 824
学術奨励助成
金研究成果

森林火災が森林土壌の炭素動態に及ぼす
影響

里村多香美 36

2010 平成22年 11 824 本の紹介 「森あそび」知的障がいのある人のために 山本信次 44
2010 平成22年 11 824 表紙写真 『恐山森林生態系保護地域』(青森県むつ市) 竹花祐治 東京都江東区在住
2010 平成22年 12 825 論壇 地域振興の再考～現場の知恵に学ぶ～ 櫻井尚武 2

2010 平成22年 12 825 偶数月連載
半人前ボタニスト菊ちゃんの植物修行5 天女
の花，天涯の花(前編)～オオヤマレンゲとの
出会い～

菊地賢 8

2010 平成22年 12 825 偶数月連載2 ウォッチ・スケッチ13 冬の踏査特集 平田美紗子 10
2010 平成22年 12 825 緑のキーワード COP10 藤田和幸 11
2010 平成22年 12 825 今月のテーマ COP10会場をレポート 金森匡彦 12
2010 平成22年 12 825 今月のテーマ 昆虫が果たす生態系サービス 牧野俊一 14
2010 平成22年 12 825 今月のテーマ 森林の遺伝的多様性保全 津村義彦 18
2010 平成22年 12 825 今月のテーマ 生物多様性と生態系の保全 安部哲人 25

2010 平成22年 12 825 報告
水源林シンポジウム報告 清流四万十川の水
源の森林づくり －かけがえのない清流を守

山口正三 31

2010 平成22年 12 825
森林系技術者
コーナー

CPD-045- 情報-010-201012 自由なGIS の
時代が来た

古橋大地 34

2010 平成22年 12 825 本の紹介
森への働きかけ　森林美学の新体系構築に
向けて

清水裕子 36

2010 平成22年 12 825 表紙写真
『小海別岳』(北海道森林管理局網走南部森
林管理署1207 林班)

赤坂勝美 北海道斜里町在住
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